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全国小中学校環境教育研究会 
 会 長 關 口 寿 也

第５６回全国小中学校環境教育研究大会を、第６０回東京都小中学校環境教育研究発表会と共

催で今年度も開催できることを大変喜ばしく思います。しかし、裏を返せば６０年前に公害対策

研究会として発足した本研究会の目的が十分に達せられていないということも意味します。この

相反する事実をはじめに肝に銘じつつの令和６年度の全国大会となります。

さて、昨年、２０２３年が観測史上最高の地

球平均気温を記録したことは記憶に新しいと

ころです。しかし、アメリカの気象観測機関

によると、２０２４年は年明

けから昨年を上回り、年平均気温も再更新す

るのではないかと予測されています。温暖化

は、待ったなしの状態からどうやら完全に走

り始めてしまったようです。

その温暖化対策の緩和策として、数年前から自動車産業分野ではＥＶシフトが声高に叫ばれ、

ＥＶ 電気自動車 の発売が相次ぎました。ことＥＵではその傾向が顕著で、ＥＶシフトを牽引し

ていたと言えます。自動車単体で見れば、ＣＯ２を排出しないＥＶは間違いなく温暖化緩和策の

筆頭株です。しかし、仮に国内全ての自動車がＥＶになると、電力ピーク時の発電能力は１０～

１５％増強する必要があり、原子力発電１０基分 万 に相当するとのこと 日本自

動車工業会 豊田章男 。かつ、現在の日本の発電の主力は、ＣＯ２を排出する化石燃料による火

力発電が７２ ７％を占めます 経済産業省 。また、バッテリーの原材料採掘や製造には、

これまでの算出値の最大１０倍の環境負荷が生じているとの指摘もあります ロバ

ート・ペル 。そのあたりのより詳細な知見は、本大会での 自動車戦略研究所 代表 藤村

俊夫 氏のご講演によってさらに明らかになることでしょう。ＥＶに代表されるがごとく、温暖化

緩和策は裾野を含めた云わばサプライチェーンで考えることが不可欠です。

このことが学校の学びに置き換えたときに意味するのは、範囲が広すぎる、手に負えない、変

えられないから手を付けないといった安易な結末に教師がしてしまうことではないはずです。調

べるだけではなく、さまざまな関連事項をつながりあって皆で探究していくことこそが、持続可

能な社会構造を構築していく活動になりうるということです。いや、そのような学びを教師も子

供たちと一緒に行っていかなくてはなりません。その中で、次の社会を創造する政治家や官僚、

企業人、市民、つまるところ大人を育成していくのが我々学校の、教師の使命ではないでしょう

か。その学びは、私たちがこれまで取り組んできたＥＳＤに他なりません。自信を確信に変えて、

今後もこの学びを皆さんと共に進めていきたいと強く思います。

結びとなりますが、本大会を開催するにあたり、文部科学省、環境省、東京都教育委員会、新

宿区教育委員会、全国連合小学校長会、全日本中学校長会、東京都公立小学校長会、東京都中学

校長会、日本教育公務員弘済会東京支部、日本ＥＳＤ学会、日本環境教育学会、ＥＳＤ活動支援

センター、関東地方ＥＳＤ活動支援センターの皆様をはじめ関係各位の皆様に多大なるご指導、

ご助言、ご後援を賜り、心より感謝申し上げます。

本大会が、皆様にとって一縷の望みを生み出すものになることを願ってやみません。
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全国小中学校環境教育研究会

文 部 科 学 省

初等中等教育局

教 育 課 程 課

専門官 髙市和則

貴研究会の皆様方には、日頃から児童生徒の学びの保障のためにご尽力いただいております

こと、また、学校における環境教育の充実と発展にご尽力いただいておりますことに心から感

謝申し上げます。

地球温暖化や自然環境の破壊、資源エネルギー問題など、地球規模の様々な課題が増大

し複雑化する中、エネルギーの効率的な利用など環境に対する負荷を軽減し持続可能な社

会を構築するため、国民一人一人が様々な機会を通じて環境問題について学習し、自主的

・積極的に環境保全活動に取り組んでいくことが求められています。

文部科学省では、国民がその発達段階に応じて、あらゆる機会に環境の保全についての

理解と関心を深めることができるよう、学校教育や社会教育における環境教育の推進のた

めに必要な施策に取り組んでいるところです。

学校における環境教育については、学習指導要領においても、総則をはじめ、社会科や

理科、技術・家庭科など関連の深い教科を中心に環境教育に関する内容の充実が図られて

いるところであり、引き続き、地域や学校等の特質を生かしつつ、カリキュラム・マネジ

メントの視点も踏まえながら各教科等の学びを関連付けて、環境教育をどのように位置付

け、展開していくかを考えながら指導していただきたいと思います。

また、令和６年に新たな「環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協

働取組の推進に関する基本的な方針」が閣議決定されました。

今回の主な変更点として「環境教育において特に重視すべき方法として、これまで重視

してきた体験活動に加えて、多様な主体同士の対話と協働を通じた学びや を活用した

学びの実践を、学校、地域、企業等の様々な場で推進すること。」や「学校内外での対話

と協働による学びの推進に向けた、学校と地域・団体・企業等をつなぐ中間支援機能の充

実による、学校の教職員の負担軽減と教育の質向上の両立を図ること。」などが盛り込ま

れており、政府としても引き続き環境教育等を推進することとしています。

結びになりますが、本大会に参加される先生方にとって、多大な成果が得られることをご期

待申し上げるとともに、本大会を主催されます全国小中学校環境教育研究会の更なるご発展

と、関係の皆様方の益々のご活躍とご健勝を心より祈念申し上げます。
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環境教育及び持続可能な開発のための教育 を取り巻く現状について

環境省 大臣官房総合政策課

環境教育推進室長 黒部 一隆

第 回全国小中学校環境教育研究大会及び第 回東京都小中学校環境教育研究発表会の開

催に当たり、一言御挨拶を申し上げます。

貴研究会におかれては、「持続可能な社会づくりのための環境教育の推進」を研究主題とし

て精力的に活動を展開されており、また、学校教育における環境教育・ の推進に貢献され

ておりますことに、改めて厚く御礼申し上げます。

さて、昨年は観測史上催行の世界年平均気温を記録したことが記憶に新しいところですが、

現在、世界は、気候変動、生物多様性の損失、汚染という３つの危機に直面し、環境危機とも

言える状況に直面しています。こうした問題を克服し、ネイチャーポジティブ（自然再興）、

カーボンニュートラル（炭素中立）、サーキュラーエコノミー（循環経済）が達成される持続

可能な社会に変革するためには、一人ひとりの意識や行動の変容、さらに組織や社会経済シス

テムの変革につなげていくことが不可欠であり、環境教育・持続可能な開発のための教育

（ ）がその礎となります。学校を始めとした、様々な機会や場において、 の考え方を

踏まえた環境教育が実践されることが重要です。

本年５月に閣議決定された第六次環境基本計画では、「新たな成長」を実現するためには、

基盤となる自然資本と自然資本を維持・回復・充実させるシステム及び資本の拡充・整備に資

する人的資本を含む無形資産への投資が必要不可欠であることから、環境教育・ の推進を

重点戦略の１つ、「『新たな成長』を導く持続可能な生産と消費を実現するグリーンな経済シス

テムの構築」に位置付けています。

また、環境教育等促進法に基づく環境教育等の推進に関する基本方針の見直しについて、昨

年６月から貴研究会の会長を始めとする有識者による環境教育等推進専門家会議での検討を経

て、関係府省による環境教育等推進専門家会議に進言され、本年５月に新たな基本方針が閣議

決定されました。

新たな基本方針においては、持続可能な社会の実現に向けて、学校を始めとした様々な機会

において質の高い環境教育等を実践するため、例えば、環境教育において特に重視すべき方法

として、体験活動を通じた学び、立場や価値観の異なる多様な主体・世代の間の対話と協働を

通じた学び合い、情報通信技術 の活用による国内外の空間的制約を超える学び合いを通

じて、環境教育等に一層取り組むこととしています。

とりわけ、対話と協働を通じた学びを実践するに当たっては、人的・物的資源や情報などを

各主体に的確に提供し、対話の場を創造するなどの中間支援機能を担う組織等の存在が必要で

すが、その調整に時間や労力がかかることなどを理由に連携が十分に進んでいない状況も見受

けられます。そこで、教職員の負担を軽減しながら教育の質や効果を高めていく具体的方策と

して、文部科学省と環境省の共同事業として設置した 活動支援センターにおける相談窓

口の周知を図り、認知度を向上させ、学校と地域等をつなぐ中間支援機能をより一層充実させ

ることとしています。

活動支援センターは、全国センター及び地方８センターとして設置されており、全国約

の地域 活動推進拠点と連携して 推進ネットワークを構築する、環境教育・

の推進拠点であり、学校と地域、企業等をつなげる中間支援組織として、環境教育等に関する

相談対応や、各主体同士の学び合いを促す取組や場作りを実施しておりますので、関係各位に

おかれましては、学校における企業連携・地域連携において、 活動支援センターの積極的

な活用を御検討いただけましたら幸いです。

環境教育等の更なる推進と持続可能な社会の構築に向けて、引き続き、皆様と連携・協力を

行ってまいりたいと考えています。

最後になりますが、本会の御盛会と関係各位の御健勝を祈念し、私の御挨拶といたします。
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１ ふるさと学習を核とした環境教育の推進

～小学校で育てるＳＤＧｓへの問題意識と地域、関係機関と協力した取組～

福井県大野市阪谷小学校 校 長 芦原 邦弘･･･‥ 8

２ キャリア教育を要とした小中９年間を見通した

環境教育を実践するためのカリキュラム・マネジメント

～生きる力を育み、ふるさとに誇りをもつ生徒の育成～

広島県広島市立湯来中学校 校 長 大塚 由美

教務主任 藤本 祐二･････

３ 持続可能な社会づくりのための環境教育の推進

～環境教育によって育む学力と環境保全意識～

東京都小中学校環境教育研究会 会 長 箱﨑 高之

研究部長 鈴木 元･････
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口頭発表１ 

ふるさと学習を核とした環境教育の推進 
～小学校で育てるＳＤＧｓへの問題意識と地域、関係機関と協力した取組～ 

 

福井県大野市阪谷小学校 

校 長  芦原  邦弘 

Ⅰ 取組の概要について 

１ 研究について 

本校では、令和３年度から２年間、「主体的に課題解決に向かう子の育成」の研究主題のもと、

「社会とつながる見方・考え方ができる子を育てる授業づくり」を重点目標に掲げ、教育活動

を推進した。その成果として、ＩＣＴの効果的な活用、生活科や総合的な学習の時間で「横断

的なふるさと学習」が実践でき、多くの場面で主体的に課題解決に向かおうとする子供たちの

姿が見られた。授業で培った基礎基本の知識、ＩＣＴや話合いの技能が、総合的な学習の時間

や特別活動に効果的に生かされ、成果物を地域へ積極的に発信するなど活動内容も充実、進化

してきた。また、環境問題をはじめとする社会や地域の課題を自分事として捉え、「自分に何が

できるか」を意識しながら学び、学んだことを周囲へ発信していく好サイクルが生まれ、「学び

と児童を取り巻く社会がつながること」が、主体性を育む上で重要であることが実感できた。 

令和５年度からは、子供たちのこれまでの主体的な学びを、より対話的な深い学びにしたい

と考え、研究主題を「対話的な深い学びに向かう子の育成」とし、「本質的な問いを軸に子供と

ともにつくる授業」を重点目標に掲げ、研究を進めている。教材や他者との対話は、深い思考、

いわゆる自分自身との対話（自己内対話）を促すためには必要不可欠なものであり、この深い

思考（自己内対話）が起こることにより、一人一人が豊かな自己実現に向かって成長し、集団

もよりよく成長していくものと考えている。深い思考を促す「対話的な学び」は、教師の「本

質的な問い」が軸になると考え、教師は、「本質的な問い」を子供たちに投げ掛けながら、子供

の思考を深堀りし、子供とともに授業を作ってきた。どのような問いをしていくことが「本質

的な問い」になり、どのように子供とともに思考を深掘りしていくのかを議論しながら研究を

進めることは、教員の教材に対する理解を深め、学習のゴールをより明確にし、「問い」を吟味

することにつながっている。 

  本校は令和３年度に「ふくいＳＤＧｓパートナー」に登録した。こ

れは、子供たちがふるさとについて学んだり、地域交流や体験活動を

したりするだけでなく、ＳＤＧｓを自分事として捉え、より探究的な

学びにつなげたいとのねらいがあった。ふるさと学習の中で、さまざ

まな体験活動を通して、子供たち一人一人がさらに持続可能な社会や

環境に関する課題を深く掘り下げるとともに、将来にわたって自身が

生きていく立ち位置を見付ける力を付けたいとの願いをもとに全校

体制で取り組みを始め、現在に至っている。 

  校区には豊かな自然があり、学びの場としても恵まれた環境にあ

る。地域で子供たちを育てる意識をもった方が多く、自然を題材にした環境教育を進める上で

も、地域の十分な理解や協力を得ることができる。環境教育の推進のためには、地域や関係機

関との連携が不可欠であり、特に、令和５年８月に認定された「星空保護区Ⓡ」への取組は、

環境問題について学ぶ貴重な題材となった。 
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２ 「星空保護区Ⓡ」について 

（１）「星空保護区Ⓡ」とは 

※１ 光害（ひかりがい）とは、過剰または不適切な人工の光による公害。夜空が明るくなることにより、

天体観測に障害を及ぼすほか、生態系への悪影響やエネルギー浪費など、様々な影響が指摘されて

おり、光害は地球上で急速に広がっている新たな環境問題のこと。特に、夜間も経済活動が活発で

人口が密集したアメリカ、ヨーロッパ、日本などの都市部で深刻な問題となっている。 

【一般社団法人 星空保護推進機構ＨＰより】 

（２）「星空保護区Ⓡ」認定について 

令和５年８月 21日、本校の校区である福井県大野市南六呂師エリアが、ダークスカイ・イ

ンターナショナルより、日本で 4例目となる「星空保護区Ⓡ」に認定された。都市に近いな

がらも優れた夜空環境の保護が行われている地域を対象にした「アーバン・ナイトスカイプ

レイス※２」のカテゴリーではアジア初の認定となった。 

※２ アーバン・ナイトスカイプレイスとは、暗い夜間環境を保護・推進するための優れた取り組みをし

ているが、近隣の明るい都市の影響により他のカテゴリーでは認定が受けられない場所（都市公園、

広場、展望台など）を示す。光害に配慮した質の良い屋外照明利用の模範となり、その普及を促す

とともに、都市の人々が星空を楽しめる場所を提供することを目的とする。 

【一般社団法人 星空保護推進機構ＨＰより】 

（３）「星空保護区Ⓡ」認定に向けた本校の主な取組 

①サポートレター（支援書）※３をダークスカイ・インターナショナルに送付 

②大野市主催の「ライトダウンキャンペーン」への参加 

③「阪谷スターポイントプロジェクト（ＳＳＰＰ：Sakadani Star Point Project）」活動 

④認定記念式典参加、星空の街・あおぞらの街全国大会でのプレゼンテーション発表など 

※３ サポートレターとは児童が星空を保護する取組に賛同し、保護区認定を希望していることを記した文書 

 

国際ダークスカイ協会（IDA）が 2001 年に始めた「ダークスカイプレイス・プログラム」

（和名：「星空保護区Ⓡ」認定制度）は、光害※１の影響のない、暗い自然の夜空を保護・保存

するための優れた取り組みを称える制度です。認定には、屋外照明に関する厳格な基準や、

地域における光害に関する教育啓発活動などが求められます。そしてそれらは、自治体・観

光業界・産業界・地域住民など多くの人々の理解と努力によって支えられます。また、認定

の公表により、夜空保護の重要性、光害問題の現状と対策について、広く啓蒙することを目

的としています。             【一般社団法人 星空保護推進機構ＨＰより】 

 

大野市広報 
「おおの」 

「星空保護区Ⓡ」 
ロゴ 

サポートレター 
（支援書） 

「星空保護区Ⓡ」 
認定記念式典 
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２ 「星空保護区Ⓡ」について 

（１）「星空保護区Ⓡ」とは 

※１ 光害（ひかりがい）とは、過剰または不適切な人工の光による公害。夜空が明るくなることにより、

天体観測に障害を及ぼすほか、生態系への悪影響やエネルギー浪費など、様々な影響が指摘されて

おり、光害は地球上で急速に広がっている新たな環境問題のこと。特に、夜間も経済活動が活発で

人口が密集したアメリカ、ヨーロッパ、日本などの都市部で深刻な問題となっている。 

【一般社団法人 星空保護推進機構ＨＰより】 

（２）「星空保護区Ⓡ」認定について 

令和５年８月 21日、本校の校区である福井県大野市南六呂師エリアが、ダークスカイ・イ

ンターナショナルより、日本で 4例目となる「星空保護区Ⓡ」に認定された。都市に近いな

がらも優れた夜空環境の保護が行われている地域を対象にした「アーバン・ナイトスカイプ

レイス※２」のカテゴリーではアジア初の認定となった。 

※２ アーバン・ナイトスカイプレイスとは、暗い夜間環境を保護・推進するための優れた取り組みをし

ているが、近隣の明るい都市の影響により他のカテゴリーでは認定が受けられない場所（都市公園、

広場、展望台など）を示す。光害に配慮した質の良い屋外照明利用の模範となり、その普及を促す
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Ⅱ 環境教育の概要 

１ 本校の環境教育の目標と努力事項 

（１）目標 

・環境や環境問題に関心・興味をもたせ、自分たちの活動と環境の関わりについて理解する。 

・環境の保全に配慮した望ましい行動ができる知識・技能や思考力・判断力・表現力を身に付

ける。 

・持続可能な社会の構築について考え、環境を守るために主体的に活動する態度を育てる。 

（２）努力事項 

・全教職員が環境教育の取り組み方について共通理解し、学年間・教科間での連携を積極的に図

る。 

・地域の豊かな自然や身近な地域社会の中での様々な栽培活動・体験活動を通して、自然に

対する豊かな感受性や環境に対する興味・関心をもたせる。 

・環境や自然に関心のある身近な人々との関わりを通して、環境問題と自分たちの生活様式

との関わりについて理解を深める。 

・家庭や地域社会と積極的に連携し、学校で学んだことを家庭や地域社会での生活に生かす

ことができるようにする。 

２ ふるさと学習について 

（１）活動の源泉 

子供たちに「大学を卒業したら大野市（阪谷地区）に戻ってきますか？」と問い掛けたと

ころ、全員が「戻ってきたい！」と勢いよく手を挙げた。また、その理由として、「大野市（阪

谷地区）は自然がいっぱいで、美しい風景があって、野菜がいっぱいだから」と真剣な眼差

しで答えていた。私たち教職員は、子供たちがふるさとの良さをしっかりと見付け、深い愛

着をもって発言している姿に改めて衝撃を受け、学校としてふるさと学習をさらに充実・発

展させ、子供たちにより良い学びの場を効果的に提供し続けようとの考えに至った。 

（２）ふるさと学習の主な概要 

１・２年生は「阪谷探検」として、ふるさと阪谷を知るマップ作りの活動、３・４年生は

「阪谷の宝」として、ふるさと阪谷のよさを発見し・育て・発信していく活動、５・６年生

は「星の故郷阪谷」として、大野市が進めていた六呂師の「星空保護区Ⓡ」認定に向けての

取組について学び、自分たちができることについて探究していく活動を中心にふるさと学習

を行った。また、「住み続けたい阪谷・大野・福井・日本・地球環境」についても、身近なこ

とから考え行動する学びを展開した。 

３ 各年度の実践内容  ※＜＞内は連携した地域、関係機関 

（１）令和３年度 

【概要】学校全体が「星」をコンセプトに、市や地域の関係機関とつながる活動や発信を始

めた。 

【実践記録】 

・「ふくいＳＤＧｓパートナー」に学校登録（５月） 

・光害に関する出前授業（６月５・６年）＜保護者・地域、市観光交流課、市地域おこし協力隊＞ 

・空き缶回収Ｂｏｘ設置（７月）＜地域、ふくいＳＤＧｓパートナーの資源回収業者＞ 

・児童玄関前で市場を開催し、学校で育てた野菜を配布（７月３・４年）＜保護者・地域＞ 
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・「大野市サスティナブルフォーラム」にパネリストで参加（11月校長）＜大野市政策推進課＞ 

・ねんりん秋市での野菜販売体験（11月３・４年）＜大野市シルバー人材センター＞ 

・「阪谷大雪対策マニュアル」作成（12月３・４年） 

・令和３年度ふるさと福井ＣＭコンテスト優秀賞受賞（１月５・６年）、応募参加（１月３・４年） 

・令和３年度市善行児童団体表彰（３月３・４年、５・６年） 

（２）令和４年度 

【概要】学校ブログ（ミテログ）や学校公式インスタグラムを開設し、地域や学校の魅力を

さらに充実させて発信した。 

【実践記録】 

・学校畑で栽培した野菜提供（６月、12月全校）＜市内子ども食堂、福祉施設＞ 

・光害対策の呼び掛けとチラシ配布（７月５・６年）＜家庭・地域＞ 

・七夕集会でのプラネタリウム開催（７月全校） 

・「阪谷の宝の地図」作り（９月２年）＜大野市・阪谷地区社会福祉協議会＞ 

・白山ワイナリーでのブドウ収穫の手伝い（９月全校）＜白山ワイナリー＞ 

・星空保護区Ⓡ出前授業（10月全校）＜大野市地域おこし協力隊＞ 

・星空出前授業（10月全校）＜福井県自然保護センター＞ 

・「阪谷の宝の地図」紹介（10月２年）＜阪谷地区社会福祉協議会＞ 

・星空や光害の学び出前講座（10月全校）＜福井県自然保護センタープラネタリウム、阪谷公民館＞ 

・ねんりん秋市での野菜販売体験と星空の魅力ＰＲや「阪谷の宝の地図」の配布（11月全校） 

＜大野市シルバー人材センター＞ 

・プラネタリウム観望と上映「星空の魅力発信」（11月全校） 

＜福井県自然保護センター、阪谷公民館、大野市観光交流課、大野市地域おこし協力隊＞ 

・「阪谷の宝」動画 web公開（11月～３月３・４年） 

・地元高等学校の探究学習発表会に参加（１月５・６年）＜福井県立大野高等学校＞ 

・「福井ふるさと教育フェスタ」パネル参加と「ふるさと学習特別賞」表彰（２月全校） 

・「信州ＥＳＤ/ＳＤＧｓコンソーシアム」オンライン発表会参加（２月５・６年） 

＜信州大学＞ 

・「大野市星空シンポジウム」（２月校長）＜大野市観光交流課＞ 

・卒業式での星空パネル展示（３月） 

・初の「親子星空観賞会」を校庭で開催（３月全校）＜星のまち鑑賞会＞ 

・令和４年度市善行児童団体表彰（３月２年、３・４年、５・６年、個人２名） 

・大型天体望遠鏡購入（３月）＜阪谷有志の会＞ 

「大野市サスティナブルフォーラム」 光害に関する出前授業 
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・「大野市サスティナブルフォーラム」にパネリストで参加（11月校長）＜大野市政策推進課＞ 

・ねんりん秋市での野菜販売体験（11月３・４年）＜大野市シルバー人材センター＞ 

・「阪谷大雪対策マニュアル」作成（12月３・４年） 

・令和３年度ふるさと福井ＣＭコンテスト優秀賞受賞（１月５・６年）、応募参加（１月３・４年） 

・令和３年度市善行児童団体表彰（３月３・４年、５・６年） 

（２）令和４年度 

【概要】学校ブログ（ミテログ）や学校公式インスタグラムを開設し、地域や学校の魅力を

さらに充実させて発信した。 

【実践記録】 

・学校畑で栽培した野菜提供（６月、12月全校）＜市内子ども食堂、福祉施設＞ 

・光害対策の呼び掛けとチラシ配布（７月５・６年）＜家庭・地域＞ 

・七夕集会でのプラネタリウム開催（７月全校） 

・「阪谷の宝の地図」作り（９月２年）＜大野市・阪谷地区社会福祉協議会＞ 

・白山ワイナリーでのブドウ収穫の手伝い（９月全校）＜白山ワイナリー＞ 

・星空保護区Ⓡ出前授業（10月全校）＜大野市地域おこし協力隊＞ 

・星空出前授業（10月全校）＜福井県自然保護センター＞ 

・「阪谷の宝の地図」紹介（10月２年）＜阪谷地区社会福祉協議会＞ 

・星空や光害の学び出前講座（10月全校）＜福井県自然保護センタープラネタリウム、阪谷公民館＞ 

・ねんりん秋市での野菜販売体験と星空の魅力ＰＲや「阪谷の宝の地図」の配布（11月全校） 

＜大野市シルバー人材センター＞ 

・プラネタリウム観望と上映「星空の魅力発信」（11月全校） 

＜福井県自然保護センター、阪谷公民館、大野市観光交流課、大野市地域おこし協力隊＞ 

・「阪谷の宝」動画 web公開（11月～３月３・４年） 

・地元高等学校の探究学習発表会に参加（１月５・６年）＜福井県立大野高等学校＞ 

・「福井ふるさと教育フェスタ」パネル参加と「ふるさと学習特別賞」表彰（２月全校） 

・「信州ＥＳＤ/ＳＤＧｓコンソーシアム」オンライン発表会参加（２月５・６年） 

＜信州大学＞ 

・「大野市星空シンポジウム」（２月校長）＜大野市観光交流課＞ 

・卒業式での星空パネル展示（３月） 

・初の「親子星空観賞会」を校庭で開催（３月全校）＜星のまち鑑賞会＞ 

・令和４年度市善行児童団体表彰（３月２年、３・４年、５・６年、個人２名） 

・大型天体望遠鏡購入（３月）＜阪谷有志の会＞ 

「大野市サスティナブルフォーラム」 光害に関する出前授業 
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（３）令和５年度 

【概要】「笑顔かがやく学校＜超楽校＞」（＝学校の枠を超えて学びを楽しむ学校）として、

全校体制で「星空・あおぞらの学び」の取組を進めた。星空の活動と自然や野菜作りの活

動を通して教師や児童が社会へ関わり、次々と求め仕掛けて、大人と対等に接していく姿

を見るようになった。地域と連携・協働して、探究学習（ＳＤＧｓ・ふるさと学習）に果

敢に取り組み、「豊かな自己実現に向かう個別最適で協働的な子供主体の学び」を一層進め

た。 

【実践記録】 

・リンゴの苗木植え（５月全校）＜白山ワイナリー・阪谷をよくする会＞ 

・親子で簡易天体望遠鏡（コルキットスピカ）作りとピント合わせ練習会（６月全校） 

＜環境アドバイザー＞ 

・ライトダウンイベントへの呼び掛けと参加（７月５・６年）＜大野市環境・水循環課＞ 

・「星空キッズソムリエ認定講習会」（７月希望児童）＜福井県自然保護センター＞ 

・「阪谷スターポイントプロジェクト（ＳＳＰＰ）」第１・２弾（７月５・６年） 

＜大野市環境・水循環課、大野市地域おこし協力隊＞ 

・「ＰＴＡ親子星空観賞会」夏の星座（８月全校）＜ＰＴＡ、星のまち鑑賞会＞ 

・大野市星空保護区Ⓡ認定を祝うセレモニーに参加（８月全校・職員）＜大野市役所＞ 

・「阪谷のおすすめ星空スポット」動画配信（９月３・４年） 

・「阪谷の宝の地図」第２版（１０月１・２年） 

・「星空の街・あおぞらの街」全国大会の星空報告会でプレゼンテーション発表 

（10月全校） 

・「阪谷星空バスツアー」企画参加（10月１・２年）＜大野観光自動車（株）、阪谷地区社協＞ 

・「阪谷スターポイントプロジェクト（ＳＳＰＰ）」第３弾（１０月５・６年） 

＜大野市環境・水循環課、大野市地域おこし協力隊＞ 

・ねんりん秋市での野菜販売体験と「阪谷の宝の地図」の配布（１１月全校） 

＜大野市シルバー人材センター＞ 

・「ＰＴＡ親子星空観賞会」冬の星座（11月全校）＜本校ＰＴＡ＞ 

・「ふるさと福井ＣＭコンテスト」奨励賞受賞（12月３・４年）＜福井県教育委員会＞ 

・「プレゼンテーション大会」最優秀賞受賞（１月５・６年）＜福井県教育委員会＞ 

・「福井ふるさと教育フェスタ」プレゼンテーション発表（２月５・６年）＜福井県教育委員会＞ 

・「信州ＥＳＤ/ＳＤＧｓコンソーシアム」オンライン発表会参加（２月３・４年、５・６年） 

＜信州大学＞ 

・「大野市スターポイントプロジェクト（ＯＳＰＰ）」第４弾（２月５・６年） 

＜大野市環境・水循環課、大野市地域おこし協力隊＞ 

七夕集会でのプラネタリウム 「阪谷の宝の地図」作り ねんりん秋市での販売活動 
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「ふるさと福井ＣＭコンテスト」 「星空の街・あおぞらの街」 

全国大会 
「福井県プレゼンテーション大会」 

阪谷あおぞらバスツアーのHP ＰＴＡ親子星空観賞会 道の駅でＳＳＰＰカード配布 

「阪谷の宝の地図」 
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Ⅲ ＳＳＰＰ（Sakadani Star Point Project）からＯＳＳＰ（Ono-city Star Point Project）へ（５・６年） 

１ プロジェクトを始めたきっかけ 

（１）ライトダウンキャンペーンへの参加 

福井県大野市では、美しい星空を通じ、環境問題について一緒に学ぶ機会を創出すること

を目的に、クールアース・デー（７月７日・環境省）に合わせて、市民及び市内事業者の協

力の下、一斉ライトダウンキャンペーンを毎年実施している。このキャンペーンに学校とし

て協力する中で、「市民にもっと周知され広がっていくにはどうしたらいいのか」という課題

がもち上がり、学校として何ができるのかを模索することとなった。 

（２）「星空保護区Ⓡ」認定への取組を受けて 

大野市が「星空保護区Ⓡ」に認定されるための取組が始まったことを受け、「校区に住む小

学生としてできることは何か」を考えるようになった。 

（３）社会情勢を受けて 

地球温暖化による気候変動が大きな問題となっており、子供たちが生きていく未来に対す

る危機感がこれまで以上に高まる中、その対策について自分たちに何ができるかを考えた。 

２ プロジェクト「ＳＳＰＰ（ＯＳＳＰ）」を企画、実施 

子供たちは、総合的な学習の時間や講師を招いての講習会を通して、環境に関する知識を深

めていった。そして、何度も話し合い、アイディアを練って、検討を重ねていった結果、「これ

ならみんなが取り組んでくれそうだ」との結論に達したプロジェクトがＳＳＰＰ（Sakadani 

Star Point Project）であった。本プロジェクトは、日常生活の中で少し意識をすれば取り組

める 16の項目が入ったポイントカード※資料１を地域に配布し、プロジェクトの参加者一人一人

が実施の有無をチェックしていくことで、楽しみながら環境問題について考えてもらえるよう

に考案した。 

ポイントカードは改善を加えながら何度も作り直し、徐々に配布する地域を広げながら年間

４回発行するに至った。最初は協力者や参加者が少なく、期待通りの成果が得られず苦労した

が、子供たちは諦めることなく、活動を広げるための方策を模索し続けた。第３弾からはポイ

ントカードに二次元コードを掲載し、参加者の取組状況や感想などを携帯端末から学校の端末

に送信してもらえるよう工夫した。さらに第４弾では、念願だった大野市の協力が得られ、ポ

イントカードのタイトルをＯＳＰＰ（Ono-city Star Point Project）と改め、市内全世帯（約

11,000世帯）に配布、多くの方にプロジェクトを周知することができ、65名の方がプロジェク

トのアンケートに回答した。 

子供たちは、ポイントカードを１回発行するごとに、取組状況の集計と分析を行い、取り組

んでくださった方にお礼の手紙を書いたり、子供たちが発案した環境保護啓発のオリジナルシ

ールを送ったりするなどして、市民との交流を図り、今後も継続して関わっていただけるよう

な取組を行った。また、第４弾の結果は令和６年７月発行の市広報誌「おおの」資料２に掲載さ

れた。 

 

 

 

 

  

 

参加者に贈ったオリジナルシール 児童が作成したお礼の手紙 
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※資料１ 子供たちが考案したポイントカード（第４弾） 
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※資料１ 子供たちが考案したポイントカード（第４弾） 
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※資料２ 市広報誌「おおの」に掲載されたプロジェクト 
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３ ＳＳＰＰ（ＯＳＳＰ）の成果 

（１）プロジェクトの結果の推移（過去４回実施分） ※数値は「している」と回答した割合（％） 

【アンケート回答数】第１弾…21人、第２弾…36人、第３弾…39人、第４弾…65人 

 

（２）ＳＳＰＰ（ＯＳＳＰ）参加者から寄せられた声 

 

 

視視点点  項項        目目  第第４４弾弾  第第３３弾弾  第第２２弾弾  第第１１弾弾  

光光
害害
対対
策策  

夜はカーテンをしめる 98.5 100.0 100.0 100.0 

使っていない明かりは消す 96.9 94.1 96.9 100.0 

空に明かりを向けない 89.2 85.3 96.9 76.2 

暖色系のライトを使う 60.0 61.5 59.4 47.6 

光害の情報を見る 56.9 55.9 62.5 57.1 

星星
空空
学学
びび  

夜に星を見る 98.5 88.2 93.8 90.5 

星の写真を見たりとったりする 66.2 64.7 71.9 61.9 

星のイベントに参加する 38.5 35.3 62.5 61.9 

星空の情報をチェックする 52.3 61.8 65.6 57.1 

脱脱  

炭炭  

素素  

エコバッグを使う 92.3 91.2 93.8 81.0 

使っていない電気・テレビは消す 95.4 94.1 100.0 90.5 

近い場所は自転車歩きで移動する 67.7 55.9 75.1 61.9 

日用品はつめかえ用を買う 93.8 88.2 93.8 100.0 

再利用マークのものを使う 63.1 41.2 46.9 57.1 

缶、ペットボトルなどをリサイクルする 96.9 79.4 93.8 100.0 

食材は食べる分だけ買い、使い切る 80.0 82.4 84.4 76.2 

市民みんなで取り組むことは大事だと思います／難しいことでなく、誰でも取り組める／

もっと環境のことを考えて生活していきたいです／確かに夜空の星がよく見えます／便利

になり過ぎ。昔の暮らしに目を向けませんか／光害を減らしたいと思いました／きれいな

星空のために、わたし自身ができることはまだまだあると感じました。機会があれば星空

のイベントにも参加してみたいです／大野の素敵な星空を守るために小さなことでもよい

ので、できることから（脱炭素等）取り組んでいきたい。このアンケートに答えたことで、

大野の星空に自分があまり関心をもてていないことに気付いた。せっかく大野に住んでい

るのだから星空をもっと楽しんでいきたい。これからも阪谷小学校の皆さんの活動を応援

しています／小学生のみなさんが、星空のことを一生懸命考えているのが伝わりました。

一緒に大野市の星空を守っていきましょう／何回も改良して提案しているのがいいです

ね。大野市民みんなで美しい星空を守っていきましょう／スターポイントプロジェクトを

続けてくれてありがとう。みんなのがんばりが大人も続ける意欲になっています／一人が

出来る小さなことを続けていく事の大切さを教えてもらいました。これからも教えてもら

ったことはもちろん、自分に足りない事を意識しながら一緒に星空を守っていきたいと思

います。ありがとうございます／ 

 

 

日本一美しい星空を未来へつなごう
～ O

オ オ ノ
no-C

シティー
ity S

ス タ ー
tar P

ポ イ ン ト
oint P

プ ロ ジ ェ ク ト
roject（ＯＳＰＰ）の結果報告～

　美しい星空を楽しみ、環境を守る取り組みを実践する「ＯＳＰＰ」。ＯＳＰＰに参加した65人のアンケート回
答から見えてきた、市民の星空保護に対する傾向を、阪谷小学校児童が紹介します。

昼も夜も使っていない
明かりは消しましょう

空に明かりを向けない
ようにしましょう

０ 20 40 60 80 100

夜はカーテンをしめる

使っていない明かりは消す

空に明かりを向けない

光害の情報を見る
（単位：㌫）暖色系のライトを使う

０ 20 40 60 80 100

夜に星を見る

星のイベントに参加する

星空の情報をチェックする

星の写真を見たり撮ったりする

（単位：㌫）

０ 20 40 60 80 100

エコバッグを使う
使っていない電気・テレビは消す

近い場所は自転車や歩きで移動する

日用品は詰め替え用を買う
缶、ペットボトルなどをリサイクルする

食材は食べる分だけ買い、使い切る

再利用マークの物を使う （単位：㌫）

光光
ひかりがいひかりがい
害害対策対策

星空学び星空学び

脱炭素脱炭素

暖色系ライトがオスス
メ！光害を軽減できます

星空のイベントにもっと
参加してみませんか

星空イベント・
ツアー情報▶

詳しくはこちら▶

リサイクルやリユース
の結果が良いです！
ぜひ続けてください

回答された人から温
かいメッセージをいた
だいています。
ありがとうございます！

星のまちおおのライトダウン星のまちおおのライトダウン
～日本一の星空を未来へ～

　みんなで電気を消して、日本一の星空を見ながら、
環境のことを考えませんか。

期�間　７月１日月～31日水（統一実施日　７月１日月、
７日日、７月31日水）
取組方法
★期間中の午後９時～10時に極力照明を消すか、厚手

のカーテンを閉めて外に光が漏れないようにする
★日本一の星空を眺めたり、動画サイトで星や環境の

動画を見たりして楽しむ
★期間中に開催されるイベントに参加して、星や環境

のことを学ぶ
そ�の他　この取り組みに参加する協力事業者を募集し

ています。専用フォームまたはホームページにある
様式をメールかファクスで提出してくだ
さい。参加事業者名は市ホームページに
掲載します

問 　環境・水循環課 （☎64・4828　FAX66・1118）
　電子メール kankyo@city.fukui-ono.lg.jp

・市民みんなで取り組めるといいです
・１人ができる小さなことを続けていく大切さを知りました
・今まで何気なく見ていた星空に興味を持つことができました
・これからも星空を楽しんでいきたいと思います

ライトダウン期間中に取り組んだ内容を、
右の二次元コードからぜひ回答をお願いします。

阪谷小児童考案
のポイントカード。
２月に全戸配布し
ています

6 2024.7　広報おおの

－ 16 － － 17 －
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（３）プロジェクトを企画した児童の感想 

４ ＳＳＰＰ（ＯＳＳＰ）の成果と課題 

（１）成果 

〇行政主導のライトダウンキャンペーンに子供たちが新しいアイディアを提案できた。市の担

当者もライトダウンキャンペーンが広く周知されないことに悩んでいたこともあり、子供た

ちが考えた取組が広がっていくことで、キャンペーンの効果が期待できるようになった。 

○この取組を進める過程で、行政、地域住民、民間企業と学校が繋がりをもつことができた。

市の担当課と連携して市の施策を実施できた。また、ポイントカードを地域の祭りやイベン

トの来場者に直接配布することで、地域の方と交流する機会となった。 

○子供たちや地域住民がＳＤＧｓや環境への意識を高めるきっかけになった。子供たちは、プ

ロジェクトを通して環境問題や未来へつながる取組について真剣に考える機会となり、プロ

ジェクトに参加した方のアンケートから、環境への関心が高まったとのコメントも寄せられ

た。 

○地域の魅力を広く発信することで、地域貢献につなげることができた。市広報誌、学校だよ

り、学校ブログ、インスタグラムなどを活用し、本プロジェクトを通して子供たちが発見し

たふるさとの魅力を多くの方に周知することができた。 

☆大人になったら県外に行くかもしれません。でも、星空が綺麗に見えるところに光害を出さ

ないように毎日ライトダウンをチェックしたいです。他の人にはメールや自作のアンケー

トに協力してほしいです。分かってもらえなかったり、将来はもっと環境が悪くなっていた

りするかもしれません。だから今自分に出来ることをして、未来を変えたいです。 

☆私が大人になっても環境を守るために、いろいろなもので環境を守ることについて広めて

いきたいと思います。将来も星が綺麗に見えるためには、私たちが今環境を守らないといけ

ない。そのためにポイントカードを広めて頑張ってきました。でも、紙で広げるのは脱炭素

じゃないと思ったので、アプリにできるといいけど、小学生の私たちにはできないから、将

来できるといいなと思います。 

☆アンケートに答えてくれた方々からもらった意見などを取り入れて、これからもライトダ

ウンに協力してもらいたいです。私たちができることを発信することで、身近な人から広が

っていくと思いました。大人になっても環境を守るためにインスタなどを使って、いろんな

人に発信していきたいです。今やっていることをこれからも続けていきたいです。 

☆ぼくは大人になっても阪谷に住みたいと思っています。ずっと星空がきれいに見えるとい

いと思っています。光害を減らしたいです。光を上に向けないようにしたいです。周りのみ

んなに呼び掛けることは少しやりにくいです。環境を守るというのは簡単そうで難しいと

思います。 

☆私は大人になっても、ＳＤＧｓや光害のことについてたくさんの人に伝えていきたいなと

思っています。インターネットを使ったりプレゼンをして発信したりしてみたいです。身近

な人から伝えて輪を広げていきたいです。自分の子供にも伝えて未来にもつなげていきた

いです。大人になったら、副業として星空イベントにも協力していきたいです。 

☆大人になっても光害のことを忘れずにやっていきたいと思います。インターネットに載せ

てみんなに知ってもらえるように発信したいです。将来の子供たちにも私たちが取り組ん

できたことを教えたいです。ごみが落ちていたらごみ拾いをしたいです。インターネットに

もイベントのことを載せたいです。 
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（２）課題 

○関係団体との連携 

本プロジェクトは地域の課題に直結する活動であるため、学校と行政、地域、民間企業の

連携が不可欠であった。子供たちの希望や願いを実現するには、教育現場だけでは解決でき

ない現状がある。実際に、子供たちから出たアイディアを実現するのは難しかった。例えば、

ポイントカードをアプリにして携帯端末で活用してもらうとか、参加者を増やすために割引

券や商品を進呈するとか、ポイントカードをたくさんの人が利用する食料品店等に置いても

らい、特典をプレゼントするといったアイディアが子供たちから発案されたが、予算や技術

的な障壁があり、実現には至らなかった。今後は、さらに多くの方に環境問題について考え

ていただくためにも、プロジェクトの企画当初から多くの人と課題を共有し、関係団体の協

力を得ていくことが必要である。 

○環境問題に対する意識から行動へ 

環境に関する取組は世界中で行われているが、成果がすぐに見えないこともあり、その効

果を感じるのが難しいため、環境問題に対する意識がなかなか上がらないことが現状として

ある。未来を予測することは難しいことであり、ＳＤＧｓの取組は未来への想像力を働かせ

ることが重要であると考える。また、環境問題への取組が大事だと理解していても、多くの

人は目下の発展に着目しがちになり、今を豊かに生きることに精一杯である。しかし、ＳＤ

Ｇｓの取組は、よりよい社会を築くための未来への投資であり、子供たちが社会に対する見

方や考え方を学ぶ機会として今後も大切にしていきたいと思う。 

Ⅳ 知見 

子供たちは、粘り強く取り組むことで少しずつ参加者や協力者が増えていく貴重な体験をした。

一方で、ポイントカードを全戸に配布したにもかかわらず、一部の人の心しか動かなかった現実

も味わった。しかしながら、これは本気で環境問題にチャレンジした成果でもあり、予測困難な

これからの時代を生きていく子供たちにとって「生きた学び」になったと考える。 

環境を守る、星空を守るなどの取組には一人一人温度差があり、市民や国民レベルで意識が広

がっていくことは大変難しいことである。特に、星空保護の取組は温暖化などと違い、直接的に

人の生活に影響を及ぼすものではないため、守らなくてはいけないという切迫感が低いと思われ

る。そんな中でも、一人でも多くの方の意識を高めるにはどうしたらよいかを考えていく必要が

ある。星空を守ることは脱酸素にもつながるという子供たちの気付きや学びがＳＳＰＰの取組で

広がりを見せた。今後は、「星空保護区Ⓡ」認定の盛り上がりをどうつないでいくとよいのか、自

治体や個人がそれぞれの立場で考えていく必要がある。そして、子供たちがこの地域に住み続け

たい、学んだことを地域のために生かしていきたいと思える学校や地域にしていきたいと考える。 

☆下記のＱＲコードから、子供たちの活動の様子がご覧いただけます。 

ミテログ インスタグラム YouTube 
福井県大野市阪谷小学校（公式） 
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口頭発表２

キャリア教育を要とした小中９年間を見通した

環境教育を実践するためのカリキュラム・マネジメント

～生きる力を育み、ふるさとに誇りをもつ生徒の育成～

広島県広島市立湯来中学校

校 長 大塚 由美

教務主任 藤本 祐二

Ⅰ 湯来地域の概要

湯来地域は、広島市を流れる太田川の上流域と八幡川の源流域にあたり、川沿いの開けた土地

には農地が広がっているが、地域の約９割は山林が占めている。自然環境を生かした林業や酪農

が営まれ、鮎、こんにゃく、牛乳、ジビエ等湯来独自の食文化を形成している。

また、湯来地域には 年前に、傷付いた白鷺が傷を癒やしているところを見た村人により発

見された「湯来温泉」と、 年前に発見され、江戸時代には藩主浅野公の湯治場として栄えた

「湯の山温泉」の２つの歴史ある温泉があり、広島市の中心部から車で 分という利便性もあり

「広島の奥座敷」と呼ばれ、広島の保養地としてかつては栄えた地域である。

このような魅力がある一方で、人口はここ 年で急激に減少しており、高齢化率は ％と

なっている。本校の全校生徒数は 名、広島市内で一番小さな中学校である。

こうした状況に対して、広島市が中心となり地域の魅力を再確認し、自然や食を生かした体験

や温泉を活用した取組「地域活性化プラン『 戸山・湯来 』」が令和４年から本格的に

始まり、将来的に地域の人口増加と復興に貢献できる人材を育成することを目指し進められてい

る。

Ⅱ 広島市基本方針（広島市教育大綱より）

１ 広島市の教育方針「『豊かで深い学び』による広島らしい教育」の推進

広島市基本方針は令和３年より５年構想で推進され、知・徳・体のバランスのとれた「生き

る力」を育む教育を推進していくための取組の一つである「９年間を見通した小中連携の推進」

の行政施策対応研究校【教委指定型】小中連携教育推進校Ｂに湯来中学校区が指定され、小中

両校に加配が付いている。

小中両校とも教員数が少なく、授業はもちろん校内での分掌の仕事を一人が重複して何個も

抱えなければならないため、これまでは小中連携に関する仕事を推進していくことが大変難し

かった。しかし、この指定を受けたことで小中９年間の学びが大きく前進した。

２ ひろしま型カリキュラム「ひろしま学びの時間（旧：言語・数理運用科）」

平成 年度から小中９年間を見通した本市独自の教育課程、ひろしま型カリキュラムの一つ

として「言語・数理運用科」を全校で実施した。（図１）

「言語・数理運用科」とは、「日常生活に見られる様々な事象についてテキストから目的に

応じて必要な情報を取り出し、各教科等で身に付けた知識と経験とを関連付けて思考・判断し、

自らの考えを適切に表現する力を育成する」ことを目標として実施した。（図２）実施学年は

小学校５年生から中学校３年生で、授業時数は年間 時間（中１）・ 時間（中２・３）の内

の 時間を指導時間に充て、小学校は担任、中学校は全教師が指導にあたった。

しかし、学習指導要領の改訂に伴い、探究的な活動を充実させるための時間確保が必要にな

ったこと、及び、各教科で「情報の取り出し→思考・判断→表現」の活動が行われるようにな

ったこと等があり、「言語・数理運用科」は「ひろしま学びの時間」と名称を変え、年間１単位

（４ｈ）以上の授業を行うように変更となった。

（図１） （図２）

３ 学校教育活動地域連携推進事業

令和４年度には「自分たちのまちを愛する心」や「将来の地域社会を担う生き方や働き方に

ついて考える力」を育むために、地域人材等を活用した教育活動を行う目的で学校教育活動地

域連携推進事業が全校で始まった。この事業は、それぞれの歴史的、地理的、人的資源等の地

域特性や児童生徒等の発達段階を踏まえ、「地域の自然・歴史」「伝統文化」「キャリア教

育」の３つのテーマから学校運営協議会等と協議しながら、最適なテーマを選択し、地域人材

等を活用した取組である。

この事業により学校運営協議会等との結び付きが強くなり協力して下さる方々に講師のお願

いや謝礼金を渡せるようになり、声を掛けやすい状況を作ることができた。

Ⅲ 研究の視点

１ 学校教育目標での位置付け ～キャリア教育を要として～

本校の学校教育目標は、「公の場に通用する人の育成（社会人として必要な学力、社会性、

人間性を育む教育）」である。（図３）未来を予測することが困難な時代だからこそ「生きる

力」を育み、力強く生き抜いていける力を身に付けてほしいという願いが込められている。
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経営重点目標は湯来ならではの環境を生かした学

校教育活動を通して、自己肯定感、地域への誇りと

愛着を育みながら、社会人として必要な学力、社会

性、人間性を育成するとしている。特に、「キャリ

ア教育を柱とした系統的な教育課程」を編成し、総

合的な学習の時間を軸とした探究的な学びの実践及

び学びを表現する力の育成に力を注いでいる。

これらの教育活動の柱となる総合的な学習の時間

では、カリキュラムマップを作成し、「ＳＤＧｓ

『持続可能な社会について考えるⅠⅡⅢ』に係る課

題 【ふるさと・湯来】【平和・ヒロシマ】【生き

方・キャリア】）」において、探究的な学習に取り

組み、「その価値や良さに気付くこと」「キャリア

教育との関連を図り、自己の『生き方』について考

えること」「学んだことをもとに自己で表現し、日

常生活で活かすこと」の３つを目標に掲げ、３年間

系統的な学習を行い、学びを深めている。（図４）

（図４）

（図４）

２ 小中連携での９年間を見通した総合的な学習の時間の見直し・実践

形骸化していた中学校区小中連携教育研究会を湯来地域に令和 年度に開校予定である小

中一貫教育校の柱となるような取組について協議し、９年間を見通した実のある研究会にした

いという思いから、令和５年７月、全体会において小中学校全教員で「小中９年間でどんな子

供たちに育てたいか」を議論し、構想図を作成した。（図５）

（図３）

目指す児童生徒像を「郷土を愛し、心豊かでたく

ましく、主体的・創造的に生きる児童生徒」とし

た。

中学校区のすべての教職員が小中学校の９年間

を見通して、同じ視点を持ち、育てたい子供の姿

を共有することで、柔軟性をもった教育活動を行

うことができるようにするためである。また、少

人数であることや美しく実り豊かな自然環境を強

みとして、将来この地域を支えてくれる子供たち

を学校教育の中で大切に育てていきたいと考えた

からである。

また、令和６年度の研究主題を「主体的・対話

的に学ぶ児童・生徒の育成」～９年間で育てたい

力に即した生活科・総合的な学習の時間の授業改

善を通して～とし、この構想図に合わせて「

未来プロジェクト」（生活科・総合的な学習の時

間）育てたい力の系統表を作成し、児童生徒に付

けたい資質・能力を見える化することで、どの学

年でどういう力をどこまで付けておくかを全教員

で共有することができた。指導案を作成するとき

は必ず付けたい力の記号を記入し、誰が指導する

ときも付けたい力を一目で確認できるように工夫

した。（図６）

（図６）

（図５）
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Ⅳ 本校の取組

１ 環境教育の変遷（平成 年度～令和元年度まで）

（１）はじまり

「総合的な学習の時間」が本格的に始まったのは平成 年度からである。本校で水質調査

が総合的な学習の時間の中ではじまったのは、広島市と合併した平成 年度からである。翌

年、平成 年度からは「自然界の循環型社会形成の考察 太田川水系 水内川流域の自然調

べ」と名前を付け、２年生後半から３年生と学年をまたいだ取組であった。地域の方を特別
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（３）言語・数理運用科導入

平成 年度に広島市では前述の「言語・数理運用科」が始まり、総合的な学習の時間の内

容の変更が必要となった。総合的な学習の時間の授業時数は、言語・数理運用科で 時間を

費やすため、１年生 時間、２年生 時間、３年生 時間と大幅な減少となった。しか

し、地域との関係やこれまでの取組を継続させたいという教職員の思いから、総合的な学習

の時間や特別活動の授業時数が大幅に増えたが、言語・数理運用科がひろしま学びの時間に

名称が変わる令和元年度までの９年間、取組は続けられた。しかし、教職員の人事異動もあ

り、取組開始当時の思いは徐々に薄れ、疲労感を感じる教職員が多くなっていった。

令和２年度、新型コロナウイルス感染症のため、本校においてもこれまでの取組の見直し

を余儀なくされた。

２ 環境教育再考期（令和２年度～令和５年度）

しかし本校は、コロナ禍の中でも少人数の強みを

生かした環境教育を継続していくこととし、これま

で取り組んできたものは方法を工夫しながら全てを

実施することとした。

（１）鮎の放流

４月中旬～５月中旬、水内川漁業協同組合の協

力で鮎の放流と「水内川」についての講義を行っ

ている。講義の内容は、「水内川に棲んでいる

魚」「川と山の関係」「漁協の仕事」等である。

講義内容や放流体験の重要性はもちろんである

が、放流する最中に発する生徒のつぶやきへの漁

業協同組合の方の生きた回答を聞くことのできる

良い体験である感じている。

（２）水質調査

平成 年度から継続している「水内川の水質

実態調査」の調査項目は４項目で、水温、

（水素イオン濃度指数）、ＣＯＤ（化学的酸素要

求量）、水中の石を５個拾い、裏をさらい水生生

物の種類と個体数を調べている。

調査結果は、広島市の総合文化祭や本校の文化

祭、地域の祭りで発表し、水内川の現状を地域の

方々にお知らせしている。
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（３）シャワークライミング・カヤック体験

広島市湯来交流体験センターの協力でシャワークライミング体験とカヤック体験を隔年で

実施している。場所は、学校から約５㎞西の水内川上流域である。

令和５年度は、カヤック体験、令和６年度はシャワークライミング体験を実施した。両体

験共にライフジャケットに身をゆだねて、湯来の自然を眺めながら水内川の冷たい水につか

り、全身で水内川の自然を体感できるダイナミックな体験である。保健体育の授業で行って

いる。

（４）ふるさと湯来ごはん

「ふるさと湯来ごはん」は湯来で採れた食材を使って、美味しい和食をつくりいただくと

いう取組である。食材の鮎は水内川漁業協同組合から、野菜や米は保護者や地域の方に安価

で提供していただいている。家庭科の調理実習で行い、地域の水内女性会の方々と共に作っ

ている。

写真は、女性会の方に鮎の内臓の処理を教えてもらいながら、鮎の唐揚げを作っている所

と、献立メニューの湯来米のごはん、水内川の鮎の唐揚げ、湯来産の野菜を使ったおひたし

とみそ汁と佃煮である。

３ 環境教育転換期（令和６年度から）

令和６年度、本校は昨年度に引き続き学校教育目標を「公の場で通用する人の育成（社会人

として必要な学力、社会性、人間性を育む教育）」に設定した。短期経営重点目標の具体的方策

として、「実生活に活用できる思考力や表現力等の育成を目指し、生徒が主体的に学び、行動で

きる力を育成するために探究的な学びの学習内容の充実を図る」とした。

（１）研究主題

研究主題を「主体的・対話的に学ぶ生徒の育成～キャリア教育を要とし、９年間で育てた

い力に即した生活科・総合的な学習の時間の授業改善を図ることを通して～」に設定し、総

合的な学習の時間の授業改善を中心とし、すべての教育活動をキャリアの視点でつなぐこと

で生徒自らが「主体的・対話的」に学ぼうとする姿の育成を目指すこととした。

令和５年度は、キャリア教育を要とし３年間の系統的な教育課程の実践を目指したカリキ

ュラム・マネジメントを通して、すべての教育活動をキャリア教育の視点でつなぐことをテ

ーマに研究し、カリキュラムマップ（図４）の作成、１年間を「見通し、振り返られる」キャ

リア・パスポート（図 ）の使用、キャリアカウンセリングとリンクさせる等、文字通り「要」

として充実させてきた。

学校評価アンケートにおいても、「自分の夢や目標、やりたいことなどを決めている」の項

目に対して８割の生徒が肯定的な評価をしており、取組の成果がうかがえる。

また、小中連携教育研究会において、生活科・総合的な学習の時間における「９年間で育

てたい力の系統表」を作成した。（図６）

令和６年度は、今まで以上に小中の連携を強め、この系統表をもとに小中９年間の生活科・

総合的な学習の時間の授業改善を中学校区として研究していきたいと考えている。

（２）具体的な取組について

キャリア教育カリキュラムマップに基づいた総合的な学習の時間を「主体的・対話的な展

開重視の単元」と「技能を獲得することを重視した単元」に分け、探究課題・目標・時数・主

な内容・取組日程等を示した取組概要（図８）と９年間で育てたい力に即した単元の内容を

再検討し、ルーブリック（図９）を作成した。

小学校では探究のサイクルの中の「課題設定」に焦点を当て、体験や資料等の出合いから

様々な問いを生み出す経験を積ませていくことや「整理分析」の場面では、様々な思考ツー

ルを繰り返し活用し、その良さを実感させることを通して、いずれは児童が自発的に活用で

きるようにしていきたいと考え、各学年で指導案を作成している。中学校では、社会活動と

（図８）
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リンクした学習課題を設定し、学習した内容が実

際の社会の中で具現化されるという明確なゴール

を設定し、そのことで意欲をより引き出し主体的

に学習を進めるとともに実社会の中で考えたこと

が実行されることを踏まえ、対話を重ね検討を深

めることにつなげていきたい。小中両校で今年度

重点を置くポイントは異なるが、９年間を見通し

た際に、探究のサイクルを回すことができるよ

う、それぞれの発達段階に応じて系統立てて研究

を進めていきたいと考えている。

小学校では 月に「課題設定」の場面を授業

公開する。児童が自ら課題をもつためには、考え

るための素材が必要となる。その素材とは、経験

や体験、資料や対話が挙げられる。課題を設定で

きるようにするには、どのような素材を与えれば

良いのか、そしてその素材から課題を生み出すた

めに、教師がどのように意図的な働き掛けをして

いけば良いのかを検討し、中学校区で共有することにより、９年間を見通したカリキュラム

及び教育活動の礎としていきたい。（図９）

（図 ）

（２）取組計画

実施した単元においてはキャリア・パスポートを使用した振り返りを必ず実施し、分析し

たことを計画の改善に役立てるようにしている。また、全教員でキャリアカウンセリングを

年４回実施することや先を見通した計画をたてるためのフォーサイトノート、メンター制度

を実施することで、特別活動と総合的な学習の時間を系統的につなぎ、生徒も３年間見通し

て学校生活が送れるように見直した。

研究授業も年３回（小学校１回・中学校２回）実施する予定とした。

日時 内容

４月 研修会１回目 研究についての概要説明

４月 特別活動 キャリアカウンセリング①

（図９）

４月末～５月 授業 関連した授業スタート（総合・学活）

５月 日（木）
第 回小中連携教育

研究会 全体会

内容未定

地域活性化プランについて

６月～７月 研究授業① 総合：「ふるさと湯来」（課題設定）

夏季休業中 校内研修会 シンキングツールの活用について

夏季休業中
第２回小中連携教育

研究会 全体会

内容未定

８月 夏休み明け学級開き キャリアカウンセリング②

９月～ 月 研究授業② 総合：「ふるさと湯来」（情報の整理・分析）

月８日（金）

ふるさと湯来

企画提案

※小学生が参観

＠湯来東小

提案対象予定：学校運営協議会委員

地域活性化プランコーディネーター

広島市職員 小・中学校保護者

月
進路に向けて

（３年生）
キャリアカウンセリング③（３年生のみ）

月～ 月
第３回小中連携教育

研究会全体会
生活・総合 研究授業（小学校）

１月 冬休み明け学級開き キャリアカウンセリング③（１・２年）

３月 年間のまとめ キャリアカウンセリング④

通年 キャリアノート 見通しと振り返りの継続

Ⅴ 成果と課題

１ 成果

・小中９年間の環境教育をキャリア教育と結び付けたカリキュラムを構築することで、中学

校区全体で情報を共有し、議論しながら全教員で授業改善を進めることができた。

・学校教育の全ての活動の中で日頃から何気ない小さな気付きを大切にしながら、失敗を恐

れず取り組むことで持続可能な楽しい環境教育につながっていくことが分かった。

・限りある財源の中で、色々な角度から広く活用方法を工夫し、地域の特徴を生かしながら

進める事ができた。

２ 課題

・中学校３年間だけでは、探究的な学びは獲得できない。中学校区として取り組んでいくこ

とが必要である。小中９年間の中での失敗できる時間を大切にしていきたい。

・生徒たちにとって新たな発見があるように、課題設定を工夫することが重要である。その

ためにも振り返りをしっかり行わせ、次の進め方を話し合い、取組が形骸化しないように

工夫したい。

Ⅵ 終わりに

湯来地域は、令和 年度に湯来地域の小中学校４校が統合され、「小中一貫教育校」が新設さ

れる予定である。湯来地域の何をどのような形で残すのかを学校内だけでなく、教育委員会や地

域、保護者としっかり議論していかなければならないと考えている。生徒にとって目の前にある

当たり前の豊かな自然の素晴らしさに生徒自身が気付き、自分たちの力でこの環境を大切に持続

していこうという気持ちが湧くような教育をこれからも実践していきたいと思う。

今回、全国小中学校環境教育研究大会で発表させていただいたことで、改めて私たちの取組の

重要性や改善すべきと事が理解できた。今後も、生徒と共に湯来地域の環境はもちろん、もっと

視野を広げて環境教育を研究し、後世へ伝えていきたいと思う。
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４月末～５月 授業 関連した授業スタート（総合・学活）

５月 日（木）
第 回小中連携教育

研究会 全体会

内容未定

地域活性化プランについて

６月～７月 研究授業① 総合：「ふるさと湯来」（課題設定）

夏季休業中 校内研修会 シンキングツールの活用について

夏季休業中
第２回小中連携教育

研究会 全体会

内容未定

８月 夏休み明け学級開き キャリアカウンセリング②

９月～ 月 研究授業② 総合：「ふるさと湯来」（情報の整理・分析）

月８日（金）

ふるさと湯来

企画提案

※小学生が参観

＠湯来東小

提案対象予定：学校運営協議会委員

地域活性化プランコーディネーター

広島市職員 小・中学校保護者

月
進路に向けて

（３年生）
キャリアカウンセリング③（３年生のみ）

月～ 月
第３回小中連携教育

研究会全体会
生活・総合 研究授業（小学校）

１月 冬休み明け学級開き キャリアカウンセリング③（１・２年）

３月 年間のまとめ キャリアカウンセリング④

通年 キャリアノート 見通しと振り返りの継続

Ⅴ 成果と課題

１ 成果

・小中９年間の環境教育をキャリア教育と結び付けたカリキュラムを構築することで、中学

校区全体で情報を共有し、議論しながら全教員で授業改善を進めることができた。

・学校教育の全ての活動の中で日頃から何気ない小さな気付きを大切にしながら、失敗を恐

れず取り組むことで持続可能な楽しい環境教育につながっていくことが分かった。

・限りある財源の中で、色々な角度から広く活用方法を工夫し、地域の特徴を生かしながら

進める事ができた。

２ 課題

・中学校３年間だけでは、探究的な学びは獲得できない。中学校区として取り組んでいくこ

とが必要である。小中９年間の中での失敗できる時間を大切にしていきたい。

・生徒たちにとって新たな発見があるように、課題設定を工夫することが重要である。その

ためにも振り返りをしっかり行わせ、次の進め方を話し合い、取組が形骸化しないように

工夫したい。

Ⅵ 終わりに

湯来地域は、令和 年度に湯来地域の小中学校４校が統合され、「小中一貫教育校」が新設さ

れる予定である。湯来地域の何をどのような形で残すのかを学校内だけでなく、教育委員会や地

域、保護者としっかり議論していかなければならないと考えている。生徒にとって目の前にある

当たり前の豊かな自然の素晴らしさに生徒自身が気付き、自分たちの力でこの環境を大切に持続

していこうという気持ちが湧くような教育をこれからも実践していきたいと思う。

今回、全国小中学校環境教育研究大会で発表させていただいたことで、改めて私たちの取組の

重要性や改善すべきと事が理解できた。今後も、生徒と共に湯来地域の環境はもちろん、もっと

視野を広げて環境教育を研究し、後世へ伝えていきたいと思う。
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口頭発表３ 

持続可能な社会づくりのための環境教育の推進 
～環境教育によって育む学力と環境保全意識～ 

 

東京都小中学校環境教育研究会 

会   長  箱 﨑  高 之 

研 究 部 長  鈴 木   元 

 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

 今年 7月 21日の世界平均気温が、1940年以降の観測史上最高を更新したとＥＵの気象情報機

関「コペルニクス気候変動サービス」が速報値として発表した。また、昨年７月、国連のアント

ニオ・グテーレス事務総長は、国連本部での記者会見において、「地球沸騰化の時代」と発表し

話題となった。今年度も昨年同様、私たち自身が暑さを体感し、地球沸騰化を実感する毎日を送

っている。 

これまで本研究会は、人類の行き過ぎた社会活動が引き起こしてきた環境問題に警笛を鳴ら

し、持続可能な社会への改善を試みる教材化を進め、授業実践を重ねてきた。例えば、2100年

の気温予想を取り入れた授業、気候変動に関する授業、食品ロスやプラスチックの廃棄等の問題

についての授業、生産者視点での環境保全に向けた授業等である。 

―今だからこそ「身近な環境保全」を考えさせたい― 

世間では、多くの場面で SDGsのアイコンを見ることができるようになった。また、子供たち

の多くは、様々な環境問題について学ぶ機会が増え、環境保全意識が高まってきているように思

われる。実生活では、紙ストローの利用やマイボトル持参の推奨など CO2削減に向けた取組が見

られるようになってはきているものの、ペットボトル飲料やプラスチック繊維を使用したファス

トファッションの減少には、なかなかつながっていない。環境問題と言っても、扱わなければな

らない課題は、プラスチック問題、エネルギー問題、衛生、食糧問題等と多岐にわたる。このま

までは 2030年に SGDsを達成することは、大変困難である。また、これらの課題に対して、解決

の糸口を見つけることが困難なものが多くある。2030 年以降に、どのような取組をしないかな

ければならないか。さらに考える必要がある。 
これまでの本研究会の研究も踏まえ、地球温暖化対策についての授業だけではなく、より身近

な環境保全の意識を醸成し、子供たち自ら考え、取り組んでいくことが、子供たちの行動変容に

つながると考えた。 

そこで、今年度の研究は、総合的な学習の時間を中心とした「学校ビオトープ」の活用に焦点

を当てた。多くの学校にある「ビオトープ」を活用した実践を行うことは、環境課題に対する行

動変容に一見遠回りのように思われる。しかし、より身近な環境への保全意識を高めることで、

多岐にわたる環境課題をより自分事として捉え、自分には何ができるのかを具体的に考え、行動

することができるようになると考えた。 

―私たちには ESDがある― 

学校教育では、何からどのように取り組んでいけばよいのだろうか。新学習指導要領の前文に
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は、「持続可能な社会の作り手となることができるようにする」と記されている。この先の世界

をどうしていきたいのか、そのためにどのような人間を育てるのか、そのビジョンをもたない教

育は、持続不可能な地球を増長させていく。公害の滅失、持続可能な社会の実現、2030年まで

の目標としての SDGs の達成には、数ある問題に主体的に立ち向かい、発信、行動する人材を育

成する必要がある。その人材育成のために必要となる学校教育の学習活動の根幹は、学校経営に

直結した「総合的な学習の時間」である。GAP(グローバルアクショクプログラム)やホールスク

ールアプローチ、カリキュラム・マネジメント、ESD カレンダーなどに基づいて、未来を構築す

る学びを実践するために「総合的な学習の時間」の果たすべき役割は大きい。 

さらに、これまで本研究会が取り組んできた ESDは、その実現を可能にすると信じる。それ

は、教育の、教師の、そして児童・生徒の変容をまさに希求するものである。これまで本研究会

が取り組んできた ESD の授業概念を盛り込み、持続可能な社会に向けての小さな一歩を積み重ね

てゆくべく、教師一人一人が児童・生徒の実態に応じ、自らすすんで環境教育の実践を構築する

ことができるように、単元及び教材開発を行った。環境教育とは何か、ESDとは何か、学校現場

が来るべき私たちの明日に向けて迷うことなく前進するために、本研究を生かして欲しい。 

Ⅱ 研究の方法 

１ 役員定例会で理論構成を行う。 

２ 全国小中学校環境教育研究会で作成した「新しい環境教育」で示す児童・生徒の 3 つの能

力・態度をもとに、本会研究部で指導計画・単元・授業プランを作成する。 

３ 全国小中学校環境教育研究会、外部機関と連携をし、研究員各校において指導実践を深める。 

４ 全国小中学校環境教育研究会の発表会（令和６年 12月 26日 ）において、研究発表を行う。 

Ⅲ 研究経過 

１ 学校現場での ESD 推進状況の確認 

２ 取り組み可能な課題の検討 

３ 昨年度の研究の検証 

４ 学校ビオトープを活用した教材、単元開発、授業構築 

５ 研究会員の学校における授業実践（一部） 

６ ポートフォリオによる授業検証 

Ⅳ 授業実践例 

１ 町田市立小中一貫ゆくのき学園大戸小学校  第６学年・総合的な学習の時間等 

「学校ビオトープ」～身近な環境保全から、自分たちにできること～  

Ａ校は、多摩丘陵に位置し、自然環境に恵まれ、ビオトープや学校林等の環境資源が豊富な環

 【児童・生徒に身に付けさせたい 3つの能力・態度】 

地球とそこに生きるすべての生命にとって 

(1) よりよい環境を求め持続させる意欲や態度 

(2) よりよい環境のあり方を考える力 

(3) よりよい環境の創造を目指す社会にすすんで参画し、貢献する実践力 
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境にある。しかし、これまで、その豊富な資源を活用した体系的な環境教育は行っていたものの、

単元設計から 10 年ほどが経過し、児童の体験的な活動のみとなり、児童が受け身で授業を受ける

ことが多くなった。そのため、児童が、「学校ビオトープ」という身近な環境を取り扱うことを通

して、自ら課題を設定し、探究的な学習を行うことを重点とした。 

（１）単元の目標 

身近な環境への保全意識を高めることで、多岐にわたる環境課題をより自分事として捉え、

自分には何ができるのかを具体的に考え、行動することができる。 

（２）単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

①「ビオトープ」や「環境保全」

といった視点をもとに、詳しく

調査したり、体験したりでき

る。 

②調査結果、体験活動をふまえ、

探究課題解決に向けた効果的

な学習計画を立てることがで

きる。 

③ＧＴの話から、ビオトープ環境

の実態や課題について理解し

ている。 

④学び得た知識や情報をもとに、

環境保全に効果的なアプロー

チができる。 

①自分たちのどのような思いや

願いを実現させたいのかを明

確にし、課題を設定することが

できる。 

②学校のビオトープの実態を知

るために、どのような調査を行

うことが有効か考えることが

できる。 

③自分たちが選択した課題につ

いてより良く知るために必要

な手立てや意見を出し合いな

がら考えることができる。 

④学校ビオトープの実態をふま

え、現在の魅力を保ちつつ、よ

りよい環境にしていくにはど

うすればよいかを話し合える。 

①環境保全や自校の自然の魅力

について関心をもち調査した

り、体験したりしようとしてい

る。 

②自分と異なる意見や考えを生

かしながら、協働的に探究活動

に取り組んでいる。 

③ＧＴの話に関心をもち、自分た

ちの課題解決に必要なことを

質問したり、まとめたりしよう

としている。 

④環境問題を自分事として捉え、

自分には何ができるかを具体

的に考えたり、行動できたりす

る。  

（３）単元計画（全２８時間） 

 時間 主な学習活動 備考 

知
る 

３ ○ビオトープの定義、環境保全の意義を知る。 

○「ビオトープや環境保全」という視点で学校を探索 

し課題や、やりたいことをみつける。 

○ゲストティーチャー（環境保全

専門家）から環境保全について

学ぶ機会とする。 

課
題
設
定 

３ ○課題設定をする 

「学校にいる生き物を元気にしたい」 

「昨年度から取組んでいる池の整備」 

「学校の動植物についてもっと知りたい」 

「学校ビオトープについて、他の学年へ広めたい」 

○取り組みたい内容を分類していくつかのチームをつくる。 

「生き物復活大作成」 「池ガマとの闘い」 

「ビオトープ調査隊」 「ビオ広報」 

○課題設定は、それぞれがテーマ

を考え、類似するテーマの子供

たちが集まり、チームを作る。 

○１チーム３～４名程度 

○子供たち自身が主体的に取り

組むことができるよう助言し

ていく。 

探
求
学
習 

18 ○各チームごとに活動計画を立て分担する（３） 

○計画に沿って活動を進める（８） 

○活動経過報告。（１） 

○池のガマを整備。根元ら駆除する。（２） 

○池の周りに石を置いたり浮島を作ったりする。（２） 

○校内の石を集める（授業外活動） 

○里山から採取した粘土で土器づくり（２） 

○10 月中旬に実施。（ブヨに注

意） 

○10月下旬に実施。 

○主に放課後の時間を利用して

石集めをする。 

○土器づくりは図工と連携。時数

を確保する。 

ま
と
め 

４ ○チームごとに活動報告を作る（２） 

○全体の活動報告をつくる（２） 

○活動報告（発表）の方法につい

ても、チームごとに決める。 

表
現 

３ ○チーム別活動報告。（１） 

○Ｂ小学校とリモート報告会。（２） 

○学校ビオトープについて、オン

ラインで共有する。 
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（４）授業の様子（チームごと） 

 ①生き物復活大作戦 

 生き物復活大作戦では、ビオトープに集まる鳥類を増やすために、子供たち自ら巣箱を制

作、設置。また、池のエコトーン（陸域と水域の境界）に生物の住処を増やすために、集め

てきた石を設置した。 

②池ガマとの闘い 

本校の池は、ガマ

が大量に増え、蒸散

量が多くなり、夏場

は極端に水位が下が

る現象があった。ま

た、ガマが密集して

いたので、水生生物

が移動しづらい状況だと予測し、ガマを根から取り

除く作業を行った。 

また、崩れ始めていた水辺を守るために、植栽シ

ートを貼り、植物の根により、水辺を補強すること

とした。植栽シートにより植えた植物は、在来種に

こだわり、ススキ、チカラシバ、ヨモギ等とした。 

 

 ③ビオトープ調査隊 

学校ビオトープにどのような生物が集まってくるのかを調

査し、図鑑を作成しようと考えた児童は、写真を撮り、調べ

るだけでなく、定点カメラを使用して、定点観察も行った。 

昼間は、カラス等が集まってきたが、夜には、タヌキやウサ

ギも見られた。 

 

 

 ④ビオ広報 

校内にビオトープ（生き物の住処）がどこにあるのかを

調べ、他の学年に知らせるために広報活動を行った。 

 

巣箱づくり１ 巣箱づくり２ エコトーンへ石を設置 

ガマを抜く様子 エコトーンへ植栽シート設置 

シート設置２か月後 

池の周りを歩くタヌキ 

ビオトープマップ 
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いたので、水生生物

が移動しづらい状況だと予測し、ガマを根から取り

除く作業を行った。 

また、崩れ始めていた水辺を守るために、植栽シ

ートを貼り、植物の根により、水辺を補強すること

とした。植栽シートにより植えた植物は、在来種に

こだわり、ススキ、チカラシバ、ヨモギ等とした。 

 

 ③ビオトープ調査隊 

学校ビオトープにどのような生物が集まってくるのかを調

査し、図鑑を作成しようと考えた児童は、写真を撮り、調べ

るだけでなく、定点カメラを使用して、定点観察も行った。 

昼間は、カラス等が集まってきたが、夜には、タヌキやウサ

ギも見られた。 

 

 

 ④ビオ広報 

校内にビオトープ（生き物の住処）がどこにあるのかを

調べ、他の学年に知らせるために広報活動を行った。 

 

巣箱づくり１ 巣箱づくり２ エコトーンへ石を設置 

ガマを抜く様子 エコトーンへ植栽シート設置 

シート設置２か月後 

池の周りを歩くタヌキ 

ビオトープマップ 

－ 33 －
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これらの活動は、子供たちが自発的に考え、教職員に相談しながら実施してきた。もちろん

大人の手を借りることもあるが、あくまでも子供たちが発信したアイディアへの援助をするに

とどめた。 

（５）オンライン発表会 

学校ビオトープに関する探究学習の成果を、豊島区立

仰高小学校の５年生（実践事例２）とオンラインで発表

会を実施し、共有をした。探究した内容を共有したこと

で、両校の児童は、地域による環境の違いや探究方法の

違いを感じ、互いの探究に刺激を受け、さらに学びを深

めていこうという意識の醸成が見られた。 

（６）ＥＳＤカレンダー 

今年度のビオトープについての探究学習は、１年間では完結するものではなく、次年度へ引

き継ぎ、継続的に行っていくものである。そのため、学校全体として持続的に取り組むため

に、ＥＳＤカレンダーの作成を行った。他の学年でもＥＳＤカレンダーを作成し、環境教育を

ホールスクールアプローチで進めていく。 

 

２ 豊島区立仰高小学校 第５学年・総合的な学習の時間等 

「地球グリーン大作戦〜仰高小ビオトープと環境保護〜」 

（１）単元の目標 

里地里山の理念をもった本校ビオトープと豊島区のかつての豊かな自然を再現した「としま

大戸小学校 ＥＳＤカレンダー 
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とても好き (24人)
好き(15人)
あまり好きではない(5人)
好きではない(6人)

よく知っている(8人)
知っている(18人)
あまり知らない(20人)
知らない(4人)

よく行く(4人)
行く(16人)
あまり行かない(14人)
行かない(16人)

よく知っている(9人)
知っている(15人)
あまり知らない(16人)
知らない(10人)

よくできる(4人)
できる(12人)
あまりできない(24人)
できない(10人)

とてもしたい(8人)
したい(26人)
あまりしたくない(3人)
したくない(13人)

の森」に共通する都市における自然との共生と自然保護について調べ、環境保護の必要性を考

える。 

（２）児童の実態 

ビオトープに関係する質問を見てみると、②のように自分の学校にいる生物を知っていると

回答した児童が多い。しかし、記述させてみるとほぼ「メダカ」と答えた。仰高小のビオトー

プは地形が工夫されており、メダカ以外にも様々な生物が生息している。しかし、③の通り児

童はビオトープに授業以外では行かなかったり、興味がなかったりする様子が見られる。この

学習を通して、自分の学校のビオトープや地域に生息する生き物について説明できる児童④⑤

が少しでも多くなることが期待される。 

（３）単元計画 

学習過程 〇学習過程 ☆留意点 

 

課
題
設
定
（
１
時
間
） 

○身の周りの環境について考える。 

〇ビオトープについて知っていることや、調べたいことを
話し合う。 

 

☆毎時間振り返りシートの活用を
する。 

☆思考ツールウェビングマップを
使用して、身の回りの環境を考
えさせる。 

 

① 総合の学習は好きですか。 

 
 
 
 

② 自分の学校のビオトープにどのよ

うな生物がいるか知っています

か。 

③ 授業以外で学校のビオトープに息

ますか。 

④ 自分の学校のビオトープを他の人

に説明することができますか。 

 
 
 
 

⑤ 自分たちが住んでいる地域の生き

物について知っていますか。 

 

⑥ 総合の学習等で作ったものを他の

学校へオンラインで発信したいと

思いますか。 

ビオトープについて考え、疑問に思ったことを話し合お
う。 

－ 34 － － 35 －
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とても好き (24人)
好き(15人)
あまり好きではない(5人)
好きではない(6人)

よく知っている(8人)
知っている(18人)
あまり知らない(20人)
知らない(4人)

よく行く(4人)
行く(16人)
あまり行かない(14人)
行かない(16人)

よく知っている(9人)
知っている(15人)
あまり知らない(16人)
知らない(10人)

よくできる(4人)
できる(12人)
あまりできない(24人)
できない(10人)

とてもしたい(8人)
したい(26人)
あまりしたくない(3人)
したくない(13人)

の森」に共通する都市における自然との共生と自然保護について調べ、環境保護の必要性を考

える。 

（２）児童の実態 

ビオトープに関係する質問を見てみると、②のように自分の学校にいる生物を知っていると

回答した児童が多い。しかし、記述させてみるとほぼ「メダカ」と答えた。仰高小のビオトー

プは地形が工夫されており、メダカ以外にも様々な生物が生息している。しかし、③の通り児

童はビオトープに授業以外では行かなかったり、興味がなかったりする様子が見られる。この

学習を通して、自分の学校のビオトープや地域に生息する生き物について説明できる児童④⑤

が少しでも多くなることが期待される。 

（３）単元計画 

学習過程 〇学習過程 ☆留意点 

 

課
題
設
定
（
１
時
間
） 

○身の周りの環境について考える。 

〇ビオトープについて知っていることや、調べたいことを
話し合う。 

 

☆毎時間振り返りシートの活用を
する。 

☆思考ツールウェビングマップを
使用して、身の回りの環境を考
えさせる。 

 

① 総合の学習は好きですか。 

 
 
 
 

② 自分の学校のビオトープにどのよ

うな生物がいるか知っています

か。 

③ 授業以外で学校のビオトープに息

ますか。 

④ 自分の学校のビオトープを他の人

に説明することができますか。 

 
 
 
 

⑤ 自分たちが住んでいる地域の生き

物について知っていますか。 

 

⑥ 総合の学習等で作ったものを他の

学校へオンラインで発信したいと

思いますか。 

ビオトープについて考え、疑問に思ったことを話し合お
う。 

－ 35 －
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情
報
の
収
集
（
４
時
間
） 

○仰高小ビオトープ創設者の話を聞き、仰高小ビオトープ
の歴史と地球環境・環境保全の大切さを学ぶ。 

○全員でビオトープの観察を行う。 

〇自分で調べたいものを決め、一人で行うのかグループで
行うのか選択させる。 

本 タブレット 顕微鏡  

一人で  グループで 

 

 

☆としまいきものさがしを児童と
一緒に取り組む。 

☆自分たちで視点をもって観察を
させる。 

☆年間を通して、継続的に観察を
行う。 

☆仰高小のデータを配布する。（令
和 2 年度 豊島区動植物生態調
査報告書） 

 

整
理
・
分
析 

（
２
時
間
） 

〇集めた情報を整理・分析する。 

 

 

 

ま
と
め
・
表
現
・
振
り
返
り 

（
３
時
間
） 

〇調べたことをまとめる。 

まとめ方：ポスター・スライド・劇・新聞 

〇単元を振り返り、今後の見通しをもつ。 

 

 

 

課
題
設
定
（
２
時
間
） 

〇学習を振り返り、活動のゴールを決める。 

・このままで活動を終えるのはもったいない。もう少し調
べてみたい。 

・豊島区の他のビオトープはどうなっているのだろうか。 
・まとめをする前にそもそも仰高小以外の小学校のビオ
トープについて知った上で、他の学年に伝えたい。 

 

 

情
報
の
収
集
（
３
時
間
） 

○豊島区のビオトープについて段階的に調べる。 

小学校 

駒込小、清和小、池袋本町小、池袋第三小、南池袋小、 

西巣鴨小、池袋第一、長崎小、富士見台小 

【千早小・目白小（画像のみ）】 

☆豊島区動植物生態調査報告書を
活用する。 

☆豊島区の行政の境界線の入った
白地図を用いて、情報をそれぞ
れ調べさせる。 

☆段階的に緑を意識できるように
豊島区案内地図を出す。 

☆小単元Ⅱでは、共通課題を様々
な方法で情報収集させる。 

 

中学校 

千登世橋中 

公園 

池袋の森、南長崎はらっぱ公園 

豊島の森 

区役所のとしまの森 

〇立教大学理学部 scolaとの連携を行う。 

→専門家を招いてビオトープについての理解をさらに深
める。 

 

ビオトープについて疑問に思ったことを調べよう。 

選択 

今まで集めた情報を誰にどのように伝えるか考え、話し合おう。 

仰高小のビオトープを全校のみんなに伝えよう。 

まとめていく段階で、仰高小と比較対象が必要になった場合
は、状況に応じて小単元２に入る。 

１学期の学習を振り返り、これからの活動のゴールを考え、話し合おう。 

小
単
元Ⅱ

 

豊
島
区
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て
考
え
よ
う
（
１
５
時
間
）  

選択 

選択 

豊島区のビオトープについて疑問に思ったことを調べよう。 

小
単
元Ⅰ

「
仰
高
小
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て
知
ろ
う
」（
１０
時
間
） 
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整
理
・
分
析(

４
時
間)

【
本
時
】 

 

 

 

 

〇集めた情報を基にし、分かったことを話し合い、考えた
ことを整理する。 

○豊島区の小学校の分析を行う。 

 

 

 

 

☆思考ツールを使用して集めた情
報を整理する。 

 

○区内の中学校や公園についての分析を行う。 

○豊島区についての生態系について分析を行う。 

・思考ツールを使用すれば、自分たちができそうな活動が
みえてくるのではないか。 

○アメリカザリガニを通して外来種の危険性について整
理する。 

 

 

ま
と
め
・
表
現
・
振
り
返
り
（
６
時
間
） 

〇仰高小のビオトープや豊島区の生き物についての特徴
を外部へと発信しよう。 

・他の小学校へ発信しよう。（新聞やポスターの発行） 
オフライン 

○全員で、他の学校に仰高小のビオトープをプレゼンしよ
う！ 

googleミートの活用→オンライン 

※状況に応じて小単元１で行えなかった、１
～４年生の発表も行う。 

○他の学校の発表を聞く。 

〇オンラインやスライドを伝えた感想を振り返る。 

 

 

 

☆豊島区は、数年前消滅可能都市
であったことについても触れ
る。 

☆単元を通して何を学ぶことがで
きたのかを最後の時間に自分の
言葉でまとめさせる。 

 

※小単元Ⅲ｢仰高小のビオトープを広めよう｣（15時間）は誌面の都合上、省略 

（４）単元実施後の成果 

これまでビオトープにあまり関心を示していなかった児童が、自ら選択したテーマで探究活

動を行った結果、身近なビオトープに生息する生き物が多様であることがわかり、自分の学校

や豊島区の自然やビオトープに興味・関心をもつようになった。また、自分事として捉え、豊

かな環境を守りたいという児童が増えた。 

さらに、情報発信の場（オンライン・オフライン）を通して、自分たちが行った調査研究・

探究を客観的に振り返る機会となり、より理解が深まり環境保全意識が高まった児童が多くな

った。 

３ 新宿区立西戸山小学校 第２学年・生活科 「生きものなかよし大作せん」 

 西戸山小学校の周辺は、公園や緑地が多く、比較的自然環境が豊かである。しかし、子供たち

は、生き物と関わることが少なく、身近な昆虫などを知らない児童が多い。また、同小学校に

は、整備された人工池があるが、生活科での活用が十分ではなく、単元開発の余地が大きいと考

えた。小学校低学年の時期に、自然に触れるという原体験を大切にすることで、環境への関心を

高め、身近な生き物を大切にしようという意識を高めたいと考えた。本単元では、生き物の育つ

場所に注目し、建設会社の協力を得て木材を活用し、子供たちが生き物の育つために最適な場所

を自由に考えることで、自然環境が自分にも身近なものであると捉えられるようにした。 

整理・分析が苦手なため、情報の収集と整理・分析を往
還する。 

調べた情報を整理し、豊島区のビオトープの特徴を知ろう。 

学習したことをまとめ、外部へ発信しよう！ 

選択 

－ 36 － － 37 －
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整
理
・
分
析(

４
時
間)

【
本
時
】 

 

 

 

 

〇集めた情報を基にし、分かったことを話し合い、考えた
ことを整理する。 

○豊島区の小学校の分析を行う。 

 

 

 

 

☆思考ツールを使用して集めた情
報を整理する。 

 

○区内の中学校や公園についての分析を行う。 

○豊島区についての生態系について分析を行う。 

・思考ツールを使用すれば、自分たちができそうな活動が
みえてくるのではないか。 

○アメリカザリガニを通して外来種の危険性について整
理する。 

 

 

ま
と
め
・
表
現
・
振
り
返
り
（
６
時
間
） 

〇仰高小のビオトープや豊島区の生き物についての特徴
を外部へと発信しよう。 

・他の小学校へ発信しよう。（新聞やポスターの発行） 
オフライン 

○全員で、他の学校に仰高小のビオトープをプレゼンしよ
う！ 

googleミートの活用→オンライン 

※状況に応じて小単元１で行えなかった、１
～４年生の発表も行う。 

○他の学校の発表を聞く。 

〇オンラインやスライドを伝えた感想を振り返る。 

 

 

 

☆豊島区は、数年前消滅可能都市
であったことについても触れ
る。 

☆単元を通して何を学ぶことがで
きたのかを最後の時間に自分の
言葉でまとめさせる。 

 

※小単元Ⅲ｢仰高小のビオトープを広めよう｣（15時間）は誌面の都合上、省略 

（４）単元実施後の成果 

これまでビオトープにあまり関心を示していなかった児童が、自ら選択したテーマで探究活

動を行った結果、身近なビオトープに生息する生き物が多様であることがわかり、自分の学校

や豊島区の自然やビオトープに興味・関心をもつようになった。また、自分事として捉え、豊

かな環境を守りたいという児童が増えた。 

さらに、情報発信の場（オンライン・オフライン）を通して、自分たちが行った調査研究・

探究を客観的に振り返る機会となり、より理解が深まり環境保全意識が高まった児童が多くな

った。 

３ 新宿区立西戸山小学校 第２学年・生活科 「生きものなかよし大作せん」 

 西戸山小学校の周辺は、公園や緑地が多く、比較的自然環境が豊かである。しかし、子供たち

は、生き物と関わることが少なく、身近な昆虫などを知らない児童が多い。また、同小学校に

は、整備された人工池があるが、生活科での活用が十分ではなく、単元開発の余地が大きいと考

えた。小学校低学年の時期に、自然に触れるという原体験を大切にすることで、環境への関心を

高め、身近な生き物を大切にしようという意識を高めたいと考えた。本単元では、生き物の育つ

場所に注目し、建設会社の協力を得て木材を活用し、子供たちが生き物の育つために最適な場所

を自由に考えることで、自然環境が自分にも身近なものであると捉えられるようにした。 

整理・分析が苦手なため、情報の収集と整理・分析を往
還する。 

調べた情報を整理し、豊島区のビオトープの特徴を知ろう。 

学習したことをまとめ、外部へ発信しよう！ 

選択 

－ 37 －
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（１）単元の目標 

ア 生き物やなかよし花壇に関心をもち、親しんだり大切にしたりすることができる。 

イ 生き物が住んでいる環境の様子や生き物の変化の様子など、考えたことを表現することが

できる。 

（２）単元の指導計画（全５時間） 

時 目標 学習内容・学習活動 

第１時 
身近な生き物に関心をもって関わる

ことができる。  

・なかよし花壇にいる生き物を予想する。 

・なかよし花壇でフィールドワークを行い、どのような

生き物がいるのか観察する。 

第２時 
身近な生き物に関心をもって関わる

ことができる。 

・なかよし花壇で見つけた生き物をクラスで共有する。 

・子どもから出てこなかった、生き物を教師が提示する。

また、なかよし花壇以外で見られる生き物に触れる。 

第３時 

これまでの経験や聞いたり調べたり

したことを基に，生き物のいる場所を

予想し、生き物の育つ場所の特徴に気

付くことができる。 

・今まで見てきた生き物を振り返りながら、それぞれに

適した環境があることを確認する。 

・なかよし花壇や教師の提示で見た生き物たちがよりよ

く生活するためには何が大切なのか考える。（大建工

業の木の学習に繋げる） 

・生き物たちにとって理想の場所を考える。 

第４時 
生き物にとって快適な環境について

考えることができる。 

・自然を保つための伐採について知り、簡単なクイズを

通して大まかな仕組みを知る。（木の循環） 

・テーマとする生き物を決める。（今まで見つけた生き

物で一番好きなものは何ですか？なぜそれが好きで

すか？） 

・生き物たちにとって理想の家を構想する。 

第５時 

生き物に親しみをもち、どのような場

所が棲みやすいのか考え、また、その

ような環境を保つために、自分たちに

何ができるかを考えることができる。 

・大建工業の素材を使い、生き物たちにとっての理想の

家を製作する。 

・製作した家を共有する。 

・生き物が生活する上で自然が不可欠なことを伝える。 

・授業の振り返り 

（３）本時について(全４時間中の第４時、第５時) 

 ア 本時の目標 

生き物が住んでいる環境の様子や生き物の変化の様子など、考えたことを表現することが

できる。 

 イ 本時の展開 

時

間 

○学習内容    ・学習活動 ・指導上の留意点  ◆評価方法 

導

入 

5 

分 

１生き物の振り返りと自然の重要

性について考える。 

・これまでに見つけた生き物を振

り返る活動を行う。 

・生き物や自然に対する個々の子供たちの感情や経験を共有

する時間を設け、愛着や関心をさらに深められるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きものたちがあんしんし

てくらせるお家を作ろう 
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展

開 

① 

20 

分 

 

２木の循環と自然保護に関する学

ぶ 

・簡単なクイズを使って、木の成長

や伐採、再植林のサイクルについ

て子供たちに理解を促す。 

・子供たちが考え、答えを共有する形で進める。 

・展開③の提供素材が環境にどのような影響を与えるかにつ

いても簡単に説明し、自然資源の循環の大切が伝わるよう

にする。 

 

展

開

② 

20 

分 

３理想の生き物の家を考える 

・子供たちが好きな生き物を選び、

その生き物がどんな家に住みた

いかを想像し、デザインする。 

・テーマとなる生き

物を決めた後に、

テーマの虫が過ご

しやすいであろう

理想の家を考えら

れるようにする。 

◆生き物にとって快

適な環境について

考えている。（設計

図の記述） 

展

開

③ 

30 

分  

４理想の生き物の家を製作する 

・考えたデザインに基づいて実際

に家を製作する。 

 

・子供たちがそれぞ

れのアイデアを

実現できるよう

に必要に応じて

助言をする。 

展

開 

④ 

10 

分 

５製作した家を共有する。 

・工夫した点をグループ→全体の

流れで共有をする。 

・どのようにして生き物が快適に住める家を作ったのか、制作

内容の理由などを整理させた後に活動を始める。 

・感想や質問を述べる機会を設け、他の視点からの学びが得ら

れるようにする。 

◆生き物に親しみをもち、どのような場所が棲みやすいのか

考え、また、そのような環境を保つために、自分たちに何が

できるかを考えている。（行動、発言） 

ま

と

め 

5

分 

６授業の振り返り 

・授業で学んだことや感想を共有

する。 

 

・今後の学びに繋がるように、教師が本時の内容を総括しなが

ら振り返りを行う。 

 

（４）児童の変容 

授業後のアンケート結果から、児童たちが自然や生き物への理解や関心を深めていることが

分かった。生き物が住みやすい場所や木の成長・保護についての変化が大きく、授業後の「よ

くわかった」「わかった」と答えた児童が８～９割を超える結果となっている。その背景には、

身近な校内環境を利用した、実際に見て触れる活動が児童の興味を引き出し、学びを深められ

※大建工業の方が、メインで

レクチャーをする 

クイズ例 
①木が大きく成長するには、どれくらいの時間がかかる
でしょう？ 
②木は何を栄養にして大きくなるでしょう？ 
③大きくなった木は、どんなことに使われるでしょう？ 
④木を使った後に、一番大事なことは何でしょう？ 

－ 38 － － 39 －
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・簡単なクイズを使って、木の成長

や伐採、再植林のサイクルについ

て子供たちに理解を促す。 

・子供たちが考え、答えを共有する形で進める。 

・展開③の提供素材が環境にどのような影響を与えるかにつ

いても簡単に説明し、自然資源の循環の大切が伝わるよう

にする。 

 

展

開

② 

20 

分 

３理想の生き物の家を考える 

・子供たちが好きな生き物を選び、

その生き物がどんな家に住みた

いかを想像し、デザインする。 

・テーマとなる生き

物を決めた後に、

テーマの虫が過ご

しやすいであろう

理想の家を考えら

れるようにする。 

◆生き物にとって快

適な環境について

考えている。（設計

図の記述） 

展

開

③ 

30 

分  

４理想の生き物の家を製作する 

・考えたデザインに基づいて実際

に家を製作する。 

 

・子供たちがそれぞ

れのアイデアを

実現できるよう

に必要に応じて

助言をする。 

展

開 

④ 

10 

分 

５製作した家を共有する。 

・工夫した点をグループ→全体の

流れで共有をする。 

・どのようにして生き物が快適に住める家を作ったのか、制作

内容の理由などを整理させた後に活動を始める。 

・感想や質問を述べる機会を設け、他の視点からの学びが得ら

れるようにする。 

◆生き物に親しみをもち、どのような場所が棲みやすいのか

考え、また、そのような環境を保つために、自分たちに何が

できるかを考えている。（行動、発言） 

ま

と

め 

5

分 

６授業の振り返り 

・授業で学んだことや感想を共有

する。 

 

・今後の学びに繋がるように、教師が本時の内容を総括しなが

ら振り返りを行う。 

 

（４）児童の変容 

授業後のアンケート結果から、児童たちが自然や生き物への理解や関心を深めていることが

分かった。生き物が住みやすい場所や木の成長・保護についての変化が大きく、授業後の「よ

くわかった」「わかった」と答えた児童が８～９割を超える結果となっている。その背景には、

身近な校内環境を利用した、実際に見て触れる活動が児童の興味を引き出し、学びを深められ

※大建工業の方が、メインで

レクチャーをする 

クイズ例 
①木が大きく成長するには、どれくらいの時間がかかる
でしょう？ 
②木は何を栄養にして大きくなるでしょう？ 
③大きくなった木は、どんなことに使われるでしょう？ 
④木を使った後に、一番大事なことは何でしょう？ 
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からだと考える。また体験後に行った、生き物の家の制作や木の循環に関する授業を通じて、

児童が「自然や木を守るために自分たちができること」を具体的に考え、行動する意識が高ま

ったと感じている。実際に単元終了後も校内で生き物の採集、観察を楽しむ児童が増え、係活

動も活発になった。 

課題を含め、今後この学びの広げていくには、木や植物だけでなく、他の自然環境や資源（例：

授授業業前前  授授業業後後  
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水やエネルギー）についても学ぶ機会を作ることで、持続可能な社会への理解がさらに深まる

と考える。そして、「あまりわからなかった」「わからなかった」と答えた児童への支援を行い、

全員が理解を深め、自然環境に親しみがもてるようにしたい。 

 今回の授業から、低学年においても環境を意識したカリキュラムの工夫を行うことで持続可

能な環境づくりに向けた基礎的な考え方を形成に繋がったと考える。そこには、発達段階と実

態に応じた体験型学習や具体的な問いかけ、持続可能な社会に向けた取り組みの工夫を伝えた

ことにより、児童の興味関心を高めたことが、知識や行動意識を向上させた要因であると考え

る。 

４ 港区立高陵中学校 第３学年 理科「人間と環境」／総合的な学習の時間「人間と環境」 

高陵中学校は、麻布・広尾地区に位置し、高

層タワー等が多く存在する一方、古くからある

住宅街も残っている地域である。しかし、周辺

には水辺のあるような大きな公園等は少なく、

生徒の多くは、生物に触れる機会があまりなか

った。 

港区は学校ビオトープづくり支援をはじめ、

区の環境課から専門家を派遣し、ビオトープの

整備方法や適切な管理方法、環境教育への活用

方法への助言等によりビオトープづくりの支援

を始めた。また、令和５年度から区内全小中学

校にビオトープを整備したものの、授業への活

用にはまだ課題がある現状である。 

（１）単元の目標 

身近な自然環境や地域の自然災害を調べる

活動を行い，人間の活動などのさまざまな要

因が自然環境に影響をあたえていることにつ

いて理解させ，自然環境を保全することの重

要性を認識させるとともに，大地の特徴を理解し，自然を多面的，総合的に捉え，自然と人間

の関わり方について，科学的に考察して判断する能力や態度を身に付けさせる。 

（２）単元の指導計画 

 目標 学習内容・学習活動 

第１時 

理科 

〇人間の生活が身近な自然環境にどの

ような影響を与えているか適切に調

査し，その結果を記録することがで

きる。 

〇川に棲む生物について調べることで，水の汚れの程度

を判断できることを知る。 

〇マツの気孔の汚れ具合を観察することで，大気汚染を

把握できることを知り，実際に観察してみる。 

第２時 

理科 

〇学校における身近な自然環境につい

て考え，その役割について理解する。 

 

 

〇ビオトープとは何かを学ぶ。 

〇令和５年度から港区の全小・中学校でビオトープの取

組を行っていることを知る。 

〇ビオトープはどのような役割があるのか，考える。 

〇土地利用の違いによって，水質が異なる場合がある。 

港区学校版環境マネジメントシステム（みなエコ）HP資料
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水やエネルギー）についても学ぶ機会を作ることで、持続可能な社会への理解がさらに深まる

と考える。そして、「あまりわからなかった」「わからなかった」と答えた児童への支援を行い、

全員が理解を深め、自然環境に親しみがもてるようにしたい。 

 今回の授業から、低学年においても環境を意識したカリキュラムの工夫を行うことで持続可

能な環境づくりに向けた基礎的な考え方を形成に繋がったと考える。そこには、発達段階と実

態に応じた体験型学習や具体的な問いかけ、持続可能な社会に向けた取り組みの工夫を伝えた

ことにより、児童の興味関心を高めたことが、知識や行動意識を向上させた要因であると考え

る。 

４ 港区立高陵中学校 第３学年 理科「人間と環境」／総合的な学習の時間「人間と環境」 

高陵中学校は、麻布・広尾地区に位置し、高

層タワー等が多く存在する一方、古くからある

住宅街も残っている地域である。しかし、周辺

には水辺のあるような大きな公園等は少なく、

生徒の多くは、生物に触れる機会があまりなか

った。 

港区は学校ビオトープづくり支援をはじめ、

区の環境課から専門家を派遣し、ビオトープの

整備方法や適切な管理方法、環境教育への活用

方法への助言等によりビオトープづくりの支援

を始めた。また、令和５年度から区内全小中学

校にビオトープを整備したものの、授業への活

用にはまだ課題がある現状である。 

（１）単元の目標 

身近な自然環境や地域の自然災害を調べる

活動を行い，人間の活動などのさまざまな要

因が自然環境に影響をあたえていることにつ

いて理解させ，自然環境を保全することの重

要性を認識させるとともに，大地の特徴を理解し，自然を多面的，総合的に捉え，自然と人間

の関わり方について，科学的に考察して判断する能力や態度を身に付けさせる。 

（２）単元の指導計画 

 目標 学習内容・学習活動 

第１時 

理科 

〇人間の生活が身近な自然環境にどの

ような影響を与えているか適切に調

査し，その結果を記録することがで

きる。 

〇川に棲む生物について調べることで，水の汚れの程度

を判断できることを知る。 

〇マツの気孔の汚れ具合を観察することで，大気汚染を

把握できることを知り，実際に観察してみる。 

第２時 

理科 

〇学校における身近な自然環境につい

て考え，その役割について理解する。 

 

 

〇ビオトープとは何かを学ぶ。 

〇令和５年度から港区の全小・中学校でビオトープの取

組を行っていることを知る。 

〇ビオトープはどのような役割があるのか，考える。 

〇土地利用の違いによって，水質が異なる場合がある。 
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第３時 

理科 

〇ビオトープの水に棲む生物を実際に

観察し，水質調査の方法を理解する。 

〇実際に，高陵中学校にあるビオトープを見学し，水を

採集して観察してみる。 

〇識別珪藻群法に用いるケイソウの観察を行う。 

〇シミュレーションソフト「SimRiver」を活用して，水

質調査を擬似体験する。 

第４時 

（本時） 

総合 

〇学校等におけるビオトープの取組が

より広まるためには何が必要か考え

る。 

・なぜ，港区をはじめ多くの学校でビオトープの取組を

推進しているのか考える。 

・今後，高陵中のビオトープを遺していくにはどうすれ

ば良いか考え，探究する。 

・豊島区立仰高小学校などの先進的な取組事例を紹介

し，自分たちができることを深める。 

（３）本時（全４時間中の第４時） 

  ア 本時の目標 

  学校等におけるビオトープの取組がより広まるためには何が必要か考える。 

  イ 本時の展開 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

5分 ○ビオトープはどのようなものでしたか。 ・理科で学んだ「ビオトープ」について復習す

る。「生物の生育・生息空間」のこと。 

15分  

 

・港区の小中学校のビオトープマップを

改めて確認し，取組にはどのような効果が

あるのか考える。 

 

 

・生物多様性の減少，環境意識の推進 

・生き物の大切さを身近に知ることができる 

 

15分  

 

 

 

 

 

・自分たちだけが理解し，活動するだけでは，

長く続かないことに気付かせる。 

10分 

 

 

  

 

・先進的な取組事例を紹介し，自分たちができ

ることを深める。 

5分 ◯振り返り 

 

・授業を終えて疑問に思ったことやさらに学

びたいと思ったことを書く。 

 

（４） 成果と課題 

識別珪藻群法による水質判定にあたり，水を採集してケイソウを顕微鏡で観察することは

できるが，汚濁階級指数に関係するケイソウの種類の同定が難しかった。そのため，今回の

授業実践では，ケイソウを観察するにとどめ，東京学芸大学の真山研究室を中心とした研究

グループである「ケイソウプロジェクト」ホームページにある「SimRiver」を授業で活用し

た。「SimRiver」（シムリバー）は，パソコンで河川環境を創造しながら，ケイソウを用いた

水質判定を行い，人間活動と河川の水質（環境）を楽しみながら理解し，学ぶシミュレーシ

ョンソフトウェアである。これを用いると，難しい同定作業もクイズ形式で行うことができ，

河川などの水質調査をシミュレーションによって擬似体験することができた。 

＜採集した水に棲む生物の観察＞ 

① ビオトープにレンガを入れ，一定期間放置しておく。 

＜課題＞今後，高陵中のビオトープを遺していくにはどうすれば良いか。 

他の学校等での取組を参考に，自分たちができることを深めよう。 

＜問＞なぜ，港区をはじめ多くの学校でビオトープの取組を推進しているのか。 
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② 観察する日にレンガを取り出し，そのレンガをタワシ等でこする。 

③ 溜まった水をスポイトで吸い取り，ホールスライドガラスに乗せる。 

④ 光学顕微鏡（400 倍）で観察し，写真に撮る。 

 

Ⅴ ４つの授業実践例を通して（成果と課題） 

今年度は、東京都の区部、市部の小学校低学年・高学年、中学校の地区や校種の全く異なる環

境で、児童・生徒にとって身近である学校ビオトープという一つのテーマで単元及び授業づくり

を行った。今の東京の子供たちは、日常生活で生き物に触れる機会が少なくなってきている。ま

た、校内の安全性の確保等の要因により、ビオトープで遊ぶ経験も減っている。さらに、都内に

は学校ビオトープそのものがない学校も多く存在する。そのため、身近であるはずの学校ビオト

ープですら彼らには、遠い存在となっていることが改めて分かった。 

今年度の研究では、どの校種、学年においても学校ビオトープの活用により、多くの児童・生

徒がより生き物や自然を身近に感じ、その環境を守りたいという意識の変容が見られた。このこ

とは、ビオトープを活用した授業実践は、環境保全意識を高める上で、大変効果的であることを

意味している。 

一方で、ビオトープの維持・管理、安全性の確保についての課題も多く、教員だけの力では、

それらの課題を解決することは難しい。子供たちが率先して学校ビオトープに関わり、子供たち

自ら維持・管理していく仕組みを学校ごとに構築していく必要性がある。 

ビオトープの充実・活用により、子供たちの環境保全意識の変容は見られたが、2030年の

SDGs達成には、時間があまりにも短すぎると感じている。多くの環境課題に対し、様々なテー

マで、子供たち自身が探究し解決策を見出していく取組をさらに充実させていかなくてはならな

い。これらの答えの見えない問いに対して、各学校で、児童・生徒と教員だけでなく、地域、保

護者、関係機関、企業等の連携を強固なものにし、ESDを推進していく以外に道はない。ESDの

推進にむけ、本研究を参考にしていただければ幸いである。 

最後に、今年度授業実践に御協力いただいた、各学校の校長、子供たちに御礼申し上げます。 
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  港区立高陵中学校      教 諭 清水 祥彦 
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－ 42 － － 43 －



- 43 - 
 

② 観察する日にレンガを取り出し，そのレンガをタワシ等でこする。 

③ 溜まった水をスポイトで吸い取り，ホールスライドガラスに乗せる。 

④ 光学顕微鏡（400 倍）で観察し，写真に撮る。 

 

Ⅴ ４つの授業実践例を通して（成果と課題） 

今年度は、東京都の区部、市部の小学校低学年・高学年、中学校の地区や校種の全く異なる環

境で、児童・生徒にとって身近である学校ビオトープという一つのテーマで単元及び授業づくり

を行った。今の東京の子供たちは、日常生活で生き物に触れる機会が少なくなってきている。ま

た、校内の安全性の確保等の要因により、ビオトープで遊ぶ経験も減っている。さらに、都内に

は学校ビオトープそのものがない学校も多く存在する。そのため、身近であるはずの学校ビオト

ープですら彼らには、遠い存在となっていることが改めて分かった。 

今年度の研究では、どの校種、学年においても学校ビオトープの活用により、多くの児童・生

徒がより生き物や自然を身近に感じ、その環境を守りたいという意識の変容が見られた。このこ

とは、ビオトープを活用した授業実践は、環境保全意識を高める上で、大変効果的であることを

意味している。 

一方で、ビオトープの維持・管理、安全性の確保についての課題も多く、教員だけの力では、

それらの課題を解決することは難しい。子供たちが率先して学校ビオトープに関わり、子供たち

自ら維持・管理していく仕組みを学校ごとに構築していく必要性がある。 

ビオトープの充実・活用により、子供たちの環境保全意識の変容は見られたが、2030年の

SDGs達成には、時間があまりにも短すぎると感じている。多くの環境課題に対し、様々なテー

マで、子供たち自身が探究し解決策を見出していく取組をさらに充実させていかなくてはならな

い。これらの答えの見えない問いに対して、各学校で、児童・生徒と教員だけでなく、地域、保

護者、関係機関、企業等の連携を強固なものにし、ESDを推進していく以外に道はない。ESDの

推進にむけ、本研究を参考にしていただければ幸いである。 

最後に、今年度授業実践に御協力いただいた、各学校の校長、子供たちに御礼申し上げます。 

 

令和６年度 東京都小中学校環境教育研究会研究員(授業実践等実施校) 

  新宿区立新宿西戸山小学校  教 諭 長谷川 聡也 

  豊島区立仰高小学校     教 諭 小鹿 成軌 

  港区立高陵中学校      教 諭 清水 祥彦 

  町田市立小中一貫ゆくのき学園大戸小学校 

     主任教諭 梶原  勝 

  多摩市立連光寺小学校    教 諭 吉田ありさ 

 

－ 43 －



- 44 -

メモ

38 
 

□ 誌上発表 □ Ｐ４６～９３

１ 地域と協働で取り組む環境教育の推進

～４年生「カーミージー探検隊」海の観察等を通して～

沖縄県浦添市立港川小学校 校 長 金城 勝己

学年主任 喜屋武 仁･････

２ 日本らしい自然の再生

～子供たちと自然をつなぐ体験活動プロジェクト～

東京都江戸川区立小松川小学校 校 長 坂野眞太郎

教 諭 泉田 陽菜･････

３ 持続可能な社会を実現するための行動を考え、進んで社会に参画しようする児童の育成

～高見の山・川・海を題材とした「総合的な学習の時間」の探究学習をとおして～

広島県尾道市立高見小学校 校 長 金子 恵子･････

４ 地域の宝を誇りとし 大切にする児童生徒の育成を目指して

～ユネスコスクールとして小中一貫で取り組む自然体験活動～

山梨県南アルプス市立芦安小中学校 校 長 根津 盛吾･････

５ 持続可能な社会の担い手を育むための教育の推進

～ふるさとの海に親しみ、ふるさと愛を高める活動を通して～

福井県小浜市立内外海小学校 校 長 一瀬 泰史･････
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誌上発表１

地域と協働で取り組む環境教育の推進
～４年生「カーミージー探検隊」海の観察等を通して～

沖縄県浦添市立港川小学校

校 長 金城 勝己

学年主任 喜屋武 仁

Ⅰ はじめに

本校は昭和 年に開校し、現在、特別支援学級を含め 学級、児童約 人、職員 人が在

籍する大規模校である。沖縄県浦添市のほぼ中央部に位置し、西海岸開発の進捗とともに、高層

マンションが続々と建設されており、校区の人口は増加傾向にある。学校周辺の環境としては、

幹線道路から近く、自動車メーカーのショールームや大型量販店、外国人住宅と呼ばれる本土復

帰前の面影が残る商業エリア等がある一方、豊かな生態系をもつ海「カーミージー」が広がるな

ど多様な顔をもつ地域である。

道路・港湾整備により、都市化が進む本校地域ではあるが、「令和５年度環境教育・ＥＳＤ実

践動画 選」に選定された。選定理由としては、 年にわたり地域の方々と協働で教育活動を

行ったことや令和４年度にコミュニティ・スクールの指定を受けたことを契機に、地域企業を資

源と捉え、子供の資質・能力向上に連携して取り組んだことが評価されたと考える。 
本稿では、環境教育を推進するにあたり学習環境を整え、学習の質の確保に努めながら持続的

なカリキュラムとなっている要因を紹介する。続いて実践事例として、地域・自治会と協働で取

り組んでいる海の観察活動「カーミージー探検隊」と、観察から生じた課題を解決する学習活動

「ゴミ減量プロジェクト 港川」について紹介する。 

Ⅱ 持続可能なカリキュラムづくり

１ コミュニティ・スクール 
本校の学校運営協議会は 名で構成されている。特徴としては、企業の役員，管理職を委員

に委嘱し、企業が教育課程に参画しやすい風土の醸成を図っている。昨年、委員とは別の企業

（リサイクル企業）から環境教育に協力したいとの申し出があり、「ゴミ減量プロジェクト

港川」の充実につながっている。以下に本校のコミュニティ・スクール組織図と私見として学

校経営と学校運営協議会等の関係を示す。 

 

２ 地域コーディネーター（地域学校協働活動推進員）

本校は、コミュニティ・スクールとなるずっと以前から、地域学校協働活動が充実しており、

当時から港川自治会と二人三脚で「カーミージー探検隊」海の観察会を実施していた。ここで

キーパーソンとなるのが浦添市立全小中学校に配置されている地域コーディネーター（地域学

校協働活動推進員）の存在である。本校が充実した取組を持続することができたのは、本校の

地域コーディネーターの力量はもとより、地域コーディネーターがＰＴＡ事務員と兼務したこ

とも大きい。ほぼ毎日出勤しているため職員の要望や相談に即応できる体制が整っており、講

師等との打ち合わせ調整も行っている。さらに学習のねらいや流れなど具体的な内容を熟知し

ているため、毎年 人程度の職員の異動や、コロナ禍を経ても本校の環境教育が持続できた理

由である。

３ 互恵関係（Ｗｉｎ・Ｗｉｎ）

「カーミージー探検隊」の活動を持続可能なカリキュラムにしている最も大きな要因は、港

川自治会の支援である。そのおかげで、４月に着任した新職員が担任となっても、前年度経験

者の担任と同じように、児童を指導することができる。ある時，自治会長に、なぜここまで学

校を応援してくれるのか聞いたことがある。「我々にもメリットがあるからです」という自治

会長の言葉は、今も個人・団体と協働で取り組む際のチェックポイントである。このことは、

リサイクル企業の社長と面会したときにも感じた感覚である。「会社の安全教育の充実、社員

の自己肯定感が向上するんです」とメリットを強調していた。本校が外部団体と協働で行う際

は「協力依頼」とは言わず、互恵関係を大切にするため「相談」という表現を使っている。環境

教育を持続させるには、学校と支援団体の両者がＷｉｎ・Ｗｉｎであることが重要だと考える。 

Ⅲ 実践事例

１ 教育課程での位置付け

本実践における環境教育は、主に４学年での総合的な学習の時間において位置付けている。

４月から７月には、地域の自然環境について調べる「カーミージー探検隊」を 時間程度実施

し、環境問題について関心をもたせることをねらいとしている。９月以降は、漂着した海ごみ

について調べ地球規模で環境がつながっていることや海の環境保全のために自分たちができる

ことについて考える「ごみ減量プロジェクト 港川」という学習を 時間程度行い、まとめ

たことを発表し、行動につなげる学習を展開している。

「カーミージー」とは、「亀」を表す方言「カーミー」と「瀬」を表す「ジー」が組み合わさ

った本校の校区に広がる遠浅の自然海岸の名前である。浅瀬に突き出た岩が亀に見えることか

らその名がついている。沖縄の海岸線は産業の発展とともにその多くが開発されていったが、

カーミージーは全長３㎞の長さで昔からの貴重な海の自然を保ち続けている。

浦添八景の一つ、カーミージー 亀の形に似た岩場
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について調べ地球規模で環境がつながっていることや海の環境保全のために自分たちができる

ことについて考える「ごみ減量プロジェクト 港川」という学習を 時間程度行い、まとめ

たことを発表し、行動につなげる学習を展開している。

「カーミージー」とは、「亀」を表す方言「カーミー」と「瀬」を表す「ジー」が組み合わさ

った本校の校区に広がる遠浅の自然海岸の名前である。浅瀬に突き出た岩が亀に見えることか

らその名がついている。沖縄の海岸線は産業の発展とともにその多くが開発されていったが、

カーミージーは全長３㎞の長さで昔からの貴重な海の自然を保ち続けている。

浦添八景の一つ、カーミージー 亀の形に似た岩場
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「カーミージー探検隊」指導計画

１ 単元名 カーミージー探検隊（ 時間）

２ 単元の目標

（１）カーミージーの生き物や環境を通して、地域の身近なところに豊かな海や生き物が住んでいることに

気付き、カーミージーを豊かにしている海くさ藻場や生き物たちを調べ、効果的に伝えることができる。

（２）地域の方々や専門家の方から話を聞くことを通して、カーミージーの自然や地域を取り巻く環境が移

り変わっていることに気付き、これから先の未来のために自分たちに何ができるかを考えることができ

る。

３ 単元の評価基準

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

〇解決への見通しをもって事象を比較

したり、関連付けたりして考える。

〇地域の自然の素晴らしさやそれを守

る人々の工夫を考える。

〇地域の事象から課題を発見し、設

定する。

〇課題の解決について見通しをもつ。

〇相手を意識してわかりやすくまと

める。表現する。

〇設定した課題の解決に向けて行動

する。

〇地域の自然環境の現状を理解し、

その保全のために自分にできるこ

とを考える。

〇他者の考えの違いやよさを受け入

れ、自分の考えと比較する。

４ 単元と評価計画

月 時 学習活動 評価の観点 評価基準 評価方法 他との関わり

４

月

５
月

課

題
の
設

定

６
時
間

１１ 地地域域のの自自然然環環境境ににつついいてて考考ええるる
①オリエンテーション
これからの学習について概要を知る。

②地域の方の話を聞く。

「昔のカーミージーについて」
③海の専門家の話を聞く。

「海の生き物について」

④観察会のオリエンテーション
観察のポイントを知る。

⑤観察会

直接見たり触れたりして、生き物に触れる。

学 び に 向
かう力

知 識 及 び

技能

〇これからの学習
に 見 通 し を も
つ。

〇昔の地域の様子
や海の生き物に
ついて特徴を見
付け類別し、関
連 付 け て 考 え
る。

・ワークシ

ート
・発表内容

・発言・態度
・行動

地域の方
海の専門家

地域自治会

５

月

６
月

情

報
の
収

集

９
時
間

２２ 課課題題ををももちち、、調調べべよようう
①課題をもち、調べたいことを考える。

講話や実際に体験したことなどから、事実
や関連を考え、ウェビングや脳内ワークス

などを使ってグループで課題をもつ。
②調べ学習の計画を立てる。
③課題について調べる

図書館資料やインターネットを使って、生
き物について調べる。
専門家に聞いて詳しく調べる

思考力・判
断力・表現
力

学 び に 向
かう力

〇地域の自然環境
から体験したこ
とをもとに、課
題解決をするた
め の 方 策 を 考
え、調べる。

〇課題を解決する
ためにどのよう
に調べるかを決
める。

・ワークシ

ート
・発表内容

国語
「新聞を作
ろう」

６
月

整
理
・

分
析

５
時
間

３３ 調調べべたたここととををままととめめよようう
①新聞教室

新聞記者から記事のまとめ方や新聞のレ

イアウトについて学ぶ。
②新聞を作る

調べて分かったことを新聞にまとめる。

③調べたことをまとめて、発表の準備をする。
ポスターセッションの仕方を学び、相手に
伝えるためにはどのような方法がよいか、

グループで考え、発表の準備をする。

知 識 及 び

技能

思考力・判

断力・表現
六

〇相手や目的に応
じた、記事の書
き 方 や 絵 の 配
置、レイアウト
などを考え、新
聞を作成する。

〇友達の考えの良
さなどを受け入
れ、自分と比較
し協力する。

・ワークシ
ート
・発言・態度

・新聞原稿
・新聞

・態度

国語
「新聞を作

ろう」

６

月

７
月

ま

と
め
・

表
現
３

時
間

４４ 調調べべたたここととをを発発表表ししよようう
①発表をしよう

ポスターセッションで発表する
②発表を聞く

ほかのグループや学級の発表を聞いて気
付いたことや分かったこと、新しい疑問な
どを共有し、さらに探求活動へつなげる。

③これからカーミージーの自然を守っていく
ために、自分に何ができるかを考え、話し
合う。

思考力・判

断力・表現
力

知 識 及 び
技能
学 び に 向

かう力

〇地域の課題解決
のために自分に
できることは何
かを考える。

〇身の回りの環境
との関わりを考
え、生活する。

〇多様な表現方法
で 相 手 に 伝 え
る。

・発表・態度

・ワークシ
ート

道徳
自然愛護「石

っこけんさ
ん」

２ カーミージー探検隊

（１）事前学習

４月にオリエンテーションを行い、これからの学習についての見通しをもたせる。その後、

地域の自治会の方を招聘して、昔のカーミージーの様子について話をしてもらった。その中

で、昔から地域の人々に親しまれてきた海であることや、近年は海洋生物の数や種類も激減

していることなどを知った。また、カーミージーの海に対する地域の人々の思いを感じるこ

ともできた。

次に、環境教育やカーミージーの保全活動取り組んでいる「しかたに自然案内」の鹿谷麻

夕氏と鹿谷法一氏にお話を聞き、カーミージーの海洋生物やカーミージーを取り巻く環境に

関することについて学習した。また、生物の観察の仕方や浅瀬を移動する際の注意点などに

ついての講話を通して、カーミージーでの観察学習の方法についても確認をした。

児童は興味のある海洋生物に関する調べ学習を行い、書籍やインターネットを利用したり、

鹿谷氏らに直接質問をしたりして詳しく調べ、観察日を迎えるまでに学習意欲を高めていっ

た。

地域自治会の役員による講話 昔のカーミージーの様子を紹介する資料

専門家による観察に関する講話 海の生き物についての事前学習

（２）観察会

観察会は初夏の大潮の時期に設定し、遠浅の海が広がる観察のしやすい時間帯に行った。

熱中症対策として地域の自治会がテントを張り出したり冷水等を用意したりして支援を行っ

た。時間は各クラス１時間程度だが、専門家の先導の下、多くの生物を発見し、ふれあうこ

とができた。陸の上から眺めるだけでは気付かなかった海洋生物の姿について、実際に足を

踏み入れてみることで次から次へと見えてきて、児童は感動したり興奮したりしながら、観
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察を続けていた。児童からは、「かわいい魚がいっぱいいた」「いろんな生き物をいっぱい

見ることができてうれしい」といった感想や「いつまでもこの海を残したい」といった願い

の声を聞くことができた。

海に入って生きものを探す ナマコを持ち上げて観察

大きなシャコにふれる 小さな魚は水槽にすくって観察

（３）事後学習

観察会の後，新たに浮かんだ疑問や興味をもったことについて調べ直す学習会を行った。

カーミージーの海で出会い興味をもった生き物の詳しい生態や海の変遷などについて、調べ

たことを新聞にしてまとめ、共有していった。

カーミージーで見付けた生きものたち

新たな疑問を専門家に尋ねる 観察した生きものについて更に調べる

学習したことを新聞にまとめる 知識と体験を結び付けてまとめる

３ ごみ減量プロジェクト 港川

（１）海ごみの学習

カーミージーの海に漂着する海ごみにはどんなものがあるのか、そして私たちはどうすれ

ばよいのかということについて、専門家の講話を聞きながら考えていった。児童はさまざま

なごみが流れ着くことや国を超えて考えていくべき課題であるということに気付くことがで

きた。

観察後の気付きを整理する 海ごみについての学習会
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実際に流れ着いた海ごみ 海ごみの種類について確認する

（２）クリーンピクニック

ごみを減らすための具体的な行動として、カーミージーを含む校区内のごみ拾いを兼ねた

ピクニックを行った。持参するおやつは包装されていないものに限定し、ごみを減らすとい

う意識をもたせるようにした。路上や植え込みの中に、予想以上に多くのごみを発見するこ

とができた。カーミージーの海岸では外国製品のごみを採取し、海ごみの問題を身近に感じ

ることができた。集めたごみは学校に持ち帰って分別をし、ごみの傾向や大きさについて確

認をした。

校区をクラスごとに分担してのごみ拾い 分別を通して多くの気付きが得られた

（３）学習のまとめと発表会

これまでに学習してわかったことや感じたことを詩やポスター、動画などにまとめた。そ

して３年生を対象にして発表会を行った。

ポスター 詩・スローガン

４ 成果と課題

（１）成果

・講話や観察を通して、地域の身近なところに豊かな海があり、多くの生き物が住んでいる

ことや生き物同士が関わりあって海の自然が成り立っていることに気付くことができた。

・地域の方々や専門家の方々から話を聞いて、その思いを知ることで環境問題に対して自分

に何ができるのかということを考えさせることができた。

・海ごみや校区内のごみについて調べる活動を通して、ごみ問題が地球規模の環境問題であ

ることに気付き、そのためにできる具体的な行動を考えることができた。

（２）課題

・ごみを拾う活動だけでなく、ごみを減らす生活について自分事として目を向けさせ、社会

科や家庭科、道徳など教科横断的にカリキュラムを編成することにより、環境問題に対す

る児童の意識は更に変容すると考えられる。

・タブレット端末を有効活用して、学習したことを蓄積したり共有したりすることによる、

効果的な学習活動の可能性がある。

Ⅳ おわりに

カーミージー探検隊は、コミュニティ・スクールの活動として、地域の方々や専門家の方々に

支えられて 年の長きに渡って続いてきた。今後も児童が地域の美しい海に誇りをもち、この恵

まれた素晴らしい環境を大切にしたいという心を育てていきたい。

掲示用の詩
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誌上発表２

日本らしい自然の再生
～子供たちと自然をつなぐ体験活動プロジェクト～

東京都江戸川区立小松川小学校

校 長 坂野 眞太郎

教 諭 泉田 陽菜

Ⅰ はじめに

本校は、東京都江戸川区北部に位置している。大正３年に開校し、今年度で開校 110周年を迎え

る。現在は全校児童342名、12学級の中規模校である。本校は、東に荒川や中川、江戸川、西に

旧中川が流れており、川に囲まれている。

江戸川区は、令和４年度に 2100年に向けた区の目指す姿を描いた「2100年の江戸川区（共生社

会ビジョン）」を、令和５年度にその理念を実現するために必要となる取組の方向性を「アクショ

ンプラン」としてとりまとめた。令和６年度は、アクションプランにまとめた方向性に沿って、具

体的な取組をすすめている。共生社会ビジョンには、区が目指す「ともに生きるまち」の姿を「人

・社会・経済・環境・未来」の５つの視点から描かれている。アクションプランには、区内の自然

環境を守り、生物多様性を確保していくことが明記されている。

本校は、荒川下流域に隣接しており、スーパー堤防には外来植物が多く生息している。その一方

で、日本にもともと生息していた在来植物が少なくなっている。そこで、本校では令和２年度から

在来植物の移植活動を行い、日本らしい自然の緑の再生に取り組んでいる。

本稿では、本校の環境教育の概要について、総合的な学習の時間の実践から紹介する。続いて河

川環境教育に重点を置いて実践している３・４年生の事例を紹介し、その成果と今後の課題につい

て述べることとする。

Ⅱ 研究の方法

１ 元東京大学大学院農学生命科学研究科の根本正之先生から分けていただいた、在来植物の

カントウタンポポと外来植物のセイヨウタンポポを比較

２ 在来植物のカワラナデシコとキキョウの苗を育て、観察

３ 根本先生による「日本らしい自然の緑の再生」の講義を受講

４ 「子供たちと自然をつなぐ体験活動プロジェクト」として、埼玉県生態系保護協会、公益

財団法人サイサン環境保全基金の支援を受け、荒川太郎右衛門自然再生地に行き、カワラ

ナデシコを移植

５ 日本生態系協会の堂本泰章先生による出前授業を受ける

６ 本校で育てたカワラナデシコの苗と種を、つばさ南小学校、つばさ北小学校、しののめキ

ッズパーク保育園に渡し、４校でオンラインによる植栽活動の報告会を行う

これらを継続して行っている。

Ⅲ 研究経過

１ 昨年度までの研究の検証

２ 活動の継続、推進、普及
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Ⅳ 単元事例

１ 対象学年・教科等

第４・５学年、総合的な学習の時間

２ 単元名「日本らしい自然の再生」

３ 単元開発の背景

小学校に隣接する荒川下流域のスーパー堤防には外来植物が多く、日本にもともとあった在

来植物が少ない。荒川下流域の小学生が、荒川上流域から取得した絶滅の恐れのある種子や株

を育てる。荒川中流域の荒川太郎右衛門自然再生地へ、外来植物を取り除いた後のギャップに

在来植物を移植する方法（汐入方式）で日本らしい自然の緑を再生し、児童に在来植物・外来

植物、生物多様性などについて考えさせる機会とする。

４ 育てたい資質・能力

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力

５ 単元のねらい

（１）４年生の単元のねらい【総合的な学習の時間】

荒川の在来植物・外来植物、生物多様性などについて、調べたいことを決め、研究計画

を立て、資料を集め、必要な情報を探し、記録を整理し、新聞にまとめる。友達の新聞を

読み、自分の考えを深める。

（２）５年生の単元のねらい【総合的な学習の時間】

荒川の自然を守るためにはどうすればよいかを考え、研究計画を立て、資料を集め、必

要な情報を探し、記録を整理し、意見文を書いて発表をする。友達の意見文を聞いて、自

分の考えを深める。

６ 単元計画

（１）４年生【総合的な学習の時間】（全11時間）

次数 授業名 ねらい 時数

１ カントウタンポ

ポとセイヨウタ

ンポポの観察

小松川小学校正門横のビオトープには、小松川小学

校でこれまで育ててきた在来植物が植えてあり、ま

た、カントウタンポポ広場がある。児童は、在来植物

のカントウタンポポと外来植物のセイヨウタンポポを

比べ、同じところと違うところを観察して観察カード

に書き、在来植物について興味・関心をもたせる。

２
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Ⅳ 単元事例

１ 対象学年・教科等

第４・５学年、総合的な学習の時間

２ 単元名「日本らしい自然の再生」

３ 単元開発の背景

小学校に隣接する荒川下流域のスーパー堤防には外来植物が多く、日本にもともとあった在

来植物が少ない。荒川下流域の小学生が、荒川上流域から取得した絶滅の恐れのある種子や株

を育てる。荒川中流域の荒川太郎右衛門自然再生地へ、外来植物を取り除いた後のギャップに

在来植物を移植する方法（汐入方式）で日本らしい自然の緑を再生し、児童に在来植物・外来

植物、生物多様性などについて考えさせる機会とする。

４ 育てたい資質・能力

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力

５ 単元のねらい

（１）４年生の単元のねらい【総合的な学習の時間】

荒川の在来植物・外来植物、生物多様性などについて、調べたいことを決め、研究計画

を立て、資料を集め、必要な情報を探し、記録を整理し、新聞にまとめる。友達の新聞を

読み、自分の考えを深める。

（２）５年生の単元のねらい【総合的な学習の時間】

荒川の自然を守るためにはどうすればよいかを考え、研究計画を立て、資料を集め、必

要な情報を探し、記録を整理し、意見文を書いて発表をする。友達の意見文を聞いて、自

分の考えを深める。

６ 単元計画

（１）４年生【総合的な学習の時間】（全11時間）

次数 授業名 ねらい 時数

１ カントウタンポ

ポとセイヨウタ

ンポポの観察

小松川小学校正門横のビオトープには、小松川小学

校でこれまで育ててきた在来植物が植えてあり、ま

た、カントウタンポポ広場がある。児童は、在来植物

のカントウタンポポと外来植物のセイヨウタンポポを

比べ、同じところと違うところを観察して観察カード

に書き、在来植物について興味・関心をもたせる。

２
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カワラナデシコ

とキキョウの観

察

夏休みに、カワラナデシコとキキョウの苗を家に持

ち帰って、観察をする。夏休みの終わりに、児童用ア

イパッドのTeamsのソフトを使い、家にあるカワラナ

デシコとキキョウの写真を投稿し、在来植物について

興味・関心をもたせる。

２ 荒川の在来植

物・外来植物、

絶滅危惧種など

について、調べ

たいことを決

め、新聞にまと

めよう

ウェビングマップに「在来植物」、「外来植物」、「絶

滅危惧種」などといった、キーワードを書き出し、そ

の中から自分のテーマを決め、本やインターネットを

使って、調べ学習をする。そして、新聞を書いて分か

りやすくまとめる。友達の新聞を読み、自分の考えを

深める。

元東京大学大学院農学生命科学研究科の根本正之先

生より「日本らしい自然の再生」をテーマにした授業

を受け、自分の考えを深める。

７

- 57 -

３ カワラナデシコの

種取りと発芽

カワラナデシコは９月ごろ、花が咲き終わって茶色

になったさやから、種子を取り出し、種子が取れた

ら、育苗箱で発芽させる。在来植物の保全活動を行

い、在来植物に興味・関心をもたせる。

２

（２）５年生【総合的な学習の時間】（全11時間）

次数 授業名 ねらい 時数

１ カワラナデシコの

移植

カワラナデシコの苗が大きくなったら、小松川小学

校の全校児童に、大きくなったカワラナデシコの苗を

プランターに植えかえるよう声かけをする。在来植物

の保全活動について、興味・関心をもたせる。

２

２ 荒川の自然を守る

ためにはどのよう

にすればよいか、

意見文を書こう

「子供たちと自然をつなぐ体験活動プロジェクト」

として、埼玉県生態系保護協会のお力添えもあり、公

益財団法人サイサン環境保全基金より支援を受けた。

小松川小学校の児童が荒川太郎右衛門自然再生地に

行き、カワラナデシコを移植し、荒川太郎右衛門にい

るたくさんの生き物を観察する。そして、埼玉県生態

系保護協会の堂本泰章先生による出前授業を受ける。

荒川の自然を守るためにはどうすればよいかを考

７
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３ カワラナデシコの

種取りと発芽

カワラナデシコは９月ごろ、花が咲き終わって茶色

になったさやから、種子を取り出し、種子が取れた

ら、育苗箱で発芽させる。在来植物の保全活動を行

い、在来植物に興味・関心をもたせる。

２

（２）５年生【総合的な学習の時間】（全11時間）

次数 授業名 ねらい 時数

１ カワラナデシコの

移植

カワラナデシコの苗が大きくなったら、小松川小学

校の全校児童に、大きくなったカワラナデシコの苗を

プランターに植えかえるよう声かけをする。在来植物

の保全活動について、興味・関心をもたせる。

２

２ 荒川の自然を守る

ためにはどのよう

にすればよいか、

意見文を書こう

「子供たちと自然をつなぐ体験活動プロジェクト」

として、埼玉県生態系保護協会のお力添えもあり、公

益財団法人サイサン環境保全基金より支援を受けた。

小松川小学校の児童が荒川太郎右衛門自然再生地に

行き、カワラナデシコを移植し、荒川太郎右衛門にい

るたくさんの生き物を観察する。そして、埼玉県生態

系保護協会の堂本泰章先生による出前授業を受ける。

荒川の自然を守るためにはどうすればよいかを考

７
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え、意見文を書いて発表をする。友達の意見文を聞い

て、自分の考えを深める。

３ オンラインによる

植栽活動の報告会

小松川小学校から苗の提供を受けた川島町立つばさ

北小学校の４年生、川島町立つばさ南小学校の３年

生、しののめキッズパーク保育園も、三ツ又沼ビオト

ープと荒川太郎右衛門自然再生地に、カワラナデシ

コを移植する。学習のまとめとして、オンラインに

よる植栽活動の報告会を行い、この学習活動のふり

返りする。

２
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７ 授業開発

（１）本時の指導のねらい

本時では、埼玉県の川島町立つばさ北小学校の４年生、川島町立つばさ南小学校の３年

生、しののめキッズパーク保育園に、本校のこれまでの学習活動についてオンラインで紹介

し、本校児童の育てたカワラナデシコの苗の提供を申し出る。荒川の草花を育てることの意

義を、児童に理解させることを本時の指導のねらいとしている。

（２）本時のめあて

荒川の自然を守るためにはどのようにすればよいかを考え、オンライン交流会を通して、

自分の考えを深める。

（３）本時の流れ

流れ 指導内容
指導上の留意

点

指導するスラ

イド（一部）

導入
Zoom接続開始

はじめの言葉

展開

江戸川区立小松川小学校の紹介（児童代表）

川島町立つばさ南小学校の紹介（児童代表）

川島町立つばさ北小学校の紹介（児童代表）

しののめキッズパーク保育園の紹介

（園スタッフ）

荒川の草花を育てる意義について（埼玉県生態

系保護協会 堂本泰章先生）

小松川小学校がカワラナデシコの育苗について

紹介し、苗の提供を申し出る（児童代表）

カワラナデシコの受け渡し

（贈呈校 2名・受け取り校・園それぞれ 2名）

学校・園より自由に質疑応答

つばさ南小学校・つばさ北小学校・しののめキ

ッズパーク保育園よりお礼の言葉

荒川の草花を

育てることの

意義を、児童

に理解させ

る。

カワラナデシ

コの育て方

を、相手に分

かるように伝

える。

荒川の自然を

守るための考

えを深められ

るよう助言を

する。

小松川小学校

がカワラナデ

シコの育苗に

ついて紹介を

する動画

まとめ
終わりの言葉

オンライン交流終了

８ 単元の効果検証

４年生の学習感想から、「在来植物」、「外来植物」、「絶滅危惧種」などのかかえる課題を解決

し、自己の生き方を考えていこうとする、児童の変容が見られた。

５年生の学習感想から、荒川の自然を守るためにはどのようにすればよいかという課題を解

決し、自己の生き方を考えていこうとする、児童の変容が見られた。
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７ 授業開発

（１）本時の指導のねらい

本時では、埼玉県の川島町立つばさ北小学校の４年生、川島町立つばさ南小学校の３年

生、しののめキッズパーク保育園に、本校のこれまでの学習活動についてオンラインで紹介

し、本校児童の育てたカワラナデシコの苗の提供を申し出る。荒川の草花を育てることの意

義を、児童に理解させることを本時の指導のねらいとしている。

（２）本時のめあて

荒川の自然を守るためにはどのようにすればよいかを考え、オンライン交流会を通して、

自分の考えを深める。

（３）本時の流れ

流れ 指導内容
指導上の留意

点

指導するスラ

イド（一部）

導入
Zoom接続開始

はじめの言葉

展開

江戸川区立小松川小学校の紹介（児童代表）

川島町立つばさ南小学校の紹介（児童代表）

川島町立つばさ北小学校の紹介（児童代表）

しののめキッズパーク保育園の紹介

（園スタッフ）

荒川の草花を育てる意義について（埼玉県生態

系保護協会 堂本泰章先生）

小松川小学校がカワラナデシコの育苗について

紹介し、苗の提供を申し出る（児童代表）

カワラナデシコの受け渡し

（贈呈校 2名・受け取り校・園それぞれ 2名）

学校・園より自由に質疑応答

つばさ南小学校・つばさ北小学校・しののめキ

ッズパーク保育園よりお礼の言葉

荒川の草花を

育てることの

意義を、児童

に理解させ

る。

カワラナデシ

コの育て方

を、相手に分

かるように伝

える。

荒川の自然を

守るための考

えを深められ

るよう助言を

する。

小松川小学校

がカワラナデ

シコの育苗に

ついて紹介を

する動画

まとめ
終わりの言葉

オンライン交流終了

８ 単元の効果検証

４年生の学習感想から、「在来植物」、「外来植物」、「絶滅危惧種」などのかかえる課題を解決

し、自己の生き方を考えていこうとする、児童の変容が見られた。

５年生の学習感想から、荒川の自然を守るためにはどのようにすればよいかという課題を解

決し、自己の生き方を考えていこうとする、児童の変容が見られた。
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Ⅴ 成果と課題

１ 成果

『私はカワラナデシコを他の人達と一緒に移植しました。カワラナデシコは絶滅危惧種で、

絶滅するカワラナデシコを植えるのは、責任感が大きかったです。カワラナデシコを守るため

には、外来種を自然に持ち込まないようにポスターを作ったり、地域の人たちにその自然のこ

とについて聞いたりすることで、次の世代につなげていくことができると思います。』（Ａ児の

学習感想）。

『最初は何も知らなかったのに、活動しているうちにどんどん興味がわきました。秋の七草

のキキョウやカワラナデシコを守っていくうちに自然が大好きになりました。植物を守った時

に、きれいな花が咲くと、とても楽しく嬉しかったです。キキョウやカワラナデシコは、今は

ほとんど見られなくなりました。私はとてもかわいくきれいな日本の在来植物が、いつかどこ

でも見られるようにしたいです。みんなにきれいな花を見てもらいたいです。』（Ｂ児の学習感

想）。

４年生は、荒川の在来植物・外来植物、生物多様性などについて、調べたいことを決め、研

究計画を立て、資料を集め、必要な情報を探し、記録を整理し、新聞にまとめる。友達の新聞

を読み、自分の考えを深めることができた。

５年生は、荒川の自然を守るためにはどうすればよいかを考え、研究計画を立て、資料を集

め、必要な情報を探し、記録を整理し、意見文を書いて発表をする。友達の意見文を聞いて、

自分の考えを深めることができた。

２ 課題

学校の環境学習の担当者が他校へ異動すると、学習活動を継続することが難しくなることが

多かった。学習活動を継続させるためには、より地域の方々と連携していく必要がある。

Ⅵ 終わりに

三ツ又沼ビオトーブで長い間保全活動を行い、環境省から「みどりの日」に、自然環境功労者環

境大臣表彰をされた、荒川の自然を守る会の菅間宏子先生から、多くのことを教わりました。菅間

先生の『上尾とその周辺の植物』の本を読むと、カワラナデシコは残念ながら、上尾市の周辺では

絶滅したことがわかります。カワラナデシコについて書かれてある部分を紹介します。『「「林の縁や

あぜ道で咲いているのをよく摘んで遊んだっけ」と、なつかしむ方が大勢いらっしゃいます』。

『「「いつの頃だったか、気がついて探してみても、一本として見つけることができなくなってい

た。それも50年も前のこと」と残念そうに話していました』。小松川小学校ではこの活動を引き継

いで、児童が日本らしい自然を再生させています。

本校ではこの学習活動を行うにあたって、河川財団より河川基金助成事業学校部門の助成を受け

ています。また、公益財団法人サイサン環境保全基金の支援を受けています。

【参考文献】

・根本正之『在来植物の多様性がカギになる』岩波ジュニア新書、２０２３

・根本正之『在来野草による緑化ハンドブック』朝倉書店、２０２０
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誌上発表３

持続可能な社会を実現するための行動を考え、

進んで社会に参画しようとする児童の育成
～高見の山・川・海を題材とした「総合的な学習の時間」の探究学習をとおして～

広島県尾道市立高見小学校

校 長 金子 恵子

Ⅰ はじめに

本校は、「しまなみ海道」の起点である尾道の対岸にある向島（むかいしま）の南部一帯を校

区としている。目の前には瀬戸内海が広がっている。ここ（干汐地区）には向島町漁業協同組合

があり、付近では養殖漁業や栽培漁業も行われている。その他、広島大学瀬戸内ＣＮ国際共同研

究センターブルーイノベーション部門臨海実験所、尾道市マリンユースセンターなどの諸施設も

所在している。また、見上げると瀬戸内海国立公園の一部を形成する「高見山」（標高 ｍ）が

あり、頂上の展望台からは芸予諸島を一望できる。 
このような身近な環境を題材とし、ふるさとへの愛情と誇りをもつ子供たちを育成するため、

「総合的な学習の時間」の内容を設定している。高見山に端を発し、学校のすぐ近くを流れる段

入川を通って目の前の干汐海岸に流れ込む水の始終を題材とすることで、身の回りには素晴らし

い自然があること、しかし生息する生き物の個体数や種類は私たちの生活の影響を受けて減少・

変化していることに気付き、素晴らしいふるさとを守り残していくため、そして持続可能な社会

を実現するために今自分たちにできる行動を考え、進んで社会に参画しようとする児童の育成を

目指している。

本稿では、第３学年の総合的な学習の時間を中心に、環境教育にかかわる取組を紹介し、成果

と課題について述べることとする。

Ⅱ 総合的な学習の時間の概要

１ 目標

探究的な見方・考え方を働かせ、ふるさと向島に関わる横断的・総合的な学習を行うこと

を通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 
（１）ふるさと向島に関わる地域の人、もの、ことに関わる探究的な学習の過程におい

て、課題の解決に必要な知識および技能を身に付け、地域の特徴や良さ、人々の工夫

や努力によって支えられていることなどについての概念を捉えるとともに、探究的な

学習のよさを理解できるようにする。  【知識及び技能】 
（２）ふるさと向島に関わる地域の人、もの、ことに関わる中から問いを見いだし、その解

決に向けて仮説を立て、情報を集め、整理・分析しながら考察し、根拠を明らかにしな

がらまとめ・表現することができるようにする。  【思考力、判断力、表現力等】 
（３）ふるさと向島に関わる地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働

的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、持続可能な社会を実現するための

行動の仕方を考え、進んで社会に参画しようとする態度を養う。 
【学びに向かう力、人間性】 
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誌上発表３
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進んで社会に参画しようとする児童の育成
～高見の山・川・海を題材とした「総合的な学習の時間」の探究学習をとおして～

広島県尾道市立高見小学校

校 長 金子 恵子
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い自然があること、しかし生息する生き物の個体数や種類は私たちの生活の影響を受けて減少・

変化していることに気付き、素晴らしいふるさとを守り残していくため、そして持続可能な社会

を実現するために今自分たちにできる行動を考え、進んで社会に参画しようとする児童の育成を

目指している。

本稿では、第３学年の総合的な学習の時間を中心に、環境教育にかかわる取組を紹介し、成果

と課題について述べることとする。

Ⅱ 総合的な学習の時間の概要

１ 目標

探究的な見方・考え方を働かせ、ふるさと向島に関わる横断的・総合的な学習を行うこと

を通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 
（１）ふるさと向島に関わる地域の人、もの、ことに関わる探究的な学習の過程におい

て、課題の解決に必要な知識および技能を身に付け、地域の特徴や良さ、人々の工夫

や努力によって支えられていることなどについての概念を捉えるとともに、探究的な

学習のよさを理解できるようにする。  【知識及び技能】 
（２）ふるさと向島に関わる地域の人、もの、ことに関わる中から問いを見いだし、その解

決に向けて仮説を立て、情報を集め、整理・分析しながら考察し、根拠を明らかにしな

がらまとめ・表現することができるようにする。  【思考力、判断力、表現力等】 
（３）ふるさと向島に関わる地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働

的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、持続可能な社会を実現するための

行動の仕方を考え、進んで社会に参画しようとする態度を養う。 
【学びに向かう力、人間性】 
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２ 各学年の主な学習活動

・海の生物について探究することを通して豊かな高見の海を守ることに取り組む。（第３学年） 
・高見山について探究することを通して、山の環境を守ることに取り組む。（第４学年） 
・川の環境調査から、自分たちの生活と地域や地球の環境を守ることに取り組む。（第５学年） 
・これまでに学んだ向島の良さから、自分の生き方を見付ける。（第６学年）

Ⅲ 各学年の実践紹介

１ 第３学年「高見の海 調査隊」～春と夏の生き物～ ～秋の生き物～ ～高見の海の生き物～

（１）目標

①高見の干潟と磯の保全に関わる人・もの・ことに関わる探究的な学習の過程において、課

題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、高見の海の過去と現状の特徴やそれぞれの良

さ、そして人々の工夫や努力によって高見の海の環境が守られていることについて捉える

とともに、探究的な学習の良さを理解できるようにする。

②高見の干潟と磯の保全に関わる人・もの・ことに関わる中で問いを見いだし、その解決に

向けて予想や仮説を立て、情報を集め、整理・分析しながら考察し、自分が思い描く未来

の高見の干潟と磯についての提言を、根拠を明らかにしながらまとめ表現することができ

るようにする。

③高見の干潟と磯の保全に関わる人・もの・ことについての探究的な活動に主体的・協働的

に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、持続可能な社会を実現するための行動

の仕方を考え、進んで海の環境保全活動に参画しようとする態度を養う。

（２）学習の内容

第３学年児童の多くは、これまでに学校の目の前の干汐海岸で清掃活動を行った経験や保

護者とともに海で釣りをした経験をもっている。地域柄、海に親しむ機会は多く、干潟の生

き物については全員、ある程度の知識ももっている。そこで、校区内立花地区に存在する

「広島大学臨海実験所」の田川訓史所長（広島大学特定教授）をはじめとする先生方にご協

力をいただきながら、実験所周辺の磯の生き物について種類や季節による生き物の違い等を

調査した。その中で児童は、磯で見つかる生き物の種類や数を季節ごとに比較し、変化に気

付いた。また、様々な要因により生態系が変わったり、魚介類をはじめとする生物の個体数

が減少したりしていることを知った。また、マリンレジャーに訪れる人も多いことから、ご

みについて課題があることにも気付いた。

こうした現状について、磯や干潟での生態調査を通して児童が体感した。特に近年はクラ

ゲが非常に多いことに日常的に海とふれあっている児童が気付き、ゲストティーチャーであ

る広島大学臨海実験所の方々からも海水温が高くなっていることが原因として考えられるこ

とを聞いた。なぜ生き物が減っているのか。なぜ海水温が高くなっているのか。それらの疑

問から、児童自身が「高見の海をもっと豊かにしたい」「もっときれいにしたい」という思

いをもった。そして、干潟と磯のそれぞれの生態についての情報を集め、昨年度までの様子

と比較・分析することを通して、そのように変化している要因について根拠を元に考察する

とともに、地域に住む自分たちや観光客のそれぞれができることについて考えをまとめ、表

現していった。

①「オリエンテーション」

「高見の海 探検隊」は本校において永らく継承されてきている学習内容であり、前

年度の３年生が磯探検をして全校児童に向けて発表していたことも思い出しながらスタ

ートを切った。釣りや海水浴等の生活経験を想起させながら干潟や磯について考えた。

「干汐海岸の干潟には潮干狩りで行ったことがあるけど立花の磯は行ったことがない

な」「磯は海水浴で行く干潟とは波の激しさや岩の大きさが違う」「クラゲが今年は多

いと聞いた」といった経験や「立花の磯では、釣りで釣ったことのある魚は見付けるこ

とができそうだ」等の予想があがった。これらをもとに学習計画を立てた。

②「干潟と磯の様子や生き物を観察しよう」

まず「干汐海岸の干潟には、どんな

生き物がすんでいるのだろう」と、学

校の目の前にある干汐海岸の干潟で生

き物を調査した。干潟には貝やヤドカ

リ、カニが多く見られたが、海にいる

はずの大きな魚の姿は見られなかっ

た。次に「磯にはどんな生き物がすん

でいるのだろう」と、立花の磯探検を

広島大学臨海実験所の先生と実施し

た。磯ではタコを見付けたが、干潟に

はいなかったことなど、干潟と磯にす

む生き物が違っていることに気付いた。また、個体数が減っていることやゴミが多いこ

と、クラゲが多いことにも気付いた。広島大学臨海実験所の先生からは、海水温が高く

なっていることが原因として考えられることを聞いた。なぜ生きものが減っているの

か、なぜ海水温が高くなっているのか。これらの疑問から児童自身が「ゴミが多かった

からきれいな場所になって、生き物にとってすみやすい海になるといいな」「最近、釣

れなくなった魚がいる。いなくなったのかな。もしそうなら、高見の海に戻ってきてほ

しいな。」等の思いをもった。

③「調べたことを次につなごう」

考えた高見の海の将来像を実現するために、これまでの調査を振り返り、「季節ごと

の生き物に違いがあるのか比べてみたい」「昨年や一昨年との違いはあるのかな」と、

次の活動への見通しをもった。また、「調べるときに先輩たちが作った生き物図鑑やリ

ーフレットが使えそうだな」と調査方法についても新たに気付きがあった。そして、

「海浜清掃やボランティア活動で砂浜をきれいにしたことはあるけど、それ以外できれ

いにする人はいるのかな」と、環境保全の取組についても考えるようになっていた。環

境と生物の生存についての関連を調べるために、塩分濃度や海水温について定点観測

し、違いを調べていけるようにした。

④「生きものが生きるために必要なことはなんだろう」

すんでいる生き物の違いにはどんなことが関係しているのかを、理科や国語科の学習

と関連付けながら考え、改めて「えさ、すみか、子孫を残す場所」がないと生き続ける

ことができないことに気付いた。そこで、大きな台風を経験したことと結び付けて、

「雨や台風の影響はあったのかな。もしかしたらすみかが危険な状態になっているかも

しれない」と考えたり、夏の暑さを思い出して「早くからクラゲが多かったことと関係
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年度の３年生が磯探検をして全校児童に向けて発表していたことも思い出しながらスタ

ートを切った。釣りや海水浴等の生活経験を想起させながら干潟や磯について考えた。

「干汐海岸の干潟には潮干狩りで行ったことがあるけど立花の磯は行ったことがない

な」「磯は海水浴で行く干潟とは波の激しさや岩の大きさが違う」「クラゲが今年は多

いと聞いた」といった経験や「立花の磯では、釣りで釣ったことのある魚は見付けるこ

とができそうだ」等の予想があがった。これらをもとに学習計画を立てた。

②「干潟と磯の様子や生き物を観察しよう」

まず「干汐海岸の干潟には、どんな

生き物がすんでいるのだろう」と、学

校の目の前にある干汐海岸の干潟で生

き物を調査した。干潟には貝やヤドカ

リ、カニが多く見られたが、海にいる

はずの大きな魚の姿は見られなかっ

た。次に「磯にはどんな生き物がすん

でいるのだろう」と、立花の磯探検を

広島大学臨海実験所の先生と実施し

た。磯ではタコを見付けたが、干潟に

はいなかったことなど、干潟と磯にす

む生き物が違っていることに気付いた。また、個体数が減っていることやゴミが多いこ

と、クラゲが多いことにも気付いた。広島大学臨海実験所の先生からは、海水温が高く

なっていることが原因として考えられることを聞いた。なぜ生きものが減っているの

か、なぜ海水温が高くなっているのか。これらの疑問から児童自身が「ゴミが多かった

からきれいな場所になって、生き物にとってすみやすい海になるといいな」「最近、釣

れなくなった魚がいる。いなくなったのかな。もしそうなら、高見の海に戻ってきてほ

しいな。」等の思いをもった。

③「調べたことを次につなごう」

考えた高見の海の将来像を実現するために、これまでの調査を振り返り、「季節ごと

の生き物に違いがあるのか比べてみたい」「昨年や一昨年との違いはあるのかな」と、

次の活動への見通しをもった。また、「調べるときに先輩たちが作った生き物図鑑やリ

ーフレットが使えそうだな」と調査方法についても新たに気付きがあった。そして、

「海浜清掃やボランティア活動で砂浜をきれいにしたことはあるけど、それ以外できれ

いにする人はいるのかな」と、環境保全の取組についても考えるようになっていた。環

境と生物の生存についての関連を調べるために、塩分濃度や海水温について定点観測

し、違いを調べていけるようにした。

④「生きものが生きるために必要なことはなんだろう」

すんでいる生き物の違いにはどんなことが関係しているのかを、理科や国語科の学習

と関連付けながら考え、改めて「えさ、すみか、子孫を残す場所」がないと生き続ける

ことができないことに気付いた。そこで、大きな台風を経験したことと結び付けて、

「雨や台風の影響はあったのかな。もしかしたらすみかが危険な状態になっているかも

しれない」と考えたり、夏の暑さを思い出して「早くからクラゲが多かったことと関係
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はあるのかな」と地球環境との関連を考えたりしていた。また、干潟でたくさん見付け

たごみにも原因があるのではないかと考えた。

⑤「環境を守ろう」

海の生き物の環境を守るため、環境保全に向け取り組む企業の出張講義を受けて考え

ていくこととした。ここでは、海に流れ込む川の水と海との繋がりを学んだ。児童は、

「家で使った洗剤は川から海に流れていたんだね。川や海をなるべく汚さないようにす

るために工夫していることも分かったよ」「水は海で繋がっているから一人一人が気を

つけないといけないね。ぼくたちにできることはあるかな」「海の温度が高くなってい

ると言うことは、昔すんでいた生きものは今はすみにくいかもしれない」等の感想をも

ち、自分たちの生活と海の環境が深く結びついていることを理解した。また、この学び

を学校行事である地域の海浜清掃活動へとつなげ、主体的に参加していった。

⑥「自分たちにできることを考えよう」

川の水が海に繋がっていることを

知った児童たちは、地域を流れる段

入川の環境にも関心をもった。（段

入川の水質や環境については第５学

年で学習する。）「高見山の方から

流れてきているよ」「人が使った水

が水路を通って川に流れてそのまま

海に流れ込んでいるのかな」と、段

入川の環境と干汐海岸の環境を結び

つけて考えるようになった。そこ

で、より良い高見の海の将来像を実現するために自分たちにできることを考えた。児童

は、「これからも釣りができるほどたくさんの生きものがすむ海でいてほしい」「ごみ

のないきれいな海にしたい」「釣りや潮干狩りなどで遊びに行く回数を増やして、行っ

たときにいつも掃除して帰ったらよいかもしれない」と考えていた。

⑦「秋と冬の磯を比べよう」

季節による生きものの種類の違いを調べることを当初計画していた児童たちは、秋冬

の時期にも広島大学臨海実験所の磯に調査に行った。この時にも同所の先生方にご指導

いただきながら磯の調査を行った。児童は、「魚と同じで、海藻もたくさんの種類があ

る」「冬は魚よりも海藻の方が多いように感じるけどどうかな」」と海藻にも目を向け

ることができた。

⑧「干潟の海の塩分濃度と海水温を調べた結果は」

年間数回にわたって調査してきた結果をまとめることにした。児童は、「塩分濃度は

ほとんど変わらなかったけれど温度は２月になると低くなっている」「大学の先生が今

年はいつもより海水温が低いから海藻がまだあまり育っていないと言っていたけれど、

干潟も同じように海水温が低いね。やっぱり水は繋がっているんだね」「一年とおして

調べてみたいな」という思いをもった。大人にとっては海が繋がっていることは当然の

ことだが、児童にとっては離れた場所の水が繋がっていることや影響し合っていること

は驚きであったようだ。

⑨「調べたことを伝えていこう」

児童は、自分たちが採集した海藻を使ってしおりを作ることにした。そして、これを

お世話になった６年生に感謝の気持ちとともにプレゼントすることにした。「６年生が

喜んでくれてよかっ

た」「海藻は食べるだ

けじゃなくてアレンジ

もできるね」「季節ご

とに違うしおりを作れ

そうだね」と身近な海

藻を活用しながら、季

節による海の様子（海藻）の変化にも

気付いていた。そして、後輩たちに学

びを残す活動を行った。「立花の海の

生きものについて、干汐海岸の塩分濃

度と海水温について、そして海や川の

環境についてまとめられるね」「生き

もの図鑑だけでなく、棒グラフや、海

や川の絵を入れると分かりやすいね」

と、内容や方法についても考えること

ができた。

⑩成果

・海や海に生息する生き物について調べるだけでなく、そのことから、水を通して人と海

に関連する環境問題について課題意識をもち、課題解決のためにできることを実践しよ

うとする一人一人の意識が高まった。

・水生生物の生育状況と水資源の環境、それを取り巻く暮らしの変化を関連付けて児童一

人一人が主体的に考えることで、それぞれの概念を形成することができた。

・児童が探究的な活動を行うことをとおして、水や海を取り巻く環境の様々な問題や実態

を実生活と置き換えたり、他教科・他学年とのつながりを意識しながら思考・判断した

りする力がついた。

・高見の海の未来について、各教科の既習事項から自分なりの表現方法を用い、具体例を

挙げながら書く力がついた。

・塩分濃度計や防水カメラを使って、塩分濃度や水温、水の中の生き物の様子など、普段

調べる機会がない事柄を調べることができ、児童にとって貴重な体験とすることができ

た。

⑪水を学習の題材・素材としたことによる効果

・本校の児童は、海や川を身近に感じながら生活しているので、河川に着目して学習して

いくことで問題や改善策などを見いだしやすく、課題を発見・解決していく能力が養わ

れた。また、身近な事柄であるため、児童は興味・関心をもちやすく、主体的に活動す

ることができた。

・社会科では、市の土地や人々の移り変わりを調べている。川や海は今と昔の比較対象と

して取り上げやすく、河川を題材にしたことで、土地を比べたり、新たな発見や予想を
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⑨「調べたことを伝えていこう」

児童は、自分たちが採集した海藻を使ってしおりを作ることにした。そして、これを

お世話になった６年生に感謝の気持ちとともにプレゼントすることにした。「６年生が

喜んでくれてよかっ

た」「海藻は食べるだ

けじゃなくてアレンジ

もできるね」「季節ご

とに違うしおりを作れ

そうだね」と身近な海

藻を活用しながら、季

節による海の様子（海藻）の変化にも

気付いていた。そして、後輩たちに学

びを残す活動を行った。「立花の海の

生きものについて、干汐海岸の塩分濃

度と海水温について、そして海や川の

環境についてまとめられるね」「生き

もの図鑑だけでなく、棒グラフや、海

や川の絵を入れると分かりやすいね」

と、内容や方法についても考えること

ができた。

⑩成果

・海や海に生息する生き物について調べるだけでなく、そのことから、水を通して人と海

に関連する環境問題について課題意識をもち、課題解決のためにできることを実践しよ

うとする一人一人の意識が高まった。

・水生生物の生育状況と水資源の環境、それを取り巻く暮らしの変化を関連付けて児童一

人一人が主体的に考えることで、それぞれの概念を形成することができた。

・児童が探究的な活動を行うことをとおして、水や海を取り巻く環境の様々な問題や実態

を実生活と置き換えたり、他教科・他学年とのつながりを意識しながら思考・判断した

りする力がついた。

・高見の海の未来について、各教科の既習事項から自分なりの表現方法を用い、具体例を

挙げながら書く力がついた。

・塩分濃度計や防水カメラを使って、塩分濃度や水温、水の中の生き物の様子など、普段

調べる機会がない事柄を調べることができ、児童にとって貴重な体験とすることができ

た。

⑪水を学習の題材・素材としたことによる効果

・本校の児童は、海や川を身近に感じながら生活しているので、河川に着目して学習して

いくことで問題や改善策などを見いだしやすく、課題を発見・解決していく能力が養わ

れた。また、身近な事柄であるため、児童は興味・関心をもちやすく、主体的に活動す

ることができた。

・社会科では、市の土地や人々の移り変わりを調べている。川や海は今と昔の比較対象と

して取り上げやすく、河川を題材にしたことで、土地を比べたり、新たな発見や予想を
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立てたりしていた。

・海の環境について学習することがＳＤＧｓについて考えることにつながり、集会発表で

は３Ｒについて意欲的に調べてまとめ、発表することができた。

２ 第４学年「高見の山調査隊」～高見の植物を発信しよう～

（１）目標 育成したい資質・能力 抜粋

①知識・技能

・高見山には、様々な種類の植物や生き物が生存しており、それらと環境との関わりについ

ての概念を形成することができる。

・高見の自然との関わりから、その自然を守るために関わっている人々の思いや努力、工 夫

について理解することができる。 他

②思考力・判断力・表現力

・学習したことをもとに、山の環境をよりよくするための活動に向け、課題を設定すること

ができる。

・高見山の自然に対して聞いたり調べたりしたことから出た結果を基に考察したことを、表

現方法を選び、表現することができる。 他

③主体性

・高見山について活動をする中で、自分で課題を設定し、課題解決に向けて調べる方法や計

画を考えたりすることができる。

・高見山の良さに気付き、自分の地域に誇りをもつことができる。他

（２）学習の内容

第３学年の時に「海の環境は、海に繋がる川の水も影響している」ことを学んだ児童

は、第４学年では、段入川の水源であり、校区の象徴として校名の由来ともなっている高

見山の環境について学ぶ。高見山には樹木や植物・動物等、豊かな自然が残っているが、

豪雨の影響による土砂崩れ、観光客等によるごみの不法投棄など、環境が守られていると

は言いがたい現実もある。しかし、地域の人々による環境保全の取組は 年以上前から行

われていること、現在も地域の方々や先輩である中学生たちが「高見山の森づくり」とし

て植樹や清掃活動を続けていることを知り、高見山の環境を守るために自分たちにできる

ことを考えていった。

①「知っているかな、高見山」（オリエンテーション）

導入として、高見山について知っていること、見聞きしたり体験したりしたことにつ

いて話し合った。児童からは、保護者と自家用車で登った体験や、日々学校や自宅周辺

から見上げている経験から「木がたくさん生えている」「鳥（カラスなど）がたくさん

いる」「イノシシがいると聞いたことがある」といった自然環境に関する情報や「山頂

付近に古い建物や施設がある」「（山頂からは）遠くまでよく見える」「ごみが捨てら

れていた」など、山と人々の生活に関わる情報を体験的に出し合った。その後、ｗｅｂ

上に公開されている国土地理院の地形図で全校遠足のルートや自宅の位置などを確認し

ながら高見山各所の風景写真を見て、疑問に思ったことを出し合った。

②「みんなで見付けた 高見山のなぞ」（課題設定）

地形図や写真、日常の経験から、高見山について追究したい課題を設定する活動を行

った。児童からは「『自然が豊か』と聞いたけど、それはなぜだろう」「実際にはどん

な動物や植物がいるのだろう」「（周りの山には見られない）知らない地図記号がたく

さんある。何だろう。（なぜ高見山にはあるのだろう）」「だれも住んでいない（普通

の家はない）高見山に、どうして大きな施設、立派な道路やトイレがあるのだろう」と

いった疑問をもとに、「（３年生の「磯たんけん」の時のように、）みんなで見付けた

『高見山のなぞ』を、実際に自分たちで調べて解明しよう」という課題を設定した。

③「調べよう 高見山のなぞ」（調査活動［文献等調査、フィールドワーク］の計画）

調査計画として、先輩たちの活動報告をもとに、実際に高見山に登る日を決め、高見

山の動植物に精通しておられる地域の方をゲストティーチャーとしてお招きして当日の

フィールドワーク及び事前・事後の学習を指導して頂くこととした。半日という限られ

た時間の中でのフィールドワークであるため、「現地でしかできないこと」「ゲストの

先生からこそ学びたいこと」「高見山のために今自分たちができること」という三つの

視点から活動内容を精選する必要があることを示したところ、子供たちは、「動植物の

観察」「山上の清掃活動（ごみ拾い）」の二つを選択した。これを基に、「地図記号か

ら調べよう」「動植物観察の準備をしよう」「高見山に登ろう」「学習のまとめをしよ

う（後輩につなごう）」という学習の流れを設定した。

「地図記号から調べよう」では、子供たちは気付いた３種の記号を調べ、それぞれ

「砂防ダム」「記念碑」「電波塔」であることを突き止めた。この「記念碑」のうちの

一つは国土交通省に「自然災害記念碑」として登録されているものである。児童は、こ

の碑文（授業者が平文に直したもの）から、 年以上前の人々が、乱伐による山林破壊

に対し、地域を挙げた植林事業で山を蘇らせたことを知った。児童はこのことを砂防ダ

ムの建設と結びつけ、山中にある多数の砂防ダムの画像を確認しながら、高見山の自然

を守る取組が国・県・市及び地域の人々により連綿と受け継がれていることを理解し

た。

④「登って調べよう 高見山の植物」

フィールドワーク当日、児童はゲストティーチャーとともに徒歩で山頂を目指した。

ルート上の各所で多彩な植物、イノシシが掘り返した斜面や登山道に残されたタヌキの

糞などを興味深く観察した。ゲストティーチャーの解説を含め、「家族に伝えたいこ

と」「学校で発表し、みんなに知らせたいこと」「後輩（未来）に引き継ぎたいこと」

という視点で得た情報を整理することにしており、それぞれがワークシートいっぱいに

メモを取っていた。東側山頂に到達後は清掃活動を行い、下山後学校でごみの分別を行

った。児童からは、ごみの量に改めて驚く声とともに、空き缶の中に捨てられたたばこ

やペットボトル内に飲み残された飲料など、マナーの悪さを指摘する声が相次いだが、
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な動物や植物がいるのだろう」「（周りの山には見られない）知らない地図記号がたく

さんある。何だろう。（なぜ高見山にはあるのだろう）」「だれも住んでいない（普通

の家はない）高見山に、どうして大きな施設、立派な道路やトイレがあるのだろう」と

いった疑問をもとに、「（３年生の「磯たんけん」の時のように、）みんなで見付けた

『高見山のなぞ』を、実際に自分たちで調べて解明しよう」という課題を設定した。

③「調べよう 高見山のなぞ」（調査活動［文献等調査、フィールドワーク］の計画）

調査計画として、先輩たちの活動報告をもとに、実際に高見山に登る日を決め、高見

山の動植物に精通しておられる地域の方をゲストティーチャーとしてお招きして当日の

フィールドワーク及び事前・事後の学習を指導して頂くこととした。半日という限られ

た時間の中でのフィールドワークであるため、「現地でしかできないこと」「ゲストの

先生からこそ学びたいこと」「高見山のために今自分たちができること」という三つの

視点から活動内容を精選する必要があることを示したところ、子供たちは、「動植物の

観察」「山上の清掃活動（ごみ拾い）」の二つを選択した。これを基に、「地図記号か

ら調べよう」「動植物観察の準備をしよう」「高見山に登ろう」「学習のまとめをしよ

う（後輩につなごう）」という学習の流れを設定した。

「地図記号から調べよう」では、子供たちは気付いた３種の記号を調べ、それぞれ

「砂防ダム」「記念碑」「電波塔」であることを突き止めた。この「記念碑」のうちの

一つは国土交通省に「自然災害記念碑」として登録されているものである。児童は、こ

の碑文（授業者が平文に直したもの）から、 年以上前の人々が、乱伐による山林破壊

に対し、地域を挙げた植林事業で山を蘇らせたことを知った。児童はこのことを砂防ダ

ムの建設と結びつけ、山中にある多数の砂防ダムの画像を確認しながら、高見山の自然

を守る取組が国・県・市及び地域の人々により連綿と受け継がれていることを理解し

た。

④「登って調べよう 高見山の植物」

フィールドワーク当日、児童はゲストティーチャーとともに徒歩で山頂を目指した。

ルート上の各所で多彩な植物、イノシシが掘り返した斜面や登山道に残されたタヌキの

糞などを興味深く観察した。ゲストティーチャーの解説を含め、「家族に伝えたいこ

と」「学校で発表し、みんなに知らせたいこと」「後輩（未来）に引き継ぎたいこと」

という視点で得た情報を整理することにしており、それぞれがワークシートいっぱいに

メモを取っていた。東側山頂に到達後は清掃活動を行い、下山後学校でごみの分別を行

った。児童からは、ごみの量に改めて驚く声とともに、空き缶の中に捨てられたたばこ

やペットボトル内に飲み残された飲料など、マナーの悪さを指摘する声が相次いだが、
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「それだけ高見山に来たい人が多いということでもある」と考えた児童もいた。山上で

他県からの観光客と話した（車のナンバープレートからレンタカーであると気付いた児

童が自分から話しかけていった）体験と関連させ、「それだけ魅力のある高見山を、こ

れからも守っていきたい」との思いを全員で共有することができた。

⑤「学習のまとめをしよう（後輩［未来］につなごう）」

学習のまとめとして表現活動を計画・実施した。タブレットＰＣを活用してグループ

毎にまとめのプレゼンテーションを作成し、参観日に保護者に対して発表した。授業

後、保護者から「子供にせがまれて、３回も一緒に高見山に登りました。親も知らない

ことが多く、勉強になりました。」との感想をいただくなど、高見山の自然が児童にと

って大切な、誇れる地域の宝として意識されていることを感じることができた。また児

童は「（自分たちがそうであったように）後輩が自分たちのまとめを学習に活用してく

れるといい」との思いをもっており、地域の自然を自分と周囲の人々とで共有し、大切

に守り育てていくことの素晴らしさを実感することができる学習となった。

３ 第５学年「高見の川調査隊」

（１）目標 育成したい資質・能力 抜粋

①知識・技能

・自然を守ることや環境保全の取組について情報を集めることができる。

・自分たちの身近な自然について考え、自分たちの生活に生かす事ができる。 他

②思考力・判断力・表現力

・川の調査をもとに自分なりに分析し、わかりやすくみんなに伝えることができる。 他

③主体性

・川の調査、分析をすることを決め、意欲的に高見の自然の様子を調べようとする。

・川の調査を通して、自分たちの生活を見直したり、自然を守るために何ができるか考え

たりすることができる。 他

（２）学習の内容

第３・４学年に続き、高見山から干汐海岸に流れ込む高見の川「段入川」について調査を

行う。児童は、これまでの学習から、山から川が流れて海に注いでいること、校区にホタル

が飛ぶ水路があること、また春の遠足の時に段入川沿いを歩いていたことを知っている。こ

のふるさとの川が今どのような状況なのかを調査し、自分たちにできることを考え、発信し

ていく。

①「オリエンテーション」

高見学区に流れる川について知っていることを交流した。児童からは、学校の近くの

川では夏になるとホタルが見られること、川はあるけれどほとんど水が流れていないこ

と等が挙げられた。そこで、地域の方に段入川の様子や歴史を教えていただき、児童は

護岸工事がされたことや生活・農業に欠かせないものであったことを知った。次は児童

自ら段入川とホタルの水路の探検に行き、違いを見付けることにした。

②「川の様子を調べよう」

川をたどって行き、川の様子や流域を調べることにした。水の量・流れの速さ・川岸の

様子・すんでいる生きもの 指標生物 ・水質調査（ＣＯＤパックテスト）・流域調査を

行った。山の方からも流れてきていたことや住宅街の中にもたくさんの水路があったこ

とに気付き、疑問をもった。

指標生物を見ると「やや汚い水」と判断された。パックテストでは、ある箇所が他の場

所と比較して特に汚れているという結果が出た。「家庭排水のせい？」「水が少ないか

ら？」と理由を考えたが、正解にはたどり着けなかった。

③「段入川についてもっと知ろう」

自分たちだけの調査では分からないことが

多かったので、尾道市公衆衛生推進協議会の

方にゲストティーチャーとして来校していた

だき、段入川の環境について教えていただい

た。段入川から繋がる水路にはカワニナがす

んでいるのでホタルもきっといること、川は

ずっと繋がって流れているので指標生物も移

動し、当該指標の場所にしかすんでいないと

いうわけではないこと、パックテストは温度

や時間、また取水場所の水量に左右されるので正確な検査結果を求めるのは難しいこと

なども教えていただき、自分たちの調査が間違っていたわけではないことが分かった。

また、尾道市の下水道普及率は ％と非常に低く、小型合併浄化槽を設置していること

を知った。しかし、これを活用しても ％の汚水は海に流れてしまうことも知った。

④「段入川と私達の生活についての関わりを考え、発信しよう」

段入川の歴史も現状も知った児童は、私達の生活に不可欠な大切な存在であり、ホタル

がすめる環境でもある段入川の自然環境を守るために自分たちができることを考えてい

った。家庭から排出される汚水を減らすために、「洗剤を使いすぎないようにする」

「味噌汁などを作るときは食べられる量だけにする」などの意見があった。これらを壁

新聞にし、全校児童に見てもらうことにした。また、これらの学んだことと自分たちが

取り組みたいことについて、保護者やお世話になった地域の方々に発表した。環境につ

いて親子・地域で考えるよい機会となった。

４ 第６学年「高見探検隊」～江府島探検をしよう～

（１）目標 育成したい資質・能力 抜粋

①知識・技能

・江府島探検をするために、たくさんの人々が関わっていることに気付くことができる。
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・自分たちが地域の人々と関わり合いながら過ごしていることに気付くことができる。

他

②思考力・判断力・表現力

・江府島探検で何を追究したいのか考え、自分のテーマを決めることができる。 他

③主体性

・漁協の方に質問したりインターネットで調べたりして自分たちの作りたいいかだの設計

を考えたり、江府島に上陸して調査したいことを考えたりすることができる。 他

（２）学習の内容

第６学年では、これまでの総合的な学習の時間で学んできた高見の山・川・海の学習の

集大成として高見小校区の海に浮かぶ無人島「江府島」に自分たちで作ったいかだで探検

に行く。干潟や磯の生き物、山の植物、川の水質等を調査してきた経験を活かし、江府島

で何を調査したいのか個々でテーマをもって出発する。この学習には多くの地域の方が協

力をしてくださっている。竹の切り出し、いかだのつくり方、実際に島へ渡る際の安全確

保など、向島町漁業協同組合の皆様、近隣各校に勤務の技術員チームの皆様、そして保護

者の皆様の多くのお力添えがあって実施できている。児童は地域の環境の素晴らしさとと

もに自分たちの周りにいる人の優しさに触れることで、感謝の気持ちとふるさとへの誇り

をもち、ふるさとの素晴らしい環境を守っていき、後輩たちにつないでいきたいという思

いを強くしている。

①「テーマを決めよう」

江府島探検は、 年以上続く高見小学校６年生の一大イベントである。この活動をする

ために本校に入学してくる児童もいるなど、小さいころからあこがれの活動となってい

る。先輩たちの活動も参考にしながら、島に上陸して調査してみたいことを考え、グル

ープごとに計画を立てていった。今年度の調査内容は「島周辺の魚介類の種類」「島で

釣れる魚の種類」「島の全周を測る」「島にあるもので火おこしをする」の四つであっ

た。第３学年の時に干潟や磯で調べた生き物との違いを調べ、環境の違いを比べてみた

いと思うと同時に、いつも見ている無人島で、いつもとは違う体験をしてみたいと思っ

ている。

②「歴史を知ろう」

この無人島にいかだで渡る活動を

始めた元校長先生をお呼びして、活

動が始まった時のことを教えていた

だいた。自分たちで考え、準備し、

試行錯誤しながらいかだを作ってい

たことや上陸して当時実施していた

活動などを教えていただいた。これ

に加え、児童の周りでこの活動を支

えてくださっている家族や地域の温

かさ、環境の良さ、そして続けてくれている先生達、全てがそろっているから、今自分

たちが江府島探検をできていることを語ってくださった。児童はこの活動ができること

は当たり前ではないことに気付き、周りの人々への感謝の気持ちをもつことができた。

③「準備をしよう」

いかだを組むた

めの竹の切り出し

から作業を始め

た。竹は、校区内

の方が所有する竹

林から譲ってもら

っている。以前は

保護者と一緒にＰ

ＴＣ行事として行っていたが、近年は地域の方や学校職員で切り出したものを児童たち

がいかだの長さに測ってのこぎりで切っている。いずれにしても、多くの方に協力をい

ただきながら行うことができている。切った竹は向島町漁業協同組合の倉庫に保管させ

ていただき、後日漁協の皆様に教えていただきながら児童がいかだを組み上げていっ

た。

④「江府島探検に行こう」

夏季休業に入り、出港時刻にちょう

ど良い潮になる日を選び、実行した。

この日も漁協の皆様が児童のいかだの

周りを漁船で並走して見守り、安全を

確保してくださっている。無人島は出

港場所からいかだで１時間弱の位置に

ある。教職員も複数体制で児童のグル

ープ活動の支援を行う。暑い時期なの

で、短時間での活動ではあるが、児童

は目的をもって無人島の調査を行っ

た。「小さな魚がいるよ」「貝やカニ

を見付けた」と発見を次々としていった。しかし、島の砂浜には、たくさんの木切れの

他にペットボトルやビニール袋が漂着していることにも気付いた。「ごみ（ペットボト

ル）を拾ったよ。持って帰ろう」という声もあがった。自分たちや観光客が町で捨てた

ゴミが海に流れ着いて海の環境を汚染している現実を見ることになった。

⑤「伝えよう」

江府島探検で多くのことを学んだ児童は、発見をスライドにまとめ全校児童に報告会

を開いた。これまで４年間の総合的な学習の時間で学んできたことを振り返り、高見の

環境を守っていきたいという思いが伝わる発表となった。さらに、下学年の児童には、

６年生になったら江府島探検に行きたいという憧れの思いももっていた。また、校舎内

にある江府島の環境に関する掲示を更新していこうと意欲をもった。
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Ⅳ まとめ

・地域の特色について、水のつながりをキーワードに据えて追究することによって、総合的な学

習の時間４年間をかけて系統的に環境を守り地域を誇れる児童を育成することができた。

・各学年の段階に沿って環境を守るために自分たちにできることを主体的に考え、発信すること

ができた。

・地域の方達とのつながりを深くし、一緒に環境保全活動に取り組むことで、ひととのつながり

を築き感謝の気持ちをもつことの大切さに気付くことができた。

・本校の宝である自然と地域人材の力を継承し、学びが充実するよう改善を重ねていきたい。

誌上発表４

地域の宝を誇りとし大切にする児童生徒の育成を目指して
～～ユネスコスクールとして小中一貫で取り組む自然体験活動～

山梨県南アルプス市立芦安小学校

校 長 根津 盛吾

Ⅰ はじめに

本校は、小中一貫校として「郷土を愛する心と夢を育み 未来を拓く人づくり」を学校の教育目標

に掲げ、南アルプスの広大な山林資源と、清らかに流れる水を生かした教育活動を進めている。

年には、隣接する芦安中学校と共にユネスコスクールに加盟した。これを契機に、ユネスコ

スクールの活動テーマのうちＳＤＧｓの目標 （教育）に関連した「持続可能な開発および持続可能

なライフスタイル」の分野を通して、自然環境の保全と持続可能な社会のあり方について考えること

のできる資質・能力の育成を目標とし、取組を推進してきた。特に「生物多様性、環境、エコパー

ク」を中心テーマとした学習と自然体験活動を重視し、学区の芦安地域だけでなく、ユネスコエコパ

ーク内にある周辺の自然環境（緩衝地域）と人々の生活の関わりについても学びを続けている。

本校の小中一貫の自然体験活動の概略は、下表のとおりである。本校の学校教育グランドデザイ

ンから引用する。

以下、それぞれの活動の中から、特に自然環境とのかかわりが深い事業内容について、項目ごと

に報告する。

Ⅱ 自然体験活動の実際

１ 巣箱づくりと巣箱の設置（４・５・６年生）※ ＮＰＯとの連携

ＮＰＯ芦安ファンクラブの方を講師としてお招きし、芦安地区に生息する鳥たちの種類や生活

について学んだ。その後、ご用意いただいた製作キットを基に、巣箱づくりに取り組んだ。仕上

がった巣箱は、近くの学校林に取り付けたり、各児童の自宅に持ち帰り、近隣の樹木につけたり

した。数日後には「鳥のひながいたよ！」という児童からの嬉しい報告が数件あった。

教 科 等 小 学 校 中 学 校 
総合学習等 自然体験（夜叉神峠・白根御池小屋） 

自然体験教室（NPO 芦安ファンク

ラブとの連携）巣箱づくり等 
御勅使川治水の学習（歴史・文化の

観点から）総合的な学習の時間  

全校登山（北岳・仙丈・鳳凰） 
自然パトロール（夜叉神峠） 
芦安探検隊 

芦安探検隊（歴史・伝統文化など）・夜叉神太鼓（和太鼓演奏） 
生活 
特活等 

農園を活用しての活動（栽培・食育活動） 
学校林整備事業（緑の少年少女隊） 
地域の方々や他校（早川北小）との交流（小中合同文化祭“白峰祭”） 
芦安ふれあい運動会（小中の児童生徒・保護者・地域住民一体） 

その他 ユネスコスクール（ＳＤＧｓ・ＥＳＤ教育）のユネスコエコパークの体験学習 
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のできる資質・能力の育成を目標とし、取組を推進してきた。特に「生物多様性、環境、エコパー
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ーク内にある周辺の自然環境（緩衝地域）と人々の生活の関わりについても学びを続けている。

本校の小中一貫の自然体験活動の概略は、下表のとおりである。本校の学校教育グランドデザイ

ンから引用する。

以下、それぞれの活動の中から、特に自然環境とのかかわりが深い事業内容について、項目ごと

に報告する。

Ⅱ 自然体験活動の実際

１ 巣箱づくりと巣箱の設置（４・５・６年生）※ ＮＰＯとの連携

ＮＰＯ芦安ファンクラブの方を講師としてお招きし、芦安地区に生息する鳥たちの種類や生活

について学んだ。その後、ご用意いただいた製作キットを基に、巣箱づくりに取り組んだ。仕上
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教 科 等 小 学 校 中 学 校 
総合学習等 自然体験（夜叉神峠・白根御池小屋） 

自然体験教室（NPO 芦安ファンク

ラブとの連携）巣箱づくり等 
御勅使川治水の学習（歴史・文化の

観点から）総合的な学習の時間  

全校登山（北岳・仙丈・鳳凰） 
自然パトロール（夜叉神峠） 
芦安探検隊 

芦安探検隊（歴史・伝統文化など）・夜叉神太鼓（和太鼓演奏） 
生活 
特活等 

農園を活用しての活動（栽培・食育活動） 
学校林整備事業（緑の少年少女隊） 
地域の方々や他校（早川北小）との交流（小中合同文化祭“白峰祭”） 
芦安ふれあい運動会（小中の児童生徒・保護者・地域住民一体） 

その他 ユネスコスクール（ＳＤＧｓ・ＥＳＤ教育）のユネスコエコパークの体験学習 
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２ 春先の学校林整備と地域清掃（小学生＆中学生＆保護者）

授業参観日の午後に、１～４年生が学校の周りの清掃活動を行い、５・６年生と中学生が学校

林整備で桜の記念植樹を行った。目的地となる学校林は、登山コースを徒歩で４５分間。山あり

谷ありの難コースだったが天候に恵まれ桜の植樹も無事に終了した。有意義な活動となった。

小学１～４年生も親子でしっかり学校周辺の清掃やごみ拾いができた。

３ 秋の学校林整備（小学生＆中学生＆保護者） ※ＮＰＯとの連携

春に続き、秋には小学校が保有する学校林において、整備活動を行った。毎年ＮＰＯ芦安ファ

ンクラブの講師の方々にご協力をいただいている。毎回レアな体験となっている。

まず始めに、講師の方々より「森はなぜ大切か」「木を育てるということ」など、なかなか普段

は自覚できないことを、丁寧にわかりやすくご説明いただいた。要旨は以下である。

〜森を育てるということ〜

私達の生活に欠かせない“木”。木を育てるということは、どんな風に私達の生活に関わってくる

でしょうか？

家を建てたり、椅子やテーブルを作ったり、味噌汁の茶腕だったり、暖炉で燃やして暖かく過ご

したり、ふと見渡せば様々なところで見つけられます。木を加工して何かを作ることは、私達の生活

に欠かせないのです。

また、木を育てるという事は私達の生活を守ってくれることにも繫がります。

しっかりとした木を育てれば、地面の中で根は大きく、土を掴むようにしっかりと広がります。

雨が降った時に水は色々な物を押し流します。当たり前のことですが、水は高い所から低い所に流れ

ていきます。

もし山の斜面の何もなければ、土や岩は水に押し流され私達の家まで押し寄せてくるかもしれま

せん。大雨が降り、家に向かって大量の土砂が流れてきたら家は簡単に壊されてしまいます。

ＮＰＯの方による巣箱づくりの学習 巣箱づくりの実習 完成した巣箱

沢を下り、目指す場所へ移動中 急斜面ながらも桜の植樹を実行 急斜面ながらも桜の植樹を実行

しかし、木の根がしっかりと土を掴んでくれて、水を吸い上げてくれていれば、たくさんの土が

流されることはないのです。

このように、木そして森は、私たちの生活にとても役立つ存在であり、「私たちを守ってくれると

いう存在でもあります。ですから、私たちは普段から木を大切にしていかねばなりません。

私たちが利用しやすいように、「まっすぐに育てる」ことや「間伐」をするということが必要なの

です。今日の活動は、そうした「大切な木と森のお手入れ」の活動です。

保護者にも協力を呼びかけ、一緒に活動していただいた。

上記にあるように、活動の主な内容は「枝打ち」と「間伐」である。長いのこぎりを用意し、

脚立やはしごも用意して、下部を保護者に支えてもらいながら、児童は「高い場所の枝打ち」を

体験した。おそるおそる、おっかなびっくりだった子どもたちも、次第に慣れてきて、意欲的に

活動していた。伐採した木材は、人力で校庭まで運び出した。これも重労働だった。

また、中学生は、講師の手ほどきにより「チェーンソー使用体験」をした。生まれて初めての

ことである。豪快な音を出し、太い木をみるみる切り出していくチェーンソーの力に、驚きと興

奮を隠せない生徒たちであった。

＜子どもたちの感想（抜粋）＞

■２年生になってから、のこぎりをつかえたので、よかったです。木とかをはこぶしごともあったけ

ど、大きい木をはこんだりしてつかれました。でも、みんなやゆおとうさんおかあさんとかがてつだ

ってくれたので、よかったとおもいました。

はしごをのぼるのはこわかったけど、のぼってみたら、楽しかったので、また来年もやってみたい

です。ながいのこぎりとかあってびっくりしました。【２年生女児】■

← 高い場所の枝打ちや木の切断と運び出しを行う小学生 ↑

↑ チェーンソー体験をする中学生 ↑ →

－ 76 － － 77 －



しかし、木の根がしっかりと土を掴んでくれて、水を吸い上げてくれていれば、たくさんの土が

流されることはないのです。

このように、木そして森は、私たちの生活にとても役立つ存在であり、「私たちを守ってくれると

いう存在でもあります。ですから、私たちは普段から木を大切にしていかねばなりません。

私たちが利用しやすいように、「まっすぐに育てる」ことや「間伐」をするということが必要なの

です。今日の活動は、そうした「大切な木と森のお手入れ」の活動です。

保護者にも協力を呼びかけ、一緒に活動していただいた。

上記にあるように、活動の主な内容は「枝打ち」と「間伐」である。長いのこぎりを用意し、

脚立やはしごも用意して、下部を保護者に支えてもらいながら、児童は「高い場所の枝打ち」を

体験した。おそるおそる、おっかなびっくりだった子どもたちも、次第に慣れてきて、意欲的に

活動していた。伐採した木材は、人力で校庭まで運び出した。これも重労働だった。

また、中学生は、講師の手ほどきにより「チェーンソー使用体験」をした。生まれて初めての

ことである。豪快な音を出し、太い木をみるみる切り出していくチェーンソーの力に、驚きと興

奮を隠せない生徒たちであった。

＜子どもたちの感想（抜粋）＞

■２年生になってから、のこぎりをつかえたので、よかったです。木とかをはこぶしごともあったけ

ど、大きい木をはこんだりしてつかれました。でも、みんなやゆおとうさんおかあさんとかがてつだ

ってくれたので、よかったとおもいました。

はしごをのぼるのはこわかったけど、のぼってみたら、楽しかったので、また来年もやってみたい

です。ながいのこぎりとかあってびっくりしました。【２年生女児】■

← 高い場所の枝打ちや木の切断と運び出しを行う小学生 ↑

↑ チェーンソー体験をする中学生 ↑ →

－ 77 －



■最初は「ヒルにさされるかな」とこわかった

けど、やっていくうちにこわいヒルのことは消

えました。木に生えている小枝を長いのこぎり

で切るのがけっこう大変でした。

なぜ木を切るのかが知れて、とてもよかった

です。来年はもっといろいろな木を切りたいと

思いました。【４年女児】■

４ 地域の自然（森林）学習会 ※ＮＰＯとの連携

ＮＰＯ法人「芦安ファンクラブ」の方を講師に招聘し、自然豊かな学区「芦安地区」に存在す

る植物の植生などについてフィールドワークを行った。併せて「芦安地域の歴史を学ぶ」という

趣旨で、地域の伝承について、講師から学ぶ機会を持った。

予め講師が地域を巡り作成した、左の「手作

り図鑑」を各児童に配布し、実際に戸外で自然

観察会を行った。

特に１年生にとっては、新鮮な活動となり、

熱心に探し、メモを取っていた。

以下、子どもたちの感想（抜粋）である。

■「くさのしゅるいやかたちがわかってよかったです」低学年児童

■「最後の（ネイチャー）ゲームが楽しかったで、またやりたいです」中学年児童

■「虎御前の伝説などがいろいろと聴けて良かったです」中学年児童

■「いつも見ても何も見つからなったけど、ゆっくり見てみると、いろいろ見つかってよかった

です」中学年児童

【６年女児】 【６年男児】

■「５年生の最後に源頼朝のことを調べていた中

で、そのときに芦安の歴史も（今日聞いた話と）同

じように出てきて、調べたことがたくさん出てきて

面白かったです」高学年児童

体験から学び、抱いた思いを自分の言葉で表現

し発信する。これからの時代に求められる力が、少

しずつ身に付きつつあるように感じられた。

５ エコパ伊奈ヶ湖 自然体験学習会 ※ＮＰＯとの連携

エコパとは「生物圏保存地域 ユネスコエコパーク 」の略である。世界自然遺産が、顕著な普

遍的価値を有する自然地域を保護・保全するのが目的であるのに対し、ユネスコエコパークは、

生態系の保全と持続可能な利活用の調和を目的としており、保護・保全だけではなく自然と人間

社会の共生に重点が置かれている。日本では ヶ所が認定されており、本校がある「南アルプス

市」も、 県 市町村の「南アルプスユネスコエコパーク」の一員として 年に登録承認され

た。

「持続可能な社会の構築」の実現のために、ＳＤＧｓとも関連づけながら総合的に扱う学びを

展開することにより、持続可能な地域づくりを担う子どもの育成を目指している。

本校では、「緩衝地域」にある伊奈ヶ湖に全校児童で赴き、エコパの理念や環境保全の大切さを

体験的に学んでいる。

熱
心
に
調
べ
て
い
る
六
年
生

↑ 自然観察ビンゴ

のシート

← ビンゴガイドウ

ォークの様子
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６ 南アルプス開山祭参加と広河原園地の散策（小中学生） ※市環境課・ＮＰＯとの連携

鳳凰三山（地蔵ヶ岳・観音岳・薬師岳）、白根三山（北岳・間ノ岳・農鳥岳）等の南アルプス連

峰の開山に際し、地元の広河原で「開山祭」が毎年 月に催されている。芦安小中の児童生徒

が、地元の代表として招かれ、「北岳の歌」や「雪山讃歌」の歌唱を披露している。午後には、Ｎ

ＰＯ芦安ファンクラブの方々の手ほどきにより、広河原園地の散策と自然体験を行っている。

ガイドマップを頼りに、広河原独自の植生や動植物について学ぶ機会となった。何気ない通り

道の脇にたたず貴重な植物について、芦安ＦＣの方々に教えていただきながら、資料を基に観察

を行った。また、かつて芦安村で盛んだった「林業」について、園地の巨木たちの姿をもとに歴

史を学んだ。江戸城築城の際、木こりたちが大変な思いをして、大木を切り出し、川から運び出

していた話を学びつつ、「巨木を切り出す斧」の使用体験も行った。

７ 登山体験「夜叉神峠」 ※小学３・４年生とその保護者 およびＮＰＯとの連携

日本第２位の高峰「北岳」を学区に抱える本校では、３年生からの登山活動が特色の一つにな

っている。３・４年生は、毎年「夜叉神峠」までの登山活動を行い、樹名板の設置や芦安村時代

の人々のくらし（林業）、ネイチャーゲームなどを楽しんできた。※下の写真 左の２枚は事前学習。

↑ 歌の披露 ↗ 黙とう 広河原ガイドマップ→
（ 芦安 作成）

↑ 大木の大きさ体験 ↑ 大木切り出し体験 ↑ 北岳 ↑双眼鏡を使用しての観察

８ 登山体験「白根御池小屋（北岳中腹）」※小学５・６年生 およびＮＰＯとの連携

５・６年生は、毎年７月に北岳登山道の中腹にある山小屋「白根御池小屋（標高約 、 ）」

まで登る。ここに宿泊する一泊二日の行程である。ここで高学年児童は、ＮＰＯ芦安ＦＣの方々

と登山体験をすることで、「山の歩き方・山でのマナー・自然保護と環境保全の実際・北岳近辺の

貴重な生態系」等の様々なことを学んでいる。

【目的】

（１） 南アルプスの自然や文化とそれを取り巻く環境について学び、自然に親しみ、大切にし

ていこうとする心情や態度を育てる。

（２） 自らの力で最後まで登山することで、困難に耐える心身の育成を図る。

（３） 公共の場のルールやマナーを学ぶ。

（４） 集団生活を通して、人を思いやり、協力することの大切さを理解する。

【活動を終えて】

① 登山の途中で様々な植物にふれ、芦安ファンクラブの方の説明をしっかり聞いて、それぞ

れの植物の特徴を学ぶことができた。

② お花畑の道を歩き、雪崩による樹木の変化や標高による植生の違いを知ることができた。

③ 大樺沢の雪渓を観察すると共に、雪渓の氷に触れ、自然への愛着を感じることができた。

↑ 樹名板の設置 ↗ネイチャーゲーム 児童感想→

①① ②② ③③ ④④

①→大樺沢二俣の大雪渓の前で撮影した一枚
②→白根御池小屋の前でＮＰＯのみなさんと記念写真
③→「花カルタ」で学びながら遊ぶ子どもたち
④→芦安ファンクラブの方と植生について学んでいる子ども

【子どもたちの感想】抜粋
◆一日の感想を書くときに振り返ったら、自分がどれだけがんばったか良くわかりました。
◆ヘリコプターが食べ物やトイレを運んでいるのを見た。大変なことだと思った。
◆雪渓が心に残っている。アイゼンをはいて雪渓を歩いて記念になった。
◆下山がとてもこわかったのですが、がんばりました。「こわい」が「楽しい」に変わりました。
◆チョーレアなオコジョを見れてマジうれしかったです！チョーかわいかった。会えてよかった！
◆昼食の後に出たサービスのアイスクリームがとてもおいしかった。つかれた体にしみこんだ。
◆草すべりでは、キタダケキンポウゲが見れた！その他にもいろいろな動物や植物がいた！
◆私が一番きれいだなと思った花はカラマツソウです。フワフワで白くてステキだなと思いました。
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（２） 自らの力で最後まで登山することで、困難に耐える心身の育成を図る。

（３） 公共の場のルールやマナーを学ぶ。

（４） 集団生活を通して、人を思いやり、協力することの大切さを理解する。

【活動を終えて】

① 登山の途中で様々な植物にふれ、芦安ファンクラブの方の説明をしっかり聞いて、それぞ

れの植物の特徴を学ぶことができた。

② お花畑の道を歩き、雪崩による樹木の変化や標高による植生の違いを知ることができた。

③ 大樺沢の雪渓を観察すると共に、雪渓の氷に触れ、自然への愛着を感じることができた。

↑ 樹名板の設置 ↗ネイチャーゲーム 児童感想→

①① ②② ③③ ④④

①→大樺沢二俣の大雪渓の前で撮影した一枚
②→白根御池小屋の前でＮＰＯのみなさんと記念写真
③→「花カルタ」で学びながら遊ぶ子どもたち
④→芦安ファンクラブの方と植生について学んでいる子ども

【子どもたちの感想】抜粋
◆一日の感想を書くときに振り返ったら、自分がどれだけがんばったか良くわかりました。
◆ヘリコプターが食べ物やトイレを運んでいるのを見た。大変なことだと思った。
◆雪渓が心に残っている。アイゼンをはいて雪渓を歩いて記念になった。
◆下山がとてもこわかったのですが、がんばりました。「こわい」が「楽しい」に変わりました。
◆チョーレアなオコジョを見れてマジうれしかったです！チョーかわいかった。会えてよかった！
◆昼食の後に出たサービスのアイスクリームがとてもおいしかった。つかれた体にしみこんだ。
◆草すべりでは、キタダケキンポウゲが見れた！その他にもいろいろな動物や植物がいた！
◆私が一番きれいだなと思った花はカラマツソウです。フワフワで白くてステキだなと思いました。
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ⅢⅢ 芦芦安安中中学学校校生生徒徒のの活活動動

１ 登山活動「北岳・仙丈ケ岳・鳳凰三山」

芦安小から芦安中に進学すると、さらに上級の登山活動が待っている。それが「「北岳・仙丈ケ
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ⅣⅣ おおわわりりにに
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名、中学校は全校生徒 名の小希望校である。しかしながら、地の利を生かした自然体験活動を

学校の特色として打ち出し、「芦安郷郷育」の理念のもと、既述してきたような活動を積極的に展開し

てきた。

恵まれた自然環境に囲まれつつ、「地元の学校を大切にしよう」という意識の高い地域の皆様の応

援もいただきながら、「芦安ならでは」の環境教育に力を入れている。児童生徒は、公立学校として

の通常の教育課程での学習に加え、紹介してきた「本物の自然に触れる活動」にも意欲的に取り組

み、得難い体験をしている。「ふるさと芦安が好きだ」という郷土愛と自然愛護の心をより一層育成

できるよう、これからも全職員の共同・協働体制のもと励んでいきたい。

キキタタダダケケソソウウ発発見見！！ 絶絶景景（（富富士士山山）） 北北岳岳山山頂頂ににてて

【芦安中の学校だよりから】
今回の登山の途中で偶然出会った方から「昔は登山を経験させる学校がたく
さんあったが、最近はあまり聞かなくなった。世の中の流れでやむを得ないことか
もしれないが、苦労に耐え、乗り越えた先の喜びを身をもって体験するいい機会
なのに・・・素晴らしいことなのでぜひこれからも続けてくださいね」と言われまし
た。確かに今の世の中「できるだけ苦労をしないように」「面倒なことはしない」
「コスパ、タイパが悪いことは無駄」という方向に物事が進むことが多いように感
じます。ただそうした時代の中で、芦安中学校の伝統行事の価値や私たち教師の
狙いを理解していただき評価してくださる方がいることをうれしく思いました。

誌上発表５

持続可能な社会の担い手を育むための教育の推進

～ふるさとの海に親しみ、ふるさと愛を高める活動を通して～

福井県小浜市立内外海小学校

校 長 一瀬 泰史

Ⅰ はじめに

本校は、福井県小浜市北部の海側に位置し、全校児童 名７学級の学校である。平成３年に堅

海小学校、阿納尻小学校、矢代小学校を統合し、内外海小学校として開校した。平成 年には田

烏小学校と統合し、内外海地区全体が統合された学校となり現在に至る。

内外海地区は、小浜湾に面する内海と若狭湾に開ける外海の両方に面している。校歌に「久須

夜と彦姫」「天平の塩」「日本に初めて渡ってきた象」「天下の奇勝蘇洞門」が歌われ、各集落

から海の道が続き風光明媚な地域である。日本に初めて象が渡ってきた際、象をつないだとされ

る“象つなぎ岩”が校区に現存する。この歴史にちなみ、学校には、象の石像が設置されており、

児童から“パオンちゃん”の愛称で親しまれている。

海の幸に恵まれ、古代から若狭国は御食国（みけつくに）とされ、塩や魚介類など豊かな食材

を奈良や京都の都に提供してきた土地柄でもある。校舎からは小浜湾を一望することができ、全

ての校区は海に面しており、児童は、日々海への親しみと恵みを感じながら育っている。

Ⅱ 本校の学びについて

令和６年度は、「内外海の子として大きな志をもち、未来へ挑戦できる子」の育成を学校教育

目標とし、「志高く！輝け 内外海っ子！」をスローガンとして掲げ教育活動を進めている。本

校が目指す児童像として、「地域を愛し、地域に愛される子（地域に愛される学校）」を設定し、

複雑で広範な社会課題を自分事として捉えられるよう、ふるさと学習を基盤として、地域と連携

した体験活動の充実を図っている。

本校はユネスコスクールに加盟しており、ＳＤＧｓの達成に貢献できるよう、ＥＳＤ教育に取

り組んできた。教育活動全体を通して、ＥＳＤの視点に立ち、６つの概念（Ⅰ多様性 Ⅱ相互性

Ⅲ有限性 Ⅳ公平性 Ⅴ連携性 Ⅵ責任性）に関わる課題を見いだし、解決に向けて取り組んで

いる。活動を通してつけたい資質・能力として、国立教育政策研究所の７つの能力を参考に、本

校では３つの資質・能力にしぼり、育成を図っていきたいと考えており、ＥＳＤカレンダーを作

成し、これらの力を色分けして表示している。なお、ＥＳＤカレンダーは学期毎に振り返りを行

い、修正を加えながら活用している。

本校の強みとして、海洋教育によるふるさと学習が挙げられる。海とのつながりを生かし、海

洋教育パイオニアスクールプログラムにも参加しており、海に親しみ、海を知り、海を守り、海

を利用するという海洋教育のキーワードを意識して体験学習を進めている。海の環境について考

える活動として、『海ゴミ調査』や海ゴミの『アップサイクル』をテーマに活動に取り組み、自

分達の生活を振り返る学びを行っている。

これらの活動のまとめとして、学習成果を学校外に『発信すること』にも取り組んでいる。校

内学習発表会はもちろんのこと、「福井県のプレゼン大会」や「県立若狭高校のＳＳＨポスター

発表会」などを活用しながら、自らの学びを発信することを通して、ふるさとへの更なる気付き

を喚起し、ふるさとの環境や素晴らしさを未来に引き継いでいきたいと考える児童を育成したい

と考えている。
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１ ＥＳＤ教育全体計画 ２ 本校で育成する資質・能力

３ 本校のＥＳＤカレンダーの例（令和６年度 ６学年）
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２ 本校で育成する資質・能力

３ 本校のＥＳＤカレンダーの例（令和６年度 ６学年）
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Ⅲ ふるさと学習の実践

本校では、総合的な学習の時間や生活科を中心に、ふるさと学習と各教科の学習を横断しなが

ら、「ふるさと内外海の海」についての学習に取り組んでいる。小浜や内外海の海の魅力を感じ

取り、恵みに感謝し、ふるさと愛を高めることで、この素晴らしい環境を未来に引き継いでいき

たいという思いがもてるよう活動を行っている。特に高学年においては、活動を行う中で生まれ

てきた海に関する様々な課題を地域と共有し、解決に向けて思考し、外へ発信する活動を行って

いる。

以下に、令和５年度から令和６年度にかけての実践を報告する。

○ふるさと学習単元

単元名 対象学年

内外海の魅力を見つけよう！ 全学年

内外海の海を守ろう！ ４・５・６年生

内外海の魅力を広めよう！ ４・５・６年生

１【単元名】内外海の魅力を見つけよう！ 【対象学年】全学年

（１）マリンレジャー体験

２・４年生が校区内の「ブルーパーク阿納」にお

いて、シーカヤック体験に取り組んだ。事前学習で

は、４年生がスライドや過去の写真を使って２年生

にパドルの使い方説明を行った。当日は、４年生が

２年生とペアを組み、パドルの使い方をアドバイス

したり、景色や海を楽しんだりすることができた。

３・５年生では、ブルーパーク阿納を利用し、海

釣り体験や海水を用いた塩作りを行ったり、釣った

魚を捌く体験を行ったりした。自分たちで作った塩

と梅干しを

使っておにぎりを作り、釣った魚と一緒に食した。山

の幸、海の幸に触れ、地域の魅力を五感で感じること

ができた。

また、「ブルーパーク阿納」は、修学旅行生の受け

入れを行っており、毎年他県から多くの生徒が修学旅

行で訪れる。このような施設を運営していくことが持

続可能なまちづくりや美しい海の維持につながる旨の

話をお聞きし、児童は、それぞれにふるさとの未来を

思い描いていた。

（２）内外海の特産物を知ろう①

３年生では内外海地区の特産物についての学習に取り組んだ。特産物の１つでもある梅を

１～３年生で収穫し、梅を使った料理を探し、ゲストティーチャーの指導により「梅干し」

と「梅ジャム」作りに取り組んだ。冬には養殖の「若狭わかめ」の出荷体験にも取り組んだ。

シーカヤック体験

海釣り体験

ゲストティーチャーから養殖の方法について教えて

頂き、出荷作業と同じように、重さを量り、袋詰め

の作業を体験した。

地域の海の特産物の魚についても学習を行った。５

年生では、ヒラメの陸上養殖場やふくいサーモンの

海上養殖場見学、タコかご漁体験を行った。それぞ

れ、育てる漁

業の大切さに

ついて理解が

深まったようである。特に、ヒラメの陸上養殖は、酸

素ナノバブルを用いた完全無投薬養殖技術により養殖

されており、魚のえさや排泄物等で海の水を汚さない

とのことであった。養殖の新しい技術について理解を

深めると共に、これから地元の海の環境をどう守って

いくかについても考えるきっかけとなった。

５・６年生では、地域に残る伝統料理と、継承する

人々の努力について調査を行った。若狭湾一帯では、

伝統的に鯖料理の文化が根付いている。調査を踏まえ、

地域の伝統料理である「鯖のへしこ」や「なれずし」

作りを行った。ここ数年、地球の温暖化により海水温

が上昇し、地元では天然・養殖を問わず、鯖の収穫量

が激減している。このような状況の中、地元の特産物

の鯖を使用できる喜びを感じ、海の恵みの持続可能性

について学びを深めることができた。

また、２・３年生児童は、海洋学科の高校生に指導

を受けながら、鯖を捌く体験を行った。地元で獲れた

鯖を使い、それぞれ三枚おろしに挑戦した。慣れない

包丁使いであったが、真剣な取組が見られた。地域の

特産物について調べるだけでなく、実際に体験するこ

とで、海の恵みを体感できたようである。

タコかご漁体験

鯖さばき体験（高校生と）

陸上養殖場の見学

わかめ収穫体験

ふくいサーモン養殖場見学

鯖へしこづくり体験
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（３）内外海の特産物を知ろう② 「牡蠣養殖」の学習

令和５年度から、内外海地区で盛んに行われてい

る「牡蠣養殖」の学習を４年生が中心に取り組んでい
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に牡蠣を育て、成長観察していくことで牡蠣と海の環境について学ぶことが目的である。最
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ただいた。温暖化が進む日本の海の現状に不安と問題点を感じ取る児童が多かった。

牡蠣の成長観察の具体的な活動として、県立大学から３倍体（早く成長する個体）の牡蠣

の稚貝を譲り受け、寸法や重量を計測し、学校近くの養殖筏において、海中に垂下を行い、

定期的に成長観察を行っている。

さらに、学校内においても、牡蠣の稚貝を水槽で育てており、海と水槽での育ちの比較を

行っている。牡蠣が育つ環境について学び、内外海の海の豊かさを改めて感じ取った児童が

多かった。今後も定期的に調査を進めていく予定である。

（４）地域の民話から学ぶ

３年生は、地域に残る昔話の学習で、海に関わる地

域の民話に親しむ活動を行った。地域の語り部の方か

ら、校区の西小川地区や仏谷地区に伝わるお地蔵さん

の昔話を聞き、西小川地区のフィールドワークを行い、

お地蔵さんのお堂の見学や地域の方からお話を聞い

た。また、仏谷地区では牡蠣の養殖が盛んであるが、

なぜ内外海地区で牡蠣の養殖が盛んになったのかを昔

話と絡めお話しいただいた。

牡蠣の養殖について学ぶ

牡蠣養殖筏で成長観察

水槽での牡蠣成長調査

地域の漁村に伝わる昔話を聞く

なお、西小川地区の昔話は、日本財団「海ノ民話のまちプロジェクト」によりアニメ化さ

れ、完成後全校児童で作品鑑賞を行った。児童は、昔話が単なる昔の話ではなく、海と関わ

る地域の人々の心に現在も生き続けていることを実感したようであった。

（５）内外海の海をみんなで泳ごう（遠泳大会）

毎年、５・６年生は、内外海地区の海水浴場におい

て、遠泳大会を実施している。練習から本番当日まで

多くの地域の方や保護者の方からの支援を頂き、校区

の犬熊海水浴場から隣の阿納海水浴場まで、６年生が

、５年生が を泳ぎ切っている。最初は足が着

かない深い海での水泳に恐怖心を感じる児童も多い

が、練習と多くの方からの支援により、全員が完泳し

ている。ゴールまで泳ぎ切った際の笑顔はとても素晴

らしく、それぞれが自信を付け、自己の成長を感じ取

ることができた。

（６）内外海の海の魅力を描こう

１・２年生が内外海の海の魅力をテーマに共同制作

に挑戦している。事前学習として、内外海の海につい

て話し合ったり、魚を調べたり、海での体験を語り合

ったりして海の魅力を確認し合った。

令和６年度は、北陸新幹線をテーマに、親しみのあ

る内外海の海の魅力を大きな紙に描いた。自慢の魚や

海の波等に北陸新幹線のイメージを組み合わせた作品

となった。

作品は、市役所をはじめ、ＪＲ小浜駅、文化会館等

に巡回展示し、児童らの海への愛着と内外海の海の素晴らしさを広く伝えている。

２【単元名】内外海の海を守ろう！【対象学年・人数】４・５・６年生

（１）海洋プランクトン調査

４年生では、社会科の学習と関連させ、「山・川・

海」のつながりについて、学習を進めた。その際に、

プランクトンに着目し、福井県立大学の出前講座を活

用し、海の豊かさを守るためには、山や川を大切に管

理していくことの大切さを学んだ。また、大学で培養

している植物プランクトンを顕微鏡で観察し、魚や貝

がどのようなプランクトンをエサにしているかを見る

ことができた。

養殖の学習では、地元の民宿業者の人々が取り組ん

でいる魚養殖の方法、工夫・努力、課題についてインタビューや調べ学習を通して詳しく学

ぶことができた。特に、エサの食べ残しによる海洋汚染や水温上昇への対策などを学んだ。

海洋プランクトン観察

遠泳大会

内外海の海の魅力を共同制作
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（２）海ゴミの学習

令和５年度に４・５・６年生は、海ゴミ拾いと海ゴ

ミ調査を年間計３回行った。主に、５年生が中心とな

り、ゴミの種類や量、重さなどを昨年度の資料と比較

したり、夏と冬での漂着物や量について比較したりし

た。 ＳＵＰで近くの海岸に向かい、海ゴミの調査活

動を行った。海

ゴミは、プラス

チックのゴミが

多いと考えてい

る児童が大半だ

ったが、意外にも発泡スチロールの量が一番多く、結

果にとても驚いていた。また、ペットボトルのキャッ

プや外国のゴミが想像以上に多く、国内だけの努力で

は難しいことを感じ取っていた。 一方、講師の先生

からは、「太平洋ベルトに集まるゴミは、日本のもの

が一番多い」ことを教えてもらい、５･６年生は、自分

たちの生活の中からゴミを減らしていくことを考えて

いる。

海ゴミ調査を年間３回実施でき、経年比較や、夏と

冬の季節による比較ができ、風向きや潮の流れや、季

節によるゴミの種類（農業肥料のカプセル等）等、様々

な視点から海ゴミについて分析や考察ができた。今年

度も活動を継続している。

（３）アップサイクルの活動

海ゴミのアップサイクルの活動を行っている。令

和５年度の６年生は、海ゴミを活用した「ハーバリ

ウム」作りを行った。今年度、４・５年生は、海ゴ

ミ拾い・調査を行った際に、海ゴミのプラスチック

を使用したアクセサリー作りを体験している。

どちらも海ゴミをアップサイクルする活動であ

り、ゴミを資源として捉え直すことで、今後自分達

ができること

について考え

るきっかけとなった。また、この地区に設置された

プラリサイクルベースにおいて、海ゴミのプラスチ

ックを粉砕する機械の見学を行った。ここで粉砕さ

れた海ゴミプラをアクセサリー作りで活用してお

り、リサイクルの大切さとともに、活動による地域

おこしの実態を学ぶ事ができた。

メガ でゴミ回収へ

海ゴミ利用のアクセサリー作り

プラリサイクルベースの見学

海ゴミの仕分けと計量

浜での海ゴミ回収

３【単元名】内外海の魅力を広めよう！ 【対象学年・人数】 ５・６年生

（１）鯖街道踏破活動

６年生は、毎年小浜市から京都市に向けての古道

「鯖街道」を歩く体験を行っている。鉄道や自動車

が普及する以前の時代には徒歩により、若狭湾で獲

れた食材を奈良や京都に送り届けていたという歴

史を元に、６年生が、小浜市から京都出町までを１

日かけて徒歩とバスで踏破する体験である。古道を

歩く児童は、鯖を背負って京の都に向かう昔の人々

に思いをはせていた。ゴールの京都出町枡形商店街

では、商店街の方からのねぎらいの言葉を頂き、「鯖

街道踏破」のくす玉割りイベントにより大歓迎を受けた。児童からは商店街会長に、自分た

ちが漬けた“鯖のへしこ”をプレゼントし、小浜の鯖の を行った。児童はこの活動で、京

の都とふるさと小浜の結びつきを感じるとともに、京から見る小浜の食の豊かさ、すばらし

さを再確認できたと感じる。

なお今年度、文化庁は、福井県若狭の海産物を京都に運んだ鯖街道を中心とする小浜市と

若狭町の日本遺産「海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群～御食国（みけつくに）若狭と鯖

街道～」を、「特別重点支援地域（日本遺産プレミアム）」に全国で初めて選定した。これ

から鯖街道の学習は、さらにふるさと愛を高めてくれるものになると感じている。

（２）修学旅行での広報

６年生の修学旅行では、大阪の京橋中央商店街

において、小浜市の特産物の販売体験活動を行っ

ている。その際、地域の特産物として自分達が漬

けた“鯖のへしこ”を販売している。また、海ゴ

ミアップサイクルの活動で作製した「オリジナル

のハーバリウム」をお客さんにプレゼントし喜ば

れた。

（３）学びのアウトプット

１年間のふるさと学習の学びを校内学習発表会で各学年が発表し、保護者や地域の方々に

ご意見を頂いた。それぞれの学級で工夫した発表方法により、自分たちの学びを効果的に伝

えることができた。

また、６年生が、ふるさと学習で学んだことを福

井県立若狭高等学校 の発表会にて発表した。「ご

みを減らして美しい内外海に」と題して、地域の海

岸の海ゴミ問題の現状とゴミを減らすための取組、

ゴミ問題を解決するために、自分は何ができるかに

ついて発表を行った。多くの聴衆から、質問や意見

を頂くことができ、この活動を中学校になっても継

続していきたいと感じる児童が多かった。令和６年

度末には、福井県のプレゼン大会においても発表を

行う予定である。

大阪での特産物販売体験

若狭高校でのポスターセッション

京都出町枡形商店街に到着
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Ⅳ まとめ

１ 学校校評価から

学校評価の中で、「地域を愛し、地域に愛される子（地域に愛される学校）」を設定し、ふ

るさと学習を基盤として、地域と連携した体験活動の充実を図ってきた。ふるさとに親しむ活

動が、ふるさとを愛する心を育て、守っていきたいとする思いを高め、持続可能な社会の担い

手の育成につながることを期待し取り組んでいる。

下のグラフは、令和５年度末の学校評価アンケートの一部である。

学年により回答に幅はあるが、８割以上の児童から、肯定的な回答が得られた。今後さらに

それぞれの活動の目的を明確にし、児童にわかりやすく説き、活動に携わる全員が共有し取り

組むことで、すべての児童が地域に誇りをもち、地域のためにできることを考えられるよう、

活動していきたい。

２ 活動を通しての成果と課題

ふるさと学習の諸活動において、児童が体験を伴う活動を経験することで、座学では学べな

い内外海の海の現実を学ぶことができている。また、校外学習や体験活動の事前学習、ふり返

り、まとめなどを通して、各教科で学び得た「知識・技能」「思考・判断・表現の力」を活用

することができた。ＥＳＤカレンダーによる教科横断的な学びを編成することで、厚みのある

ふるさと学習に取り組めている側面もある。一方、継続的な取組の面から、教員の経験の差を

どのようにフォローし合うかが今後の課題である。地域では、海の生業に従事されている方々

が多く、「児童のためなら」や、「ふるさとの内外海を守り発展させていく人材を育成したい」

等の思いを強くもっておられ、校外学習・体験活動をはじめ、本校の教育活動に大変協力的で

ある。地域と課題意識を共有し、地域の方々と交流することを通して学習活動に取り組むこと

は、「ふるさと内外海」を愛する心を育むことにつながる。そのためにも、一層の教職員の連

携や知識・技能の共有・伝達は必要不可欠である。

今後も、ふるさと学習を通して児童のふるさと愛を高め、持続可能なふるさと、社会を作っ

ていこうとする意欲を高めていきたいと考える。

教員
児童

保護者
活活動動をを通通ししてて、、地地域域にに誇誇りりををももつつここととががででききたた

よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

教員
児童

保護者
地地域域ののたためめににででききるるここととをを考考ええたた

よくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

研研 究究 会会 沿沿 革革 史史
全国小中学校環境教育研究会

東京都小中学校環境教育研究会

昭和 ．９． 東京都小中学校公害対策研究会が錦華小学校にて発足

初代会長に 小野 孝雄 就任

． 会報「碧い空」創刊号を発行

． 講演会「公害と児童生徒の健康について」を開催（都ＰＴＡと共催）

昭和 ．１． 会長・副会長で四日市・尼崎方面の公害状況を観察

昭和 ． ．５ 公害講演会を開催（都ＰＴＡと共催）、空気清浄器を都内５０校へ配布

．１ 都内児童生徒の公害に関する作文・詩募集

昭和 ． ．１ 全国主要都市の中学１年生を対象に公害意識調査実施

昭和 ．１． 都内小学校・中学校を対象に教育環境調査を実施、２月に結果を発表

２． 全国小中学校公害対策研究会を発足（東京都港区立桜田小学校）

東京・大阪・四日市・北九州・神奈川・千葉・釜石

昭和 ．６．１ 第二代会長 伊藤 和 就任

．１ 東京都学校公害対策連絡協議会に協力

昭和 ． ．７ 第１回 学校公害研究大会を開催（代々木ゼミナール）

昭和 ．４． 都の学校に及ぼす公害対策研究会へ協力

． 第２回 学校公害研究大会を開催（東京都港区立桜田小学校）

昭和 ．２．６ 第３回 学校公害研究大会を開催（勤労福祉会館）

２． 単行本「碧い空を子どもらに」を発行

昭和 ．４．１ 第三代会長 中島 定吉 就任

４． 東京都公害副読本・スライド製作委員を出し、その製作に協力

昭和 ．１． 第２回 全国調査実施「東京都及び七大都市の教育環境意識調査」

中学１年・小学校５年生、都内４万名、七大都市８万名

全国小中学校養護教諭対象「公害に関する意識と実態調査」３５ ０００校

１． 第４回「親と教師の公害研究大会」開催（勤労福祉会館）

昭和 ． ． 第５回 学校公害教育研究大会開催（東京都江戸川区立平井南小学校）

． 公害講座開講（朝日新聞社講堂）

昭和 ．６．１ 都内の児童生徒対象「公害意識と実態調査」実施

昭和 ．２． 第６回公害研究大会（東京都品川区立鈴ヶ森中学校）
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研研 究究 会会 沿沿 革革 史史
全国小中学校環境教育研究会

東京都小中学校環境教育研究会

昭和 ．９． 東京都小中学校公害対策研究会が錦華小学校にて発足

初代会長に 小野 孝雄 就任

． 会報「碧い空」創刊号を発行

． 講演会「公害と児童生徒の健康について」を開催（都ＰＴＡと共催）

昭和 ．１． 会長・副会長で四日市・尼崎方面の公害状況を観察

昭和 ． ．５ 公害講演会を開催（都ＰＴＡと共催）、空気清浄器を都内５０校へ配布

．１ 都内児童生徒の公害に関する作文・詩募集

昭和 ． ．１ 全国主要都市の中学１年生を対象に公害意識調査実施

昭和 ．１． 都内小学校・中学校を対象に教育環境調査を実施、２月に結果を発表

２． 全国小中学校公害対策研究会を発足（東京都港区立桜田小学校）

東京・大阪・四日市・北九州・神奈川・千葉・釜石

昭和 ．６．１ 第二代会長 伊藤 和 就任

．１ 東京都学校公害対策連絡協議会に協力

昭和 ． ．７ 第１回 学校公害研究大会を開催（代々木ゼミナール）

昭和 ．４． 都の学校に及ぼす公害対策研究会へ協力

． 第２回 学校公害研究大会を開催（東京都港区立桜田小学校）

昭和 ．２．６ 第３回 学校公害研究大会を開催（勤労福祉会館）

２． 単行本「碧い空を子どもらに」を発行

昭和 ．４．１ 第三代会長 中島 定吉 就任

４． 東京都公害副読本・スライド製作委員を出し、その製作に協力

昭和 ．１． 第２回 全国調査実施「東京都及び七大都市の教育環境意識調査」

中学１年・小学校５年生、都内４万名、七大都市８万名

全国小中学校養護教諭対象「公害に関する意識と実態調査」３５ ０００校

１． 第４回「親と教師の公害研究大会」開催（勤労福祉会館）

昭和 ． ． 第５回 学校公害教育研究大会開催（東京都江戸川区立平井南小学校）

． 公害講座開講（朝日新聞社講堂）

昭和 ．６．１ 都内の児童生徒対象「公害意識と実態調査」実施

昭和 ．２． 第６回公害研究大会（東京都品川区立鈴ヶ森中学校）
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昭和 ．４．１ 第四代会長 立石 書信 就任（中央公害審議会委員兼務）

６．５ 都内の児童生徒の公害意識実態調査「教育環境調査」実施

昭和 ．５． 環境週間記念、都内の児童生徒の公害に関するポスター、作品募集

７． 都内の児童生徒の夏季２０日間健康調査実施

昭和 ．２． 第７回環境教育研究全国大会開催（日本青年館）

昭和 ．５． 東京都環境週間行事に協力、都内児童生徒の図画・作文募集

．５ 第８回環境教育研究会全国大会開催（東京都台東区立下谷小学校）

昭和 ．１． 東京都環境週間実行委員派遣

昭和 ．４． 東京都教育委員会副読本及びスライド編集に協力

５． 東京都環境週間行事に協力、都内児童生徒の図画・作文募集

９．７ 東京湾人工渚見学会を実施

昭和 ．１． 東京都環境週間実行委員派遣

２． 第９回環境教育研究会全国大会開催（東京文化会館）

昭和 ．５． 東京都環境週間行事に協九一都内児童生徒の図画・作文募集

６． 東京都内児童・生徒２０ ０００人に環境意識調査実施

９． 「これからの環境教育はどうあるべきか」研究会開催

（日本環境協会と共催）

．６ 江東清掃工場・東京湾埋立地見学会

昭和 ．１． 東京都環境週間実行委員派遣

昭和 ．５． 東京都環境週間行事に協力

． 人工渚・廃棄物埋立地等の東京湾及び宇宙博見学

昭和 ．１月～７月 環境週間東京都実行委員会に参加協力

４月～６月 同上の行事の図画・作文募集に協力

６．５ 環境教育講演会（東商ホール）

７． 公害副読本代表者会議

９．３ 日本環境協会の映画企画の協力

． 都水道施設見学（利根川水口）

昭和 ．２． 常任理事会（朝霞浄水）

２． 環境教育の講演と映画会（労音会館）

２． 第１１回 全国環境教育研究大会（東京文化会館）

昭和 ．８． 第１２回 全国環境教育研究大会（滋賀県大津市）

． 人工渚・廃棄物埋立地等東京湾見学会

昭和 ．４．１ 第五代会長 谷本 寛 就任（中央公害審議会委員兼務）

４月～６月 東京都環境週間行事に協力

６． 環境庁長官室にて本研究会役員と鯨岡長官、環境教育について懇談

． 隅田川・東京湾見学会（隅田川クラブ後援）

昭和 ．１月～６月 環境週間東京都実行委員会に参加協力

２．５ 第１３回 全国環境教育研究大会（東京文化会館）

昭和 ．４月～６月 同上行事の図画作文募集・審査協力

． 全体研究会（於東京都教育会館 講師 愛知教育大学教授 榊原康男先生）

． 環境教育授業協議会（東京都杉並区立方南小学校）

昭和 ．１． 同 上 （東京都江戸川区立上小岩小学校）

２． 第１４回 全国環境教育研究大会（東京・関東百貨店健保会館）

会報「碧い空」２０号発刊

１月～６月 環境週間東京都実行委員会に参加協力

昭和 ．４．１ 第六代会長 藤田 繁雄 就任（中央公害審議会委員兼務）

４月～６月 同上行事の図画作文募集・審査協力

．４ 全体研究会（東京都台東区立下谷小学

校）

講師 文部省初等中教育局 教科調査官 奥井智久先生

． 自本科学協会等主催、リモートセンジング研修会に協力

昭和 ．１． 第１５回 全国環境教育研究大会（東京文化会館）

１月～６月 環境週間東京都実行委員会に参加協力

昭和 ．４．１ 第七代会長 平野 輝和 就任（中央公害審議会委員兼務）

６．９ 第五代会長 谷本 寛 第２回朝日森林文化賞を受賞

． 環境教育研究授業及び協議会（東京都渋谷区神宮前小学校）

昭和 ．１． 第１６回 全国・東京都環境教育研究大会（東京都江戸川区総合文化センター）

１月～６月 環境週間都行事に参加協力

昭和 ．４．１ 第八代会長 遠藤 尚 就任（中央公害審議会委員兼務）

６．５ 東京都台東区立下谷小学校にて総会

． 千葉県船橋市立船橋小学校環境教育研究大会見学

．５ 東京都公害監視委員会と意見交換

昭和 ．１． 第１７回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）
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昭和 ．４．１ 第五代会長 谷本 寛 就任（中央公害審議会委員兼務）

４月～６月 東京都環境週間行事に協力

６． 環境庁長官室にて本研究会役員と鯨岡長官、環境教育について懇談

． 隅田川・東京湾見学会（隅田川クラブ後援）

昭和 ．１月～６月 環境週間東京都実行委員会に参加協力

２．５ 第１３回 全国環境教育研究大会（東京文化会館）

昭和 ．４月～６月 同上行事の図画作文募集・審査協力

． 全体研究会（於東京都教育会館 講師 愛知教育大学教授 榊原康男先生）

． 環境教育授業協議会（東京都杉並区立方南小学校）

昭和 ．１． 同 上 （東京都江戸川区立上小岩小学校）

２． 第１４回 全国環境教育研究大会（東京・関東百貨店健保会館）

会報「碧い空」２０号発刊

１月～６月 環境週間東京都実行委員会に参加協力

昭和 ．４．１ 第六代会長 藤田 繁雄 就任（中央公害審議会委員兼務）

４月～６月 同上行事の図画作文募集・審査協力

．４ 全体研究会（東京都台東区立下谷小学

校）

講師 文部省初等中教育局 教科調査官 奥井智久先生

． 自本科学協会等主催、リモートセンジング研修会に協力

昭和 ．１． 第１５回 全国環境教育研究大会（東京文化会館）

１月～６月 環境週間東京都実行委員会に参加協力

昭和 ．４．１ 第七代会長 平野 輝和 就任（中央公害審議会委員兼務）

６．９ 第五代会長 谷本 寛 第２回朝日森林文化賞を受賞

． 環境教育研究授業及び協議会（東京都渋谷区神宮前小学校）

昭和 ．１． 第１６回 全国・東京都環境教育研究大会（東京都江戸川区総合文化センター）

１月～６月 環境週間都行事に参加協力

昭和 ．４．１ 第八代会長 遠藤 尚 就任（中央公害審議会委員兼務）

６．５ 東京都台東区立下谷小学校にて総会

． 千葉県船橋市立船橋小学校環境教育研究大会見学

．５ 東京都公害監視委員会と意見交換

昭和 ．１． 第１７回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）
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昭和 ．６．６ 昭和６１年度 定期総会（東京都練馬区立光和小学校）

． 現地研修会（東京都八王子市立由木西小学校）

昭和 ．１． 第１８回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）

昭和 ．４．１ 第九代会長 塩沢 勇 就任（中央公害審議会委員兼務）

６．４ 東京都台東区立大正小学校にて総会

．９ 現地研修会（東京都文京区立昭和小学校）

昭和 ．１． 第１９回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）

昭和 ．４．１ 第十代会長 小尾 辰昌 就任（中央公害審議会委員兼務）

１月～６月 環境週間都行事に参加協力

６．６ 昭和６３年度 定期総会（東京都台東区立富士小学校）

９． 都内児童の環境意識調査を実施

．６ 環境教育研究大会第１１回大会参加（大阪・時乗 晃 副会長）

． 環境教育研究会 見学会（厚木市・七沢自然教室）

平成元．１． 第２０回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）

１． 会報「碧い空」２６号発刊

平成元．４．１ 第十一代会長 松澤 秀俊 就任（中央公害審議会委員兼務）

６．６ 平成元年度 定期総会（東京都台東区立富士小学校）

９．５ 環境教育研究会 見学会（つくば市公害研究所）

環境教育研究会第１２回大会参加（大阪・時乗 晃 副会長）

平成２．１． 第２１回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）

１月～６月 環境週間都行事に参加協力

１． 会報「碧い空」２７号発刊

平成２．６．６ 平成２年度 定期総会（東京都台東区立富士小学校）

９． 松澤秀俊会長 環境教育推進指導資料作成委員

９． 環境教育研究会 見学会（台風のため中止）

． 第１５回 全国教育研究大会に参加（国立教育会館 江頭 基子会計）

．６ 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都中央区立銀座中学校）

平成３．１． 第２２回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）

１． 会報「碧い空」２８号発刊

環境週間都行事の図画・作文募集審査への参加協力

平成３．４．１ 第十二代会長 高木 恒治 就任（中央公害審議会委員兼務）

５． 平成３年度 定期総会（江東区立東陽小学校）

９． 環境教育研究会 見学会（神奈川環境センター）

． 都小中学校環境教育研究発表会（江戸川区立松江小学校）

平成４．１． 第２３回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）

会報「碧い空」２９号発刊

東京都環境実行委員会への参加

環境教育シンポジウムへの参加

全国ネットワークの強化活動

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

平成４．５． 平成４年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会（東京都渋谷区立本町東小学校）

第十三代会長 岩本 光雄 就任（中央公害審議会委員兼務）

７． 平成４年度 全国小中学校環境教育研究会定期総会（ホテルマリナーズコート東京）

７． ～ 教育総合展参加協力（研究発表・展示・実演）

．８ 東京都小中学校環境教育研究発表会（北区立豊島中学校）

平成５．１． 事務局 江頭基子 文部省環境教育指導資料作成協力（平成６．３．３１迄）

１． 全国小中学校環境教育研究大会（中央区立教育センター）

会報「碧い空」３０号、研究紀要２４号発刊

３． 環境教育研究集録 第 集発刊

東京都環境週間行事実行委員会への参加協力

文部省環境教育シンポジウムへの参加

都教委グループ研究助成費受給

全国ネットワークの強化活動

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間行事運営委員会への協力（委員長：会長、副委員長：副会長）

平成５．５． 平成５年度 東京都小中学校環境教育研究会 定期総会

（東京都渋谷区立神宮前小学校）

平成６．１． 第２５回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都庁 第二庁舎・ホール）

会報「碧い空」３１号、研究紀要２５号発刊

全国小中学校環境教育研究会支部長会・総会（東京都庁 第二庁奮・ホール）

２． 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都大田区立西六郷小学校）

３． 環境教育研究集録 第４集発刊

文部省環境教育シンポジウムへの参加、協力

全国ネットワークづくりの活動強化（支部結成）

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長：会長、副委住長：副会長）

平成６．６． 平成６年度 東京都小中学校環境教育研究会 定期総会

（東京都渋谷区立神宮前小学校）

平成６． ． 第３０回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都江戸川区立南葛西第三小学校）

平成７．１． 第２６回 全国小中学校環境教育研究大会

全国支部長会（東京都江戸東京博物館ホール）
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． 都小中学校環境教育研究発表会（江戸川区立松江小学校）

平成４．１． 第２３回 全国・東京都環境教育研究大会（東京文化会館）

会報「碧い空」２９号発刊

東京都環境実行委員会への参加

環境教育シンポジウムへの参加

全国ネットワークの強化活動

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

平成４．５． 平成４年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会（東京都渋谷区立本町東小学校）

第十三代会長 岩本 光雄 就任（中央公害審議会委員兼務）

７． 平成４年度 全国小中学校環境教育研究会定期総会（ホテルマリナーズコート東京）

７． ～ 教育総合展参加協力（研究発表・展示・実演）

．８ 東京都小中学校環境教育研究発表会（北区立豊島中学校）

平成５．１． 事務局 江頭基子 文部省環境教育指導資料作成協力（平成６．３．３１迄）

１． 全国小中学校環境教育研究大会（中央区立教育センター）

会報「碧い空」３０号、研究紀要２４号発刊

３． 環境教育研究集録 第 集発刊

東京都環境週間行事実行委員会への参加協力

文部省環境教育シンポジウムへの参加

都教委グループ研究助成費受給

全国ネットワークの強化活動

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間行事運営委員会への協力（委員長：会長、副委員長：副会長）

平成５．５． 平成５年度 東京都小中学校環境教育研究会 定期総会

（東京都渋谷区立神宮前小学校）

平成６．１． 第２５回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都庁 第二庁舎・ホール）

会報「碧い空」３１号、研究紀要２５号発刊

全国小中学校環境教育研究会支部長会・総会（東京都庁 第二庁奮・ホール）

２． 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都大田区立西六郷小学校）

３． 環境教育研究集録 第４集発刊

文部省環境教育シンポジウムへの参加、協力

全国ネットワークづくりの活動強化（支部結成）

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長：会長、副委住長：副会長）

平成６．６． 平成６年度 東京都小中学校環境教育研究会 定期総会

（東京都渋谷区立神宮前小学校）

平成６． ． 第３０回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都江戸川区立南葛西第三小学校）

平成７．１． 第２６回 全国小中学校環境教育研究大会

全国支部長会（東京都江戸東京博物館ホール）

－ 97 －



会報「碧い空」３２号、研究紀要２６号発刊

文部省、第１回全国環境フェアへの参加協力（埼玉県）

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長：会長、副委員長：副会長）

３． 環境教育研究集録 第５集発刊

平成７．６．９ 平成７年度 東京都小中学校環境教育研究会 定期総会

全国小中学校環境教育研究会 定期総会

全国支部長会（東京都渋谷区立神宮前小学校）

第十四代会長 江頭 基子 就任（中央公害審議会委員兼務）

８．７ 環境教育研究会 一日研修（港区立芝小学校）

．４ 第３１回 東京都小中学校療境教育研究発表会（東京都北区立西浮間小学校）

平成８．１． 第２７回 全国小中学校環境教育研究大会（福岡県福岡市、福岡市博物館）

会報「碧い空」３３号、研究紀要２７号発刊

文部省、第２回全国環境フェアへの参加協力（ ． ～ ．１福岡県）

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長：会長、副委員長：副会長）

３． 環境教育研究集録 第８集発刊

平成８．５． 平成８年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国支部長会（東京都渋谷区立神宮前小学校）

４．５ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

．６ 第３２回 東京都小中学校環境教育研究発表会

第２８回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都渋谷区立神宮前小学校）

会報「碧い空」３４号、研究紀要 号発刊

文部省 第３回全国環境フェアへの参加協力（ ． 仙台市）

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長‥会長、副委員長：副会長）

平成９．３． 環境教育研究集録 第７集発刊

平成９．５． 平成９年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立杉並第三小学校）

第２９回 全国小中学校環境教育研究大会（高知県民文化ホール）

平成９．８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会研究部夏季宿泊研修

（東京都杉並区立教職員研修所）

． 第３３回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都江戸川区小松川第二小学校）

会報「碧い空」３５号、研究紀要２９号発刊

全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

文部省 第４回全国環境フェア参加（松江市）

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長：会長、副委員長：副会長）

平成 ．３． 環境教育研究集録 第８集発刊

平成 ．５． 平成１０年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立杉並第三小学校）

第十五代会長 中庭 武雄 就任

８．２～３ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

平成 ．１． 第３０回 全国小中学校環境教育研究大会

第３４回 東京都小中学校環境教育研究発表会

（東京都杉並区立杉並第十小学校、セシオン杉並）

会報「碧い空」３６号、研究紀要３０号発刊

第２回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長：－二会長、副委員長：副会長）

３． 環境教育研究集録 第 集発刊

平成 ．５． 平成１１年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都渋谷区立笹塚小学校）

８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

９． ～ 自然観察会実施（新潟県・当間観光リゾート）

．７ 第３５回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都渋谷区立笹塚小学校）

平成 ．１． 第３１回 全国小中学校環境教育研究大会（岐阜大学教育学部附属心・中学校）

会報「碧い空」３７号、研究紀要３１号発刊

第３回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

文部省全国環境フェア参加（広島市）

環境パートナーシップ東京会議への参加

中央環境審議会企画政策部会と各種団体との意見交換会出席（経済社会のグリーン化）

３． 環境教育研究集録 第 集発刊

平成 ．６．９ 平成１２年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立杉並第十小学校）

平成 ．６．９ 第十六代会長 平部 武彦 就任

平成 ．８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区富士学園）

平成 ．１． 第３２回 全国小中学校環境教育研究大会

第３６回 東京都小中学校環境教育研究発表会

（東京都渋谷区立猿楽小学校・渋谷区立鉢山中学校）

会報「碧い空」３８号、研究紀要３２号発刊

第４回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

第２回 自然観察会（新潟県・十日町市）実施

東京都環境週間行事運営委員会に参加

第３回 文部省全国環境学習フェア（三重）参加
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平成 ．３． 環境教育研究集録 第８集発刊

平成 ．５． 平成１０年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立杉並第三小学校）

第十五代会長 中庭 武雄 就任

８．２～３ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

平成 ．１． 第３０回 全国小中学校環境教育研究大会

第３４回 東京都小中学校環境教育研究発表会

（東京都杉並区立杉並第十小学校、セシオン杉並）

会報「碧い空」３６号、研究紀要３０号発刊

第２回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

東京都環境週間行事の図画・作文募集、審査協力

東京都環境週間運営委員会への協力（委員長：－二会長、副委員長：副会長）

３． 環境教育研究集録 第 集発刊

平成 ．５． 平成１１年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都渋谷区立笹塚小学校）

８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

９． ～ 自然観察会実施（新潟県・当間観光リゾート）

．７ 第３５回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都渋谷区立笹塚小学校）

平成 ．１． 第３１回 全国小中学校環境教育研究大会（岐阜大学教育学部附属心・中学校）

会報「碧い空」３７号、研究紀要３１号発刊

第３回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

文部省全国環境フェア参加（広島市）

環境パートナーシップ東京会議への参加

中央環境審議会企画政策部会と各種団体との意見交換会出席（経済社会のグリーン化）

３． 環境教育研究集録 第 集発刊

平成 ．６．９ 平成１２年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立杉並第十小学校）

平成 ．６．９ 第十六代会長 平部 武彦 就任

平成 ．８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区富士学園）

平成 ．１． 第３２回 全国小中学校環境教育研究大会

第３６回 東京都小中学校環境教育研究発表会

（東京都渋谷区立猿楽小学校・渋谷区立鉢山中学校）

会報「碧い空」３８号、研究紀要３２号発刊

第４回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

第２回 自然観察会（新潟県・十日町市）実施

東京都環境週間行事運営委員会に参加

第３回 文部省全国環境学習フェア（三重）参加
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平成 ．３． 環境教育研究集録 第１１集発刊

平成 ．６．８ 平成１３年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会 ′

全国理事会（東京都杉並区立杉並第十小学校）

８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

９．８～９ 第３回 自然観察会実施（新潟県刈羽村、当間リゾート）

平成 ．１． 第３３回 全国小中学校環境教育研究大会

第３７回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都江戸川区立大杉小学校）

会報「碧い空」３９号、研究紀要３３号発刊

第５回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

第４回 文部科学省全国環境学習フェア（滋賀）参加

環境パートナーシップ東京会議への出席

環境教育、環境学習連絡会に出席

平成 ．３． 環境教育研究集録 第１２集発刊

平成 ．６．７ 平成１４年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立大久保小学校）

第十七代会長 佐々木 定治 就任

８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

９．８～９ 第４回 自然観察会実施（新潟県十日町市、当間リゾート）

． 第３８回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都江戸川区立二之江中学校）

平成 ．１． 第３４回 全国小中学校環境教育研究大会（千葉県成田市立吾妻小学校・吾妻中学校）

会報「碧い空」４０号、研究紀要３４号発刊

第６回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

第５回 文部科学省全国環境学習フェア（金沢市）参加

環境教育、環境学習連絡会に出席

平成 ．３． 環境教育研究集録 第 集発刊

平成 ．６． 平成１５年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立大久保小学校）

８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

９．６～７ 第５回 自然観察会実施（新潟県十日町市、当間リゾート）

平成 ．１． 第３５回 全国小中学校環境教育研究大会

第３９回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都新宿区立大久保小学校）

会報「碧い空」４１号、研究紀要３５号発刊

第７回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

第６回 文部科学省 全国環境学習フェア参加（群馬県片品村）

環境教育、環境学習連絡会に出席

平成 ．３． 環境教育研究集録 第１４集発刊

平成 ．６． 平成１６年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

８．９～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

８． ～ 環境教育研修会（福島県Ｊビレッジ）

９．４～５ 環境教育研修会（新潟県当開高原）

平成 ．１． 全国理事会

１． 第３６回 全国小中学校環境教育研究大会

第４０回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都江戸川区立東葛西小学校）

会報「碧い空」４２号、研究紀要３６号発刊

第８回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

第７回 文部科学省 全国環境学習フェア参加（愛媛県松山市）

環境教育、環境学習連絡会に出席

平成 ．３． 環境教育研究集録 第１５集発刊

平成 ．６． 平成１７年度 全国理事会

平成１７年度 東京都小中学校環境教育研究会総会（東京都杉並区立泉南中学校）

第十八代会長 高橋 康夫 就任

８．９～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

９．３～４ 環境教育研究会 自然観察会 新潟県 当間高原

．１ 全国理事会

．２ 第３７回 全国小中学校環境教育研究大会（愛知県小坂井町立小坂井西小学校）

平成 ．２． 第４１回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都調布市立布田小学校）

会報「碧い空」４３号、研究紀要３７号発刊

第９回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール

第８回 文部科学省 全国環境学習フェア参加（鳥取県）

平成 ．６．６ 平成１８年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（杉並区立教職員研修所）

８． 第１０回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

９．２～３ 自然観察会（新潟県塗当開高原）

．９ 全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

． 第３８回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都杉並区立泉南中学校）

第４２回 東京都小中学校環境教育研究発表会

会報「碧い空」第４４号 研究紀要第３８号発行

第９回 文部科学省 全国環境学習フェア参加（つくば市）

平成 ．６． 平成１９年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会 ′

全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

第十九代会長 岸 栄子 就任

８．９～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修会（東京都杉並区立教職員研修所）
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全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

８．９～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

８． ～ 環境教育研修会（福島県Ｊビレッジ）

９．４～５ 環境教育研修会（新潟県当開高原）

平成 ．１． 全国理事会

１． 第３６回 全国小中学校環境教育研究大会

第４０回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都江戸川区立東葛西小学校）

会報「碧い空」４２号、研究紀要３６号発刊

第８回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール実施

第７回 文部科学省 全国環境学習フェア参加（愛媛県松山市）

環境教育、環境学習連絡会に出席

平成 ．３． 環境教育研究集録 第１５集発刊

平成 ．６． 平成１７年度 全国理事会

平成１７年度 東京都小中学校環境教育研究会総会（東京都杉並区立泉南中学校）

第十八代会長 高橋 康夫 就任

８．９～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（東京都杉並区立教職員研修所）

９．３～４ 環境教育研究会 自然観察会 新潟県 当間高原

．１ 全国理事会

．２ 第３７回 全国小中学校環境教育研究大会（愛知県小坂井町立小坂井西小学校）

平成 ．２． 第４１回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都調布市立布田小学校）

会報「碧い空」４３号、研究紀要３７号発刊

第９回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール

第８回 文部科学省 全国環境学習フェア参加（鳥取県）

平成 ．６．６ 平成１８年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

８． ～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修（杉並区立教職員研修所）

８． 第１０回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

９．２～３ 自然観察会（新潟県塗当開高原）

．９ 全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

． 第３８回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都杉並区立泉南中学校）

第４２回 東京都小中学校環境教育研究発表会

会報「碧い空」第４４号 研究紀要第３８号発行

第９回 文部科学省 全国環境学習フェア参加（つくば市）

平成 ．６． 平成１９年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会 ′

全国理事会（東京都杉並区立泉南中学校）

第十九代会長 岸 栄子 就任

８．９～ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修会（東京都杉並区立教職員研修所）
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、

８． 第１１回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

９．１～２ 自然観察会（新潟県当開高原）

． 全国理事会（埼玉県越谷市立大袋東小学校）

． 第３９回 全国小中学校環境教育研究大会（埼玉県越谷市立大袋東小学校）

平成 ．２． 第４３回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都多摩市立南鶴牧小学校）

会報「碧い空」第４５号 研究紀要第３９号

第１０回文部科学省 全国環境学習フェア参加（岡山市）

平成 ．６． 平成２０年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（杉並区立泉南中学校）

第二十代会長 綿貫 沢 就任

８．４～５ 東京都小中学校環境教育研究会夏季宿泊研修会（東京都杉並区立教職員研修所）

８．８． 第１２回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

９．６～７ 自然観察会（新潟県当開高原）

．４ 全国理事会（板橋区立金沢小学校）

．５ 第４０回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都板橋区立金沢小学校）

第４４回 東京都小中学校環境教育研究発表会

会報「碧い空」第４６号 研究紀要第４０号

第１１回文部科学省 全国環境学習フェア（福島市）

平成 ．６． 平成２１年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（杉並区立和泉小学校）

第二十一代会長 末吉 潤一 就任

６． ～ 自然観察研修会（尾瀬ヶ原）

８． 第１３回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

９．５～６ 自然観察会（新潟県当開高原）

． 全国理事会（広島県海田町立海田東小学校）

． 第４１回 全国小中学校環境教育研究大会（広島県海田町立海田東小学校）

会報「碧い空」第４７号 研究紀要第４１号

平成 ．６． 平成２２年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立杉並第四小学校）

６． ～ 自然観察研修会（尾瀬ケ原）

８． 第１４回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

９．４～５ 自然観察会（新潟県当間高原）

．２ 全国理事会（多摩市立南鶴牧小学校）

．３ 第４２回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都多摩市立南鶴牧小学校）

会報「碧い空」第４８号 研究紀要第４２号

平成 ．６． 平成２３年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立東戸山小学校）

８． 第１５回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

． 全国理事会（宮城県気仙沼市立大谷小学校）

． 第４３回 全国小中学校環境教育研究大会

（宮城県気仙沼市立大谷小学校・大谷中学校）

会報「碧い空」第４９号 研究紀要第４３号

平成 ．６． 平成２４年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立東戸山小学校）

第二十二代会長 棚橋 乾 就任

８・ 第１６回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

平成 ．１・２月 文部科学省・環境省

平成２４年度 環境教育に関する教職員、環境保全を担う者に向けた研修（協力）

２月 文部科学省 全国環境学習フェア（協力）

２． 全国理事会（東京都新宿区立東戸山小学校）

２・ 第４４回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都新宿区立東戸山小学校）

第４８回 東京大会（東京都新宿区立東戸山小学校）

会報「碧い空」第５０号 研究紀要第４４号

平成 ．６． 平成２５年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立鶴巻小学校）

６． 東京都小中学校環境教育研究会 研究員発足

８． 第１７回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

． 全国理事会（秋田県大仙市大曲市民会館）

． 第４５回 全国小中学校環境教育研究大会（秋田大会 秋田県大仙市）

会報「碧い空」第５１号 研究紀要第４５号

平成 ．１． 第４９回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都多摩市立連光寺小学校）

１・２月 文部科学省・環境省

平成２５年度 環境教育に関する教職員、環境保全を担う者にむけた研修（協力）

平成 ．６． 平成２６年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立鶴巻小学校）

７． エネルギー研修会（東京ガス扇島工場、がすてな～あに見学）

． 全国理事会（神奈川県横浜市立永田台小学校）

． 第４６回 全国小中学校環境教育研究大会（神奈川大会 横浜市立永田台小学校）

研究紀要第４６号

． 第１８回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

平成 ．１． 第５０回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都板橋区立板橋第二小学校）

１・２月 文部科学省・環境省
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平成 ．６． 平成２３年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立東戸山小学校）

８． 第１５回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

． 全国理事会（宮城県気仙沼市立大谷小学校）

． 第４３回 全国小中学校環境教育研究大会

（宮城県気仙沼市立大谷小学校・大谷中学校）

会報「碧い空」第４９号 研究紀要第４３号

平成 ．６． 平成２４年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立東戸山小学校）

第二十二代会長 棚橋 乾 就任

８・ 第１６回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

平成 ．１・２月 文部科学省・環境省

平成２４年度 環境教育に関する教職員、環境保全を担う者に向けた研修（協力）

２月 文部科学省 全国環境学習フェア（協力）

２． 全国理事会（東京都新宿区立東戸山小学校）

２・ 第４４回 全国小中学校環境教育研究大会（東京都新宿区立東戸山小学校）

第４８回 東京大会（東京都新宿区立東戸山小学校）

会報「碧い空」第５０号 研究紀要第４４号

平成 ．６． 平成２５年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立鶴巻小学校）

６． 東京都小中学校環境教育研究会 研究員発足

８． 第１７回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

． 全国理事会（秋田県大仙市大曲市民会館）

． 第４５回 全国小中学校環境教育研究大会（秋田大会 秋田県大仙市）

会報「碧い空」第５１号 研究紀要第４５号

平成 ．１． 第４９回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都多摩市立連光寺小学校）

１・２月 文部科学省・環境省

平成２５年度 環境教育に関する教職員、環境保全を担う者にむけた研修（協力）

平成 ．６． 平成２６年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立鶴巻小学校）

７． エネルギー研修会（東京ガス扇島工場、がすてな～あに見学）

． 全国理事会（神奈川県横浜市立永田台小学校）

． 第４６回 全国小中学校環境教育研究大会（神奈川大会 横浜市立永田台小学校）

研究紀要第４６号

． 第１８回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

平成 ．１． 第５０回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都板橋区立板橋第二小学校）

１・２月 文部科学省・環境省

－ 103 －



平成２６年度 環境教育に関する教職員、環境保全を担う者にむけた研修（協力）

平成 ．６． 平成２７年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都新宿区立鶴巻小学校）

第二十三代会長 国分 重隆 就任

７． エネルギー研修会（東京ガス扇島工場、がすてな～に見学）

． 全国理事会（東京都多摩市立多摩第一小学校）

． 第４７回 全国小中学校環境教育研究大会

（東京大会 多摩市立多摩第一小学校）

第５１回 東京都小中学校環境教育研究発表会

会報「碧い空」第５２号 研究紀要第４７号

． 第１９回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

． 文部科学省・環境省

平成２７年度 環境教育・ カリキュラムデザイン フォローアップ研修（協力）

平成 ．１・２月 文部科学省・環境省

平成２７年度 環境教育・ カリキュラムデザイン研修（協力）

平成 ．６． 平成２８年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都品川区立第三日野小学校）

第二十四代会長 小山 成志 就任

７． エネルギー研修会（東京ガス扇島工場、田町スマエネパーク見学）

８．１ 地球温暖化防止コミュニケーター養成講座（東京都品川区立第三日野小学校）

． 全国理事会（須賀川市内ホテル）

． 第４８回 全国小中学校環境教育研究大会（福島大会 須賀川市立白方小学校）

会報「碧い空」第５３号 研究紀要第４８号

． 第２０回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

平成 ．１・２月 文部科学省・環境省

平成２８年度 環境教育・ カリキュラムデザイン研修（協力）

２． 第５２回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都品川区立第三日野小学校）

平成 ．６． 平成２９年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都品川区立第三日野小学校）

第二十五代会長 野澤 由美 就任

７． エネルギー研修会（東京ガス根岸工場、田町スマエネパーク見学）

７． 地球温暖化防止コミュニケーター養成講座（東京都品川区立第三日野小学校）

７・８月 エコ×エネ体験ツアー水力編 小学生親子ツアー（協力）

８・ 月 文部科学省・環境省

平成２９年度 環境教育・ カリキュラムデザイン研修（協力）

．７ 全国理事会（掛川市内ホテル）

．８ 第４９回 全国小中学校環境教育研究大会（静岡大会 菊川市立菊川西中学校）

会報「碧い空」第５４号 研究紀要第４９号

．９ 第２１回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

平成 ．２． 第５３回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都中野区立鷺宮小学校）

平成 ．６． 平成３０年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都品川区立第三日野小学校）

７． エネルギー研修会（東京ガス新宿地域冷暖房センター見学）

８．１ 地球温暖化防止コミュニケーター養成講座（ 新宿カンファレンスセンター）

８月 エコ×エネ体験ツアー水力編 小学生親子ツアー（協力）

． ～ 先生方のためのエコ×エネ体験ツアー （協力）

． 全国理事会（府中市内）

． 第５０回 全国小中学校環境教育研究大会（東京大会 府中市立武蔵台小学校）

第５４回 東京都小中学校環境教育研究発表会

会報「碧い空」第５５号 研究紀要第５０号

．８ 第２２回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

・１月 環境省 平成３０年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

平成 ．２． 平成３０年度 水産多面的機能発揮対策シンポジウム（協力）

（全国漁業協同組合連合会、全国内水面漁業協同組合連合会）

令和元．６．７ 平成３１年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立浜田山小学校）

第二十六代会長 藤森 克彦 就任

７． エネルギー研修会（東京ガス豊洲スマートエネルギーセンター見学）

８～２月 環境省 平成３１年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

８．８ 先生方のためのエコ×エネ体験ツアー 火力編（協力）

． ～ 先生方のためのエコ×エネ体験ツアー 水力編（協力）

． 全国理事会（富里市内ホテル）

． 第５１回 全国小中学校環境教育研究大会（千葉大会 富里市立根木名小学校）

会報「碧い空」第５６号 研究紀要第５１号

．７ 第２３回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

令和２．２．７ 第５５回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都町田市立南成瀬小学校）

令和２．６月 令和２年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会・全国理事会

（新型コロナウイルス感染症 感染拡大防止のため書面開催）

６月 第２４回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール 中止

７月 エネルギー研修会 中止

９～３月 環境省 令和２年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

令和３．２． 全国理事会（書面開催）

第５２回 全国小中学校環境教育研究大会

第５６回 東京都小中学校環境教育研究発表会

オンライン開催（録画配信・期間限定録画配信）

会報「碧い空」第５７号 研究紀要第５２号
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会報「碧い空」第５４号 研究紀要第４９号

．９ 第２１回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

平成 ．２． 第５３回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都中野区立鷺宮小学校）

平成 ．６． 平成３０年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都品川区立第三日野小学校）

７． エネルギー研修会（東京ガス新宿地域冷暖房センター見学）

８．１ 地球温暖化防止コミュニケーター養成講座（ 新宿カンファレンスセンター）

８月 エコ×エネ体験ツアー水力編 小学生親子ツアー（協力）

． ～ 先生方のためのエコ×エネ体験ツアー （協力）

． 全国理事会（府中市内）

． 第５０回 全国小中学校環境教育研究大会（東京大会 府中市立武蔵台小学校）

第５４回 東京都小中学校環境教育研究発表会

会報「碧い空」第５５号 研究紀要第５０号

．８ 第２２回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

・１月 環境省 平成３０年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

平成 ．２． 平成３０年度 水産多面的機能発揮対策シンポジウム（協力）

（全国漁業協同組合連合会、全国内水面漁業協同組合連合会）

令和元．６．７ 平成３１年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会

全国理事会（東京都杉並区立浜田山小学校）

第二十六代会長 藤森 克彦 就任

７． エネルギー研修会（東京ガス豊洲スマートエネルギーセンター見学）

８～２月 環境省 平成３１年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

８．８ 先生方のためのエコ×エネ体験ツアー 火力編（協力）

． ～ 先生方のためのエコ×エネ体験ツアー 水力編（協力）

． 全国理事会（富里市内ホテル）

． 第５１回 全国小中学校環境教育研究大会（千葉大会 富里市立根木名小学校）

会報「碧い空」第５６号 研究紀要第５１号

．７ 第２３回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

令和２．２．７ 第５５回 東京都小中学校環境教育研究発表会（東京都町田市立南成瀬小学校）

令和２．６月 令和２年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会・全国理事会

（新型コロナウイルス感染症 感染拡大防止のため書面開催）

６月 第２４回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール 中止

７月 エネルギー研修会 中止

９～３月 環境省 令和２年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

令和３．２． 全国理事会（書面開催）

第５２回 全国小中学校環境教育研究大会

第５６回 東京都小中学校環境教育研究発表会

オンライン開催（録画配信・期間限定録画配信）

会報「碧い空」第５７号 研究紀要第５２号
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令和３．６月 令和３年度 東京都小中学校環境教育研究会定期総会・全国理事会

（新型コロナウイルス感染症 感染拡大防止のため書面開催）

９～３月 環境省 令和３年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

． 高尾山自然観察会（東京都八王子市高尾山）

． 全国理事会（書面開催）

第５３回 全国小中学校環境教育研究大会

第５７回 東京都小中学校環境教育研究発表会

オンライン開催（録画配信・期間限定録画配信）

会報「碧い空」第５８号 研究紀要第５３号

． リサイクル研修会（協力）

（主催：スチール缶リサイクル協会・日本製缶協会・日本缶詰びん詰レトルト食

品協会・教育家庭新聞社）

． 第２４回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

令和４．６月 東京都小中学校環境教育研究会定期総会・全国理事会

（新型コロナウイルス感染症 感染拡大防止のため書面開催）

８．２ リサイクル研修会（協力）

（主催：スチール缶リサイクル協会・日本製缶協会・日本缶詰びん詰レトルト食

品協会・教育家庭新聞社）

８．５ 御岳山自然観察会

９～３月 環境省 令和４年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

． 第２５回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

令和５．１． 全国理事会（書面開催）

第５４回 全国小中学校環境教育研究大会

第５８回 東京都小中学校環境教育研究発表会

オンライン開催（録画配信・期間限定録画配信）

会報「碧い空」第５９号 研究紀要第５４号

令和５．６月 東京都小中学校環境教育研究会定期総会・全国理事会（書面開催）

第二十七代会長 關口 寿也 就任

８．４ 御岳山自然観察会

８．８ リサイクル研修会（協力）

（主催：スチール缶リサイクル協会・日本製缶協会・日本缶詰びん詰レトルト食

品協会・教育家庭新聞社）

９～３月 環境省 令和５年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

令和６．１． 第２６回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

１． 第５５回 全国小中学校環境教育研究大会 東京大会 エコルとごし

第５９回 東京都小中学校環境教育研究発表会

対面・オンライン同時開催（オンライン中継・期間限定録画配信）

会報「碧い空」第６０号 研究紀要第５５号

令和６．６月 東京都小中学校環境教育研究会定期総会・全国理事会（書面開催）

７． ， 東京都カーボンハーフ推進教育フォーラム発表（都研究部）

８．２ 御岳山自然観察会

８．８ 東京都環境局主催 小学校教員向け環境教育研修会（協力）

９～３月 環境省 令和６年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

．１ 第２７回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

． 第５６回 全国小中学校環境教育研究大会（東京大会 エコギャラリー新宿）

第６０回 東京都小中学校環境教育研究発表会

対面開催（後日期間限定録画配信）

会報「碧い空」第６１号 研究紀要第５６号
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令和６．６月 東京都小中学校環境教育研究会定期総会・全国理事会（書面開催）

７． ， 東京都カーボンハーフ推進教育フォーラム発表（都研究部）

８．２ 御岳山自然観察会

８．８ 東京都環境局主催 小学校教員向け環境教育研修会（協力）

９～３月 環境省 令和６年度 教職員等環境教育・学習推進リーダー育成研修（協力）

．１ 第２７回 全国小中学校児童・生徒環境絵画コンクール表彰式

． 第５６回 全国小中学校環境教育研究大会（東京大会 エコギャラリー新宿）

第６０回 東京都小中学校環境教育研究発表会

対面開催（後日期間限定録画配信）
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環境教育は、人類を含めた地球上の生物全体にかかわる課題である。近年の

地球温暖化等の環境問題は、自然の生態系に変化を与えるほど深刻な事態とな

っている。個人や社会全体がこれらの課題解決に早急に取り組むことで、持続

可能な社会づくりを図らなくてはならない。環境教育はこの課題解決を図るた

めの重要な学びであり、この地球上に生物が生存・繁栄を続けるために必要な

教育である。 

ここに、第５６回全国小中学校環境教育研究大会、第６０回東京都小中学校

環境教育研究発表会を開催し、次世代を担う児童・生徒の環境にかかわる教育

の在り方を追求するとともに、本大会に結集された総意をもって次の決意を表

明し、その実現を期す。 

 

一 環境教育は、地球的視野に立ち、地域に根ざした活動を通して生涯に

わたる学びとして推進する。 

 

一 環境教育は、自然を愛護すると共に、環境保全意識や環境倫理観、豊

かな人間性を育む。 

 

一 環境教育は、環境に対する正しい知識や、課題解決に取り組む能力を

育成し、持続可能な社会づくりのための人材を育成する。  

 

一 環境教育の小中学校での指導は、各教科や総合的な学習の時間、特別

活動などすべての学びを通して実践し、指導を充実させる。  

 

以上、宣言する。 

 

令和６年１２月２６日 

第５６回全国小中学校環境教育研究大会  

第６０回東京都小中学校環境教育研究発表会 

大大 会会 宣宣 言言 

－ 108 －



- 44 -

メモ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   27  

 
  

 
 

  

          

 

 

 

  

  

           

 

   
        
    

      
      
           

 
 
 
 
 
 
 
 

21  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

  

 

 

 

  

     

                    

        

     

                             

                   

                     

   

                    



リサイクル適性 Ａ
この印刷物は､印刷用の紙へ
リサイクルできます。

日時　　令和６年１２月２６日（木）　１３時００分　～　１６時４５分

会場　　エコギャラリー新宿　　　東京都新宿区西新宿2-11-4（新宿中央公園内）

　　　　（新宿区立環境学習情報センター 新宿区立区民ギャラリー）

　　　　対面開催（後日期間限定録画配信）

主催　　全国小中学校環境教育研究会　　東京都小中学校環境教育研究会

後援    文部科学省　環境省　東京都教育委員会　新宿区教育委員会

　　　　全国連合小学校長会　全日本中学校長会　東京都公立小学校長会

　　　　東京都中学校長会　日本教育公務員弘済会東京支部　日本ＥＳＤ学会

　　　　日本環境教育学会　ＥＳＤ活動支援センター　関東地方ＥＳＤ活動支援センター

２１世紀「環境の世紀」への提言

持続可能な社会づくりのための環境教育の推進
－環境教育によって育む学力と環境保全意識－－環境教育によって育む学力と環境保全意識－
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令和６年度

第５６回　全国小中学校環境教育研究大会(東京大会)
第６０回　東京都小中学校環境教育研究発表会

全国小中学校環境教育研究会

東京都小中学校環境教育研究会


